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序論

20世 紀の90年 代か ら21世 紀初頭にかけて、外国か らのファンタジー文化、特に欧米系

のファンタジー文化がテ レビ、本、ネ ッ トの よ うな多数のチャンネル を通 じて、ゲーム、

小説、または映画の形で、中国に流入 し、新 しいもの として、中国の文学業界全般 に、活

力 を注入 した。最初は、欧米系お よび 日本系ファンタジ0文 学の模倣であったが、やがて、

中国式ネ ッ トファンタジー系を中心 とす る、「玄幻小説」 と呼ばれ る中国独 自のジャンルの

小説 とぶつか り合い、融合 し、(中 国)現 代 ファンタジー系小説が誕生 した。 このよ うな現

代系 ファンタジ0は 、多文化共生が特徴的であ る。ネ ッ トで人気 に火 がついたことで、こ

の種の小説 もネ ッ トだけでな く、紙媒体、つま り、出版物 として、人々に受け入れ られ、

紙媒体の定期刊行物による長年 にわたるジャンル 区分論争 を経て、今の中国式 ファンタジ

ーは、多種多様化 し、多 くのジャンルが形成 された。大人気 になった原 因は、 もう一つ あ

る。それ は、2000年 前後にネ ッ ト文学(ネ ッ ト小説)創 作 ブームの波に乗 って、一気に人

気大爆発 を遂 げたことである。ネ ッ ト文学は、噺 しいメディア」 と呼ばれているインター

ネ ッ トを舞台 とする文学である。2008年10月29日 に、中国作家協会の指導のもとに、中

文在線 とい う会社 の子会社17kは 『長編小説選刊』 とい う雑誌の出版社 とともに、ネ ッ ト

文学10年 評論活動 を主催 した。1998年 にネ ッ ト文学が誕生 して以来、ネ ッ ト文学がや っと

中国大衆小説の時代 を開拓 し、中国文学業界 と出版業界の考 え方 を一新 した。

インターネ ッ トは、新聞、ラジオ、テ レビに次いで、「第4の メデ ィア」 と言 われ るが、

単に前者か ら相続するものでなく、独 自の特性 がある、例 えば、デジタル化 、マル チメデ

ィア化、 リアル タイム性、対話型 コミュニケーシ ョンな どの利 点がある。近年以来、ネ ッ

トファンタジー系小説 も研究者 に注 目されてきた。代表的な研究成果は、欧陽友権が2008

年!月 に発表 した 『網絡文学概論』で、主にネ ッ ト文学 とは何か、ネ ッ ト文学が どの よう

に誕生 し、発展 してきたか について説 明 した。総括 として、紙媒体 と比較 した際の、ネ ッ

ト文学の6つ の特性 を提出 した。 それは文学媒介の違 いと閲覧方式の違い、文体の違い、

作者身分の違い、創作方式の違 い、広がる方式 の違 い、機能価値の違い、である。全文に

わた り、大量のネ ッ ト文学作品を実例に挙げ、ネ ッ ト文学の形式 と特徴、機能 と価値、創

作、流通、閲覧、評論、批判、またネ ッ ト文学の限界、未来、などが論 じられた。 また

王緋は 『中国社会科学院研究所学術文庫:21世 紀新媒体与文学発展』(2012年7月)に お

いて、ネ ッ トは変化 し続ける媒体、つま り 「ニュー メディア」であるとい う視点か ら,ネ

ッ ト文学の発展ルーツを整理 した。

上記 の研究対象である 「ニューメデ ィア」、つま りネ ット文学の発展 と、中国 当代 ファン

タジー文学の始ま りお よび玄幻文学の拡張は、時間上ぴった りと一致す る。中国国内では、

最初のファンタジ0系 文学に関す る論文は、『西方現代幻想文学論』(彰 登恣、1997年11,月)

であ り、全編にわた り章回体叙述 に似 たよ うな叙述法 を採用 し、ス トー リーの概要 を作者
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の人生を語 りなが ら説明 し、世界 中のファンタジー文学の発展過程を述べた。特に、大量

の トップクラスのファンタジー文学作品を例 に挙 げて、詳 しく紹介 したのである。

Fantasyをr奇 幻」 と最初 に訳 したのは、台湾の翻訳家朱学恒である。1992年 には 「奇

幻小説」 もすでに、ニュータイプジャンル として、 中国で出現 し、主にテーブルゲー ムと

して、 ごく一部 の人の問で流行 していた。 当時のデ ジタルゲーム雑誌 『軟件世界(ソ フ ト

ワール ド)』で始まった新たなコラム 「奇幻図書館」は、朱学恒が司会 として、ゲームのシ

ナ リオを理解 しやす く、情景 を想像 しやす くす るため、プ レーヤーにゲームに関係 のある

原作小説を紹介す るコラムであった。1998年 、朱学恒は 『大衆軟件』に 「奇幻文学今昔」

を発表 し、中国文学圏 に初 めて現代 の西洋 ファンタジー文学を紹介 した。

2004年1月 、『今古伝奇奇幻』の責任者の楊厳 と熊嵩は初 めて 「中国式奇幻」とい うスロ

ーガンを提唱 し、中国式 ファンタジー はどのよ うな特徴があるべ きかを具体的に述べた。

彼 らの考えでは、作品の題材 として、中国の古代神話か ら要素を摂取 し、現代小説の手法

を使 って、再構 築す るべきだ。そ うす ることによって、神話 中の 「奇景異象」を再現でき

る。 また、作品 自身の知恵哲理 な どの面で新機軸を打ち出す ことによって、 中国的要素が

含まれた、特有のファンタジー世界を構築す ることができる。

この年、『科幻世界奇幻版』 による、『11年 中国奇幻小説集』が出版 された。収録 され

た作品はすべて 「九州」 とい う架空世界 の世界観 を共通に もつ シ リー ズ小説である。その

中には、風変 りな作品や異彩 を放つ作品もある。 これ らの作品は、みな共通 の世界観の下

で物語 を語っている。その世界観は作者た ちがみんな一緒に作 り出すものである。世界観、

設定、地理空間は神話典籍 『山海経』 を世界の原本に して、新 しい世界 を開拓 して創造 さ

れた。 「九州」は民族 アイデ ンティティあふれる、ファンタジーへの追求心が体現 された世

界である。

中国ファンタジー文学では、2005年 を 「中国奇幻元年」 と称 し、その年に中国のファン

タジー文学 は急激な発展 を遂 げた。ネ ッ ト上で最 も人気 がある作品、例 えば、本論 の主題

である 「九州」シ リーズの他、『異人傲世録』、『都市妖奇談』、『唐伝奇』、『天行健』や 『新

宋』 などが、次々 と読者た ちに受け入れ られ、出版社 もこれ らを出版 した。また、天津人

民出版社 が出版 した 「奇幻之旅」シ リーズ と海洋出版社が出糎 した 「幻想之城」 シ リ0ズ

はネ ット文学が正式に紙媒体市場に進軍 した証である。

「関干奇幻図書井噴的思索一 浅析 当前奇幻図書出版態勢」において、楊鵬は近年 のファ

ンタジー小説出版物の急成長の原因 として以下の四点を掲 げた。第一に、外国のファンタ

ジー文学の導入 と出版 が中国で大量のファンタジーファンを育てた。第二に、台湾 と香港

の武侠小説が、過去の30年 間に渡ってファンタジー系小説の潜在的読者 を大量に育てた。

第三に、ネ ッ トとデ ジタル ゲームの普及 によ り、ファンタジー系の作品が、異なる文化理

念 を持っ読者 たちにも受け入れ られ るようになった。第 四に、ファンタジー系小説 の特性
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が、現代の読者たちに迎合 した。 この文章は、欧米 ファンタジー系文学の作 品の類型、あ

るいはジャンル を6つ の種類に総括 した。それは、剣 と魔法、ダー ク系 ファンタジー、 日

常的なファンタジー、マ ジック世界観 をとる リア リズム系、現代 ファンタジー系、そ して

アダル トファンタジーである。 さらに、2005年 に中国で出現 したネ ットファンタジ0文 学

を、 ウエ ス トファンタジーの模倣 、ダークファンタジー、架空歴史、仙剣 奇幻、ゲー ム小

説類、偽歴史、現代ファンタジー系 と玄幻 の八種類 に分類 した。また、アニメ とネ ッ トゲ

ームが中国 ファンタジー創作業界へ大 きな影響を与 えたこ とを認 めた。 しか し、ネ ッ ト上

で大人気 になった作品は仔細 な推敲 を経ず に出版 され、大量の書籍商が流行 を追って、盲

目的 にネ ッ トファンタジー作 品を出版 し、その結果 として大多数 のネ ッ ト小説が一且ネ ッ

トか ら紙媒体 に変わる と、その活力 を失い、価値 の無いものになって しまった。

2005年 における出版 ブームの後、出版社業界 とファンタジー小説 の作者たちは反省を始

めた。作者 の うちに、「東方ファンタジー」 と 「本土ファンタジー」のスローガ ンを提唱す

る者が現れた。作品の中に、中国的な文学価値 を表現 し、本土化 させ るためには、民族性

が絶対に必要 と考 えられた。 そこか ら、 中国当代のファンタジー小説は中国古代小説 を遡

って、その原点を発掘 しは じめた。 また、現代 ファンタジー の活力剤 として、本土 ファン

タジーが 噛 発」から 噛 覚」を持つものに転変 した。

2005年 の出版 ブームは学術界か らの重視 を引き起 こ した。2005年 以前、本土ファンタジ

ー文学 についての研究は比較的に小規模で あった。研究テーマ も主に中国ファンタジー文

学の分類、ファンタジー文学の特徴の総括 に集 中 してお り、決定的な成果 はなされていな

かったと言 える。葉祝弟 「奇幻小説的誕生及創作進展」(『小説評論』2004、4月 号)が 発表

されてか ら、ファンタジー文学に関する評論は次第に増 え、2007年7月 、西南師範大学の

《重慶三峡学院学報》 にファンタジー文学 とフ ァンタジー文化 を含 めた 「幻想文学与幻想

文化」専欄 が設 けられた。所属の研究 グループは西南師範大学 と南西大学の文学類型専攻

の大学院生 を中心 メンバー としてお り、主 として評判になったネ ッ トファンタジー小説の

テクス トとタイプ を分析 した文章が載 った。 しか し、一方で韓雲波教授 はこのよ うなニュ

ータイプの文学 は依然 として外来物 として、本 土に溶け込んでいる途中である。 中国化の

過程の中にある最 も有力な証拠は、これ らへの命名が、まだ統一 されてお らず、例えば奇

幻,玄 幻,魔 幻,幻 想小説等諸説が入 り乱れ、他 のファンタジー系小説 、例えば、武侠、

SF等 との関係 もまだはっき りしていないと指摘 した。

中国は、元々ファンタジー要素が豊かな国で ある。 しか し、文化的財産である古代神話

や伝説の大部分 が、地理上の、民族 上の、歴史上の、いろんな原 因で失われた。 しか し、

残存 したわずかなものだけを通 じて、その隠 し切れ ないほ どの膨大で、深淵な、巨大文化

的な体躯がす ぐわか る。戦国時代神話 は人類 の原始 の文明の光 り輝 く想像力 を積載 し、六

朝志怪小説、唐代伝奇小説や、宋の講談本および、明清小説 もすべて奇怪 な想像 を含 んで
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いた。清朝末期 にも、SF小 説が流行 したことがある。五四の新文化運動の後で、「唯科学」

主義が興 って、特に新 中国建国後 、功利 的な実用性 とイデオ ロギー的特徴を持 った現実主

義が出版業界 を席巻 し、神話や化け物、妖怪 などの文学が姿を消 した。SFが 唯一残 り、ぎ

りぎ りの形で、科学普及読物 の付属品の ような形で残存 した。波瀾のあ と、中国作者たち

の想像力がひ どく欠乏 し、衰弱 したの もこのためである。

その後2000年 以降になって ようや く、中国で、ファンタジー と玄幻をテーマに した小説

が、ネ ッ トの力 を借 りて、爆発的成功を とげたのである。

中国で2002年 に、映画 『LordoftheRings』 が公開 され たあ と、出版社はまるで金儲

けの材料 を見つけた ように、無我夢 中にファンタジー系小説 を出版 した。そのため、2006

年 は 「ファンタジー出版元年」 と言 われ るよ うになった。 これ らの行為 は三～五年 にわた

って続け られ、出版社 も利益 を得たが、低俗な作品が多数 出版 され るようにな り、ファン

タジー系小説は、最 も大衆 に軽蔑 され る小説題材 となった。

従 って、韓雲波教授 と同 じ意見 を持つ陶東風教授 も、今 の文学業界は混乱状態にある と

言 った。彼 は、 「中国文 学已進入装神 弄鬼的 時代?一 由"玄 幻小説"引 発的一 点連想J

(2006-09-15『 当代文壇』)で 、い くっか玄幻小説が体現 した価値観 の混乱について指摘 し

た。陶東風教授 の評論 は、主流 の視 点を代表 し、エ リー ト文学者 の価値観で流行小説を評

論す るの も、不公平 と思われるけれ ども、文学鑑賞の上な ら、確 かに、中国 ファンタジー

系小説の弱み、特にネ ッ トファンタジー系小説が普遍的に抱 える内容的な欠陥が認 められ

る。

しか し、 これ らのファンタジー系小説 の出現 も、中国創作業界の作者 たちの想像力の回

復 を意味す る。混乱状態 もまたサブカルチャーが形成 され る過程の必然段階である。

「文体の変遷 とその文化意味」(陶 東風、1994)の 帰納 した文学ジャンルの発展の3つ の

基本的な段階に概括 され るよ うに、中国の現代 ファンタジー小説の各種のサブ ジャンルの

形成は、第1段 階の"ジ ャンル複合体"(genre‐complex)の 凝集 を体現 していて、ネ ッ ト

で流行 した玄幻小説 の段階を経て、欧米 のファンタジー系 と中国本土のファンタジー系 と

がぶつか り合 い、融合 し、い くつかのサブジャンルが紙媒体に固定 されてきた。雑誌 『今

古伝奇 奇幻』の2003年 末か ら2004年 に連載 された作品の中では、欧米のファンタジー系

を模倣 したもの と日本 ファンタジー系 を模倣 したものが大多数を占めている。例 えば、DND

(ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ)を 原型 とした 『死霊法師』 は、元々一つのシステムに存在す

るはずがない東洋の神話や侠客 と西洋の ヴァンパイア を融合 して、一作 品に した。西洋 と

東洋の愛情観 、宗教観、生死観がぶつか り合 った 『飛天舞』 も同様である。 これ らも、中
"
国式 ファンタジ0系 小説が形成過程 の初期段階 に必ず通る、他の作品の模倣である。

陶東風は文学ジャンルの第2発 展段階 を 「ジャンルの複製本」(version)と 呼ぶ。つま

り、作者 が意識 的に第一段階に現れた多数の祖型(primaryversion)を 参考 にしなが ら、
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創作 したものである。 ジャンルの複製本 はそれ らの祖型 を模倣対象にす る。 この時、 ジャ

ンルの特徴は明確にな り、必ず守 らなけれ ばな らない規範が生 じる。 また、明確 なジャン

ル名 とジャンル に応 じた文句類の各種の規定 も出現する。 これ も、中国 当代 ファンタジー

小説の発展過程 に確認 できる。 中国の六朝志怪小説、唐代伝 奇小説のスタイル を模倣 して

書 かれた、 白話筆記体 のファンタジー小説 はその代表で、読者 に大人気だった。例 えば、

騎桶人が創作 した 『双髪』や、楚惜刀が執筆 した 『魅 生』 シ リーズや 、本少爺が創作 した

『江湖珍聞録』 な どである。 この種類の作品はだんだん大規模 になって、伝奇文体模倣小

説 とい う形式が生まれ た。 また、 も う一っの味わい深いジャンル も出現 した。それは仮定

歴史の架空小説 である。定期刊行物 を舞台 として、連載 され る形で、斬新な創作モデルが

作 られた。何人かが一つの架 空世界 をシェアに して、創作す るモデル である。例 えば、 「九

州」や、r雲 荒」、「週天」な どのシ リーズがある。 この うち、最 も代表的な架空世界で、創

立時期が最も早いのは本文で論述す る 「九州Jで ある。

最後の、文学ジャンル の第3発 展段階は 「創造性の転化」の段階である。 この段階の作

品 も第一段階の作品、つま り祖型 と背離 してい る。陶東風 はこのよ うな変体を作者が創造

的に作 るr第 二次形式」(secondaryform)と して言及 した。第3段 階のテキス トはrジ

ャンルが混合 と交差 を した結果」である。 このよ うな作品は、本来 はジャンルが確定 して

か ら、は じめて発生す ることが可能である。また、適切なきっかけも必要である。従 って、

「すべてのジャンルが この発展段階を経 るわけでない」 と彼は指摘 した。

中国現代ファンタジー小説はまだ発展 の途 中である。それ故、それぞれ のジャンルを観

察 してもわか りに くい。 しか し、個別作品が確かに存在す る。例えば、E伯 爵が吸血鬼 を題

材 として創作 した 『百合紋章』である。 『百合紋章』 はダーク系の西洋 ファンタジーの骨

組みを持つ推理小説である。 当時、掲載 された雑誌 『今古伝奇 幻想』で、編集者 と読者

の間でもジャンルについて討論が行われ た。結局、 「ファンタジー的な ミステ リー」 とい

うジャンル名 に落ち着いた。また、本少爺が執筆 した 『江湖珍 聞録』 は剣 客の占い師 とキ

ツネのお化けを主人公 とす るス トー リーである。小説に使用 され るのは文言文で も白話文

でもない。斬新 なのは教科書の中国古典文学の訳文に しか出てない言葉が使 われた ことで

ある。

2001年 に、清韻フォーラムを発端 とし、ネ ッ トのユーザーは リレーの ような創作形式で、

「九州Jの 創作 を始めた。 当時、中国の幻想小説創作 には2つ の極が存在 した。一つは、

西洋 ファンタジーの騎士 と竜に関す る物語 、も う一つは東方的な修真 を題材 とす る物語で

ある。 「九州」の創作者たちは、当時か らこの現状 をすでに意識 していた。彼 らは中国の

古典幻想文学の中か ら滋養を くみ取って、西洋のファンタジー文化の中か ら規則 を探 して

個性的な道 を探す ことを試みた。 「九州」には全 く新 しい世界が構築 された。この世界は、

対立的な 「荒」 と 「Jと い う二つの神の理論体系 に支え られ る。 「九州」で生活す る人
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種 は六つある。また、9っ の大陸に分かれていて、数十の国家 と約百の都 市がある。 「九州」

は中国の伝統文化 を結合 させ、 中国的なファンタジー構造 と設定 を創作 した中国国内では

初 めての例である。現在で も、 中文小説界で比較的高い知名度 を持つ空想 世界である。 さ

らに、数十人の有名 な作家 と画家が 「九州」の下に集結 した。 この 中のた くさんの参加者

は当時すでに有名な作家であるか、あるいはその後創 作の実力派 として認め られた者 であ

る。例えば、今何在は 『悟空伝』によって、名声が最高潮であった し、江南が執筆 した 『当

時の少年』は新浪金庸旅館 と清韻の個人の コラムで連載 が始まっていた。また、北星は清

韻 フォー ラムのSFス レッ ドで長年 にわた り管理者を務めていた。塗月 も若手武侠小説家 と

して注 目されていた。更に、遥控 とs,!i天 は二人 とも中国SFの 銀河賞を受賞 したことがあ

る。参加者 の一人である楊叛 も 『北京 の戦争』に よってす でに伝説の ような人物 になって

いた。 これ らの参加たちはすべて創作経験がある し、彼 らが単独 でそれ ぞれ世界 を創造す

ることができることを疑 う必要もない と思 う。彼 らはすべて中国当代幻想文学史 に功績 を

残 している。

最初、 「九州」シ リーズ小説 は 『科幻世界 ・奇幻版』に掲載 された。 そ して、雑誌 『奇

幻世界』の創刊に も助力す ることになった。後 に 『奇幻世界』か ら独立 し、江南 、溜海天

と今何在 の協力によって、2005年 に 『九州幻想』が.月刊誌 として創刊 された。一時話題に

なって、大勢の作者が 「九州」の創作に引っ張 られた。 さらに,「 九州」シ リーズの書籍

は最 も売れ るファンタジー類の図書 になった。その販売数量は中文幻想小説では奇跡 とも

言 える。

2007年 に、「九州」の創作チー ムの一員である江南 と他 の二人メンバー今何在 、濡海天 と

の間に経営理念 の相違が生 じた。江南は雑誌 『九州幻想』か ら離れてファンタジー専 門雑

誌 『幻想1+1』 を創刊 した。また、ム ック 『九州志』 も作 り始めた。 この分裂は九州の読者

か ら、r水 門(ウ ォーターゲ.__.事 件)」 をもじって 「九州門」 と呼ばれている。

「九州 門」によって、 「九州」創作チー ムが分立 し、対峙 し始めた。その後、 「九州」は

オンラインゲーム 「九州世界」 とネ ッ トワー ク版 の雑誌 『九州幻想』 も発行 されて、維持

された。 しか し、一時の風采はすでに失なわれて しまった。

「九州」 ブームが起 きてか ら現在 まで、 もう十年 が経った。 この十年 間の 「九州」の誕

生、発展、没落の原因は 「九州」 システム 自身のみにあるのではな く、ネ ッ ト文学全体 の

環境やその他の外的要因か らも影響を受 けてい る。 「九州」 の発展プ ロセ スには未熟な部

分がたくさんあるが、 もし中国現代幻想小説史 を書 くとすれ ば、 「九州」はその一里塚 で

あろ う。

r九州」が中国現代 ファンタジー文学の典型的な実例 として分析 できる理 由として、筆

者は以下の三点 を挙げたい と思 う。まず、r九 州」のファンタジー シェア ワール ドは複数の

作者 の相談の後、次第 に形成 された もので あること。設定のそれぞれのバー ジ ョンは、中
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国ファンタジーにおける西洋 ファンタジーの受容 を反映 してい ると思 う。次に/r九 州」は

ネ ッ トか ら始ま り、後 に会社 が設 立 され、専門雑誌 と長編小説単行本 の発売に至った。い

わば、「九州」はネ ソ ト文学が発展 してからの全過程を 目撃 した。「九州Jの 分析を通 して、

中国ファンタジ0小 説のメデ ィア ミックスにお ける発展が分析できると推測す る。最後に、

「九州Jは 共同世界 として、読者 と作者が協力 して、シ リーズ小説 を書 く行為であ り、か

つ、ネ ッ トか ら始まって、会社 まで創立 された事例 は、筆者が調べ るところでは世界 中で

は 「九州」のみである。その独特な物語消費構造における、作品、作者 と読者 との関係 も

通常 とは異なる。

前述のネ ッ ト文学に関す る先行研 究の主要な成果 は、近年 におけるネ ッ トワー ク上に現

れ る作品のジャンルお よび、ネ ッ トワー クメデ ィア と紙媒体 との違い、また作者の創作モ

デルの違いな どを帰納 し、総括す るものである。

中国現代 ファンタジー小説 についての研 究では、主 にファンタジー一小説が流行 してきた

原因を探 るか、テキス ト分析 の方法 を用いてファンタジー小説の特徴 を総括するか、 この

二種類に分かれている。

r九州」は特殊 な創作モデル、メデ ィア ミックス的運営モデル、2003年 か ら文学界で津

波 を巻 き起 こした事例 として、注 目されている。 しか し、 「九州」が独特 な 「東方奇幻」

的な設定 を探求 したこ と、読者 と作者 との特殊 な関係 ゆえに、何度 も新聞雑誌で報道 され

たが、学術界 ではあま り触れ られ てない。たまに、ネ ッ ト文学 に関す る研究 において、参

考例 として話題 にされ るぐらいだ。 しか し、 「九州」世界の原型 と設定 についての詳 しい

研究や 、西洋 ファンタジーに対す る受容 、特に 「九州Jに おける作者 と読者 との関係 につ

いての分析はいまだ現れてない。

本論 は先行研究 を参考に しなが ら、メデ ィア学 の理論 を導入 して、 「九州」ブームを実

例 に とり、 中国現代幻想文学の受容 と発 生原因を探求 して、 中国的なファンタジー構成要

素を検討す る。そ こで、筆者 は 「九州」ブー ムをネ ッ トワー クの時期 と紙媒体 の時期 に分

け、作者 の創作方式 と読者の閲読方式に、マーケッ ト環境 を結び付 けて、架空世界r九 州」

の物語消費モデル を分析す る。そ して 「九州」がセ ンセー ションを巻き起 こした原因 と 「九

州」が崩壊 した原因を総括す る。

本文は小説の設定 と内容、および読者 と作者 との関係 とい う2っ の面か ら、 「九州」ブー

ムを分析す る。第一章 と第二章では、「九州」ブームの全過程を考察 して、分析する。 それ

ぞれの時期に、 「九州」に影響 を及 ぼ した外的、内的要因をまとめる。第三章では、テキス

トとして、「九州」シ リーズの小説 と設定を分析す る。 その上で、 「九州」小説 の特徴 をま

とめて、ファンタジ0の 源泉を追及する。第四章では、第一章か ら第二章までの資料によ

って、作者 と読者 との関係 を分析す る。そ して、ネ ッ トワークの時期 と紙媒体の時期で、

作者 と読者 との関係 はど うい うふ うに変わ ったかを探求す る。また、第一章か ら第三章ま
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での内容 をまとめ、 「九州」の崩壊原因を総括する。 さらに、物語消費構造 を探 る。

「九州」の起源である清韻 フォーラム及び 「九州」関連の文学フォー ラムは、2005年 前

後 に、企業が資金 を投入 した文学 ウェブサイ トの影響で次々 と倒産 した。それ ゆえ,ネ ッ

ト時期に関連する資料はr九 州」専門雑誌か らしか入手できなくなった。つま り、『科幻世

界 ・奇幻版』、『九州幻想』 と 『九州志』、及び単行本 に収録 された作者イ ンタビューな どの

資料である。また一方で、「九州 門」においては、内部の人事異動や、外部からの資金介入

な どが多 くて、複雑 である。r九 州門」に関連す る実情 もあま り公開 されてない。 この方面

の資料は、主に当事者 に連絡す ることを通 して、雑誌の編集 と運営会社 に関す る情報 とデ

ータを獲得す る
。以上の資料を通 じて、「九州」ブームの全貌 を考察すること、そ して 「九

州」 シ リーズ小説 における物語消費構造 を明 らかにす ることが本論の 目的であ り、同時 に

本論の研究方法である。
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第一章 「九州」事件 の概要

第一節 ネ ッ ト時代

1清 韻 フォー ラムでの開始

2001年12月17日11時17分 、水泡 とい うIDの ユーザーが清韻フォーラムの天馬行空ボ

ー ドにおいてファンタジーを共同で創作す るパー トナーを募 った。 「最優秀パー トナー(原

題:最 佳拍梢)Jと 題 したス レッ ドにおいて、同 じフォ0ラ ムのネ ッ トユーザーを招集 し、

カイ ン大陸を共通の背景 とす る西洋風 ファンタジー小説 のシ リー ズものを創作 しよ うとし

た。 この提案は、大勢のネ ッ ト作者 が集まる清韻フォーラムにおいて大 きな反響 を呼び、

た くさんの作者 が討論 に参加 し、創作 し始 めた。にわかに空前の盛況 となった。

その後、2002年1月8日8時49分 に、遥控 は 「六間臥室,一 半是用来倣実験的嚇」 とい

うス レッ ドを立てた。彼は皆が共に接龍[引 用者注:ト ランプの七並べに似た遊び]の ゲー

ムを しに来るよ う提案 し、「皆で一つの詳細 な設定を作 り、統一 させて、それか らそれぞれ

自分 の好 きな内容 を書 こう。真面 目なのが書 きたければ真 面 目なのを書 く、軽 いコメデ ィ

ーが書 きたければ軽い コメデ ィー を書 く。世界の設定 に違反 しなければそれで良い。 賛成

す る人は手をあげてください」創案者 自身 も一つの想像 を発表 してたたき台に した。当時、

このス レッ ドの創作方法は、興味のある者は一段落か らで も投稿 できるし、他の人は時間

や興味があれば続 きを書 くとい うものだった。読んだ者は好 き嫌 いを発言 して批評 しても

良かった。 当時多 くの者 が参加 し、その物語 はこの ように して一群 の者 の参加 によって続

いていった。江南はこ う述べている。接竜に よる物語 は後の 「九州」 に堅実な基礎 を築い

た、 と。

2002年!月10日13時47分 、「大角」とい うIDの ユーザーがカインの大陸の上に 「一つ

東洋風の大陸を入れ よ う」 と提案 した。実は、 この 「大角」は中国のSF賞 である銀河賞を

何度 も受賞 した播海天だった。 しか し、当時 このプ ロジェク トに関心を持っていた人々は

彼の本 当の身分 を知 らなかった。

大角 によれば、「最初は北星が面白ギャグ西洋ファンタジー小説 を書いたので、誰かが"東

洋 ファンタジー(原 文:東 方奇幻)"と 言い出 した。」Lこ の 「東方風 の大陸を入れ よ う」 と

い う提案 はす ぐさま江南、遥控、水泡、北星な どのた くさんの有名 な作者 とネ ッ トユーザ

ーの関心を引きつ けた。それ によ り、西洋風のカイ ン大陸 を背景 としたシ リー ズ小説 の創

作計画は棚上げ となった。 「蜀山の後 、純粋に東洋風の大型の架空設定はほとん どない」 と

い う発言 は、直ちにこの一群 の中国の若 手ファンタジー作家たちを奮い立たせ、彼 らは中

国風のファンタジー世界の構築に熱情 を燃や した。 フォー ラムの多 くのユーザーはたちま

ちこの新 しく"東 洋風"の ファンタジー世界についての討論や創作 に入れ込んだ。¥

2002年L月13日9時41分 、江南は遥控 と連名で 「星辰詩篇:天 文設定」を発表 した。

12004年10月
、 《大 角 切 淡》
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これはこの斬新奇抜な世界 に関す る最初の設定文章であ り、「櫨荒創世説」 と二つの等級か

らなる神 の系統が提出 された。そ して、遥控は 「みんなでシ リーズ全体のために、かっこ

よく響 く名前を考 えよ う」 と提言 した。数回の論争や考証、投票 を経 て、一年後、 この世

界は正式に 「九州」 と命名 された。それ以前の、 「九州」世界の原形はr前 身世界」 と呼ば

れている。

2002年1月14日 に、江南は再度遥控 と連名で 「古九州の地理設定」を発表 し、設定にお

いて前身世界の大陸 を九つの大きな部分に分 けて"九 州"と 称 し、それぞれ荊 、徐、揚、

豫、青、y、 雍、梁、翼 と命名 した。 これは 「前身世界」の最初 の地理設定 と言われてお

り、また唯一読者 に受け入れ られて、現在に至 るまでそのまま用 い られ てい る地理の骨組

みである。と同時 に、この設定において 「前身世界」に生存す る五つの種族 も提案 された。

人族 、蛮族 、羽族 、鱗族 と鮫族 である。 中で も、鱗族の うち、遠海 で生活す る一派は竜族

と称 された。以前の綾人、巨人、精霊族 などの純粋 の西洋ファンタジーの設定は全 く新意

がない とフォー ラムのユーザーか ら指摘 されたため、このバー ジ 譲ンでは、生まれつ き背

が高 く大 きかった り、あるいは低 くて小 さな種族は設定 され ていない。また、同 じ日に多

事が 「脊父」 と 「河絡」の二つの種族 の名称 を提案 した。

2002年1月15日4時28分 、江南 は 「前身世界」の小説の最初 の断片 を発表 した。 この

くだ りは、姫野、 呂帰城、竜嚢 と羽然の四角関係で有名であ り、それ がこの後却下 された

「最後の姫武神」である。その 日の23時40分 に、水泡 はす ぐさま 「暗夜」 を発表 した。

これは江南の 「最後の姫武神」に基づいて創作 した作品である。同一の背景 のもとの独立

した創作は、 この文章 において程 よく繋がっている。

2002年1月16日 、遥控 は 「奄父的金幣」を発表 した。18日 、彼は この文章を修正 し、

さらに文章の後ろに貨幣制度について説 明する注を付 した。 同 日、大角は 「不滅 の島」(原

題 《永生的島喚》)を 発表 した。 これは魚人 に関する物語 であり、旧稿 を書き改めたもので

ある。設定の方面では、遥控が 「種族 と生物の設定 についての提案」を発表 し、「種族 は基

本的に確 定 して以下六種 人、羽人、竜、脊父、河絡、魅である」 と述べ、蛮族 を人族

の中の一つの民族 と設定 して、蛮族 と鱗族の種族の資格を取 り消 した。

その後、「前身世界」 を世界の背景 とした小説 と設 定が次々 と現れ た。(詳 しくは表 「九

州の編年史」045-028を ご覧頂 きたい)

2002年5月8目 、遥控が 「九州シ リーズが天馬行空の三分の一 を占めた事を祝 うJを 発

表 した。当時、 このr共 有世界」 はすでに清韻 フォーラムで圧倒 的に最 もホ ッ トな話題 に

な り、すべての人が 「九州」 について議論 し、参加す ることを望んでいた。その中には有

名な作者、あるいは後 に創作界にお けるカ リスマ的実力派 と認 められた者 が多かった。例

えば今何在 は 「悟空伝」によって高い名声 を得 ていた し、江南の 「当時の少年」は新浪金

庸旅館や清韻 の個人コラムで連載 中だった。また、北星 は長年、清韻 フォーラムのサイエ
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ンス ・フィクシ ョンボー ドのマネー ジャーを務 めていた。澹月も武侠小説家 の若手 として

注 目されていた。更に、遥控 と播海天は二人 とも中国のSF賞 である銀河賞の受賞者であ り、

楊叛のr北 京の戦争」もすでに噂になっていた。 これ らの参加者たちはすべて創作経験が

あ り、彼 らが単独でそれぞれの世界 を創造す ることができることを疑 う必要 もない と思 う。

しか し、 「九州」は 「複数 の作者が協力 して創作す る」 とい う単純な発想 から始 まった創

作計画であ り、初期の参加者 は全 く個人的な興味 と情熱 か ら積極的に参加 していたため、

過度 にゆるやかで 自由す ぎる協力モデルは、参加者 の問に多 くの矛盾 と意見の相違 をもた

らしただけでな く、r前 身世界」には民主主義が広がっていたため、矛盾 と意見の相違が生

じた際の有効的な交流 ・審判 のシステ ムが欠如 してお り、直 ちに意見を一致 させ ることは

できない。 まさに参加者 の一人であ る余恨が 「我 々に とって必要 なのは 目新 しく精確 で完

壁 な設定ではな く、我 々にとって必要 なのはただ統一 され た標 準であろ う」 と述べた とお

りである。

意見の相違を整理 し、論争を解決す るために、参加者 より強い権威 を持つ 「設定チームJ

を設立せ ざるを得 ない とい う状況 になった。こうして、2002年lA15日 、清韻 フォー ラム

の利用者 たちによって、遥控、江南、今何在 、大角、斬鞍、水泡 と多事が 「設定チーム」

のメンバー として選 ばれ、世界の創造者 として 「七天神」の称号が与 えられた。設定チー

ム内において少数が多数に従 う投票制度 を実行す るため、チー ムのメンバー は奇数である

必要があった。協議、比較 の末、今何在 の推薦 を経て、皆は最終的に北星、多事、大家一

起来揚齪の三人の中か ら多事をこの 「設定チーム」に加入 させることを選んだ。

2002年1月17日 、「設定チーム」が正式 に発足 し、「創 世七天神」 と呼ばれた。

2001年1月 から2002年1月 までのあいだに、清韻 フォー ラムの天馬行空ボー ドは東洋 フ

ァンタジー と西洋 ファンタジーが融合 した無名 のファンタジー世界の誕生 と原型の形成過

程 を見守った。2002年lA17日 、設定チ0ム が発足 してか らは重要な事柄の協議 はチーム

内で行 うことになった。協議 を経て決定 された統一設定は、ディオゲネスフォーラムが 「創

世の七天神」のために開設 した 「竜淵記事」 とい うコラムで発表す ることになった。 ここ

において、設定チームは世界の名 前について再度討論 を行い、最終的に、この世界を 「九

州」 と命名 した。それ とともに、 「システム設定vO.20」 が公表 した。

2「 九州 」公 式 ウェブサ イ トの創 立

2003年3月17日 、九州 幻想 世 界 の最初 の独 自の フォー ラムが対 外的 に公 開 され た。 「九

州 」は独 自の ドメイ ン名(9z.net.cn)を 持 つ よ うに な った。 つ ま りそれ が 「九 州架 空世 界

フォー ラ ム」で あ る。 そ の後 、 「九州 」 に関係 す る作 品 のイベ ン トは主 にr九 州 架空 世界 フ

ォー ラム」 に移転 され た。 ここにお い て、設 定チ ー ム は 「九州 基礎 設 定ver2.3」 を公 表 し

た。 この設 定で は 「魅 」 とい う生 物 は種族 に変 更 され 、 「九州 」大 陸 に生存 す る種族 は最 終
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的 に、人族、羽族、河絡、脊父、魅、鮫 と定め られた。また、十二主星の名称 も確定 し、

それぞれの主星が制御す る力 について も起草された。

こ うして、清韻 フォー ラムか ら離れて、ネ ッ トワー ク時代の 「九州」が本格的に独立 し

た。公式 ウェブサイ トはア ップデー トの後、網易や新浪、竜空、幻剣書盟な どのポー タル

サイ トとも良好 な提携 関係 を築いた。 この提携 関係 は主に以下の二つ の場面に現れ た。一

つは、それ らのポータルサイ トや文学 ウェブサイ トは 「九州」のためにコラムを作 り、ま

たあるいはネ ッ1¥ワ ー クの文学界で 「九州」が表現す るきっかけを作 った。も う一つは、r九

州J独 特 の開放[生はまだ建設段階にあったが、 これ らのポー タルサイ トや文学 ウェブサイ

トとの提携は、 「九州」に関心 をもっている者や読者だ けではなく、創作能力や設定能力の

ある書き手をももた らした。

そのため、 この提携 関係は良好の循環 を形成 した。ネ ッ トのプラ ッ トフォーム とポー タ

ルサイ トは 「九州」の知名度 を高 めた。 また、「九州」は作者 に創作空間を提供 し、読者 に

世界設定に関す る討論 に参加できるプラッ トフォームを提供 した。

しか し、「創 世七天神」の設定チ0ム が設立 されてか らは、矛盾は公開 されるフォー ラム

の討論モデルか ら設定チ0ム の内部 に移 り、すべてが隠 され 、読者 の視線 か ら切 り離 され

た。 ウェブサイ トがすべで廃止 されたため、具体的な討論について調査できないが、何れ

に して も、 このシステ ムの変化が もたらした効果 は、九州架 空世界フォー ラムにおいて、

ポ0タ ルサイ トや文学 ウェブサイ トにおいて、公表 され た設定や小説 は統一 されて系統だ

ったものとなった。一方、弊害は、「九州」に関する討論 はすべて設定チームの内部で行わ

れるため、七人の問に生ず る矛盾が 目立ち始めた ことである。

さらに、九州架空世界フォーラムにおいて、 「九州Jの 設定に詳 しく、活発 に討論に参加

した者の多 くは 仇 州」の発端時期 か らの読者である。 しか し彼 らは読者の身分であ りな

が ら創作能力に乏 しくな く、非常に強い参与能力を持 っていたが、彼 ら妖怪館 の客人たち

もまた妖怪同様に出た り消えた りしたため、「九州」初期 の読者群は極めて不安定であった。

2004年5.月 、今何在は 「九州基礎設定 と説明ver3.1版 」を発表 した。二年 を経て、九州

の基礎の設定は、天神 たちのすった もんだの末ついに決定 され た。 これにより、 「九州」の

設定は公 開されて、「九州」世界の小説の創作 は次第に軌道 に乗った。 こ うして、時に天神

が現れてある作品を廃棄す ると宣言 したこともあったが、 「九州」シ リーズの作品はゆっく

りなが ら増 えていった。

3ネ ッ ト環境における九州

以上で 「九州」の清韻 フォー ラム時代か ら独 立フォー ラムの建設 に至 るまでについて論 じ

てきた。 これ ら全ては第 四のメデ ィア ネ ッ トワー ク上で発生 した。従 って、 「九州」

がなぜネ ッ トワー ク上に誕生 したのかを分析す るにあた り、r九 州」がネ ッ トワー クの時
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代 にあって置かれたネ ッ トワ0ク 環境についても考察す るべきだ と思 う。2000年 か らii

年 にかけてのネ ッ トワー ク環境の変化は、 「九州」誕生の過程 を直接決定 し、 「九州」の

創作モデルの変化 を引き起 こ し、紙媒体時代の 「九州Jの 上昇下降にも関わってい る。

X998年 か ら、初期のネ ッ トワ0ク 上に、文学関連の重要なウェブサイ トが次々に現れ た。

1998年3月 に 「文学城」が登場 し、1998年5月 に 「黄金書屋」が正式に運用 され、1998年

7月ro日 に 「書路」が創設 された。 これ らのサイ トでは著作権の意識が薄弱であ り、基本

的に書籍 をスキャン し転載す ることによって維持 されていた。 内容はほ とん ど同 じで、オ

リジナル作品は少なかった。 当時、中国では 自国のファンタジー文学はまだ歩 きだ してな

い。その後、黄易や羅森 などの作品によって、 「黄金書屋」が最 も影響力のある文学 ウェ

ブサイ トになった。

初期のネ ッ ト文学 を分析すれば、藥智恒の 「親密 なるファース トコンタク ト(原 題 《第

一次親密接触》」がオ リジナル作品の起点 となるだろ う。 「第一次親密接触Jが 人気を博

してから、ネ ッ トワーク上で文章 を書 く人が明 らかに増えた。第二回、第三回、第N回 の親

密なコンタク トの模倣作品が次々に発表 された。 「第一次親密接触」 より少 し遅れて、今

何在 のr悟 空伝」も人々の目の前に突如現れた。本作品のシナ リオは香港映画 『大話西遊』

を換骨奪胎 してお り、今何在 は思弁の方法で、悟空、唐僧、紫霞の三人の人物 に全 く異な

る解釈 を加 えた。 「悟空伝」もす ぐに同 じ運命 をた どり、 「八戒伝」や 聴 僧伝」など、

「悟空伝」 を必死に模倣 しながらオ リジナル とは雲泥 の差の作品が降って湧いた。

これ らの現象 はネ ッ ト文学の複写属性 を反映 している。それはまたイ ンターネ ッ ト上で

文章を書 く目的も説 明できる。欧陽友権 によれば、 「公開 されたプ ラッ トフォー ム上で創

作行為を完成することであ り、複数人で同時にテキス トの行方を設定す ることであ り、か

つまた互いに虚構 された運命の中でテキス トの愉悦 に狂喜す ること」2で ある。

まさに先述の如 く、2000年 に今何在が創作 した 「悟空伝」によって、ネ ッ ト文学の第二

次ブームが引き起 こされたのがそれである。 しか しこの現像 は偶然ではない。 中国インタ

ーネ ッ ト情報センター(CNNIC)が 発表す る 「中国インターネ ッ ト発展状況の統計報告」 に

よる と、「1/年6月30日 までに、我が国では中国語のネ ッ トドメイン名 は128362個 で、「WWW・」

で始 まるサイ トは約242739個 、ネ ッ トにアクセスす るコンピュータは約1002台 で、インタ

ーネ ッ ト利用者は2650万 人に達 した。3

欧陽友権が統計 したデータによると、 「当時、全世界にお ける中国語の文学 ウェブサイ

トは3720個 、中国大陸では 「文学」 と銘打つ総合性 の文学 ウェブサイ トは約300個 、 「ネ ッ

2欧陽友権(2008)糊 絡文学概
III北 京 大学 出版社 、.,

3「中国互聯網絡発展状況統計報告JCNNIC 、一(参 照2013-09-27)
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ト文学」 と銘打つ文学 ウェブサイ トは241個 であ り、オ リジナル の文学作品を発表 した文学

ウェブサイ トは268個 」だった4。

筆者はその中の三つの ウェブサイ トが中国のネ ッ ト幻想文学の礎 を築き、かつ 「九州」

事件発端 とも切 り離せない関係があると考えてお り、以下で説 明を加 えたい。その 目的の

一つは
、 「九州」事件の発端 と発展時期のネ ッ ト文学環境 について整理で きるか らである。

二つ 目は、他のネ ッ ト文学の特微 と比較す ることで 「九州」の独 自性 を分析できるか らで

ある。

2001年1月 、文学のフォー ラムの 「自娯 自楽」、 「一意孤行」 と 「紅塵閣」は西陸 ウェブ

サイ トか ら徹退 し、 「竜的天空Jと い う新 しい連盟 ウェブサイ トを設立 した。 「竜的天空」

は2001年 か ら2003年 までの期 間に、中国大陸におけるオ リジナルのファンタジー文学の

文学 ウェブサイ トの首位に上がった。統計 によると、2001年6月19臼 か ら2003年6月23

日まで、「竜天書庫」で発表 されたオ リジナル作品は合計1493部 だった。その中で、連載

が終了 し完結 した作品は53部 である。

2003年 以降、「竜的天空」はきわめて低い価格で、人気のネ ッ ト作品の出版権 を大量に買

い取る と、主に台湾の出版社 と連絡 をとり、作品の出版権を出版 商に転売 して大い に利益

をあげ、 ウェブサイ トの運営を維持 した。言い換 えれ ば、「竜的天空」 とい うプラッ トフォ

ー ムは一定数 のファンタジ0作 者 を育成 したのであ り、正に 「竜的天空」の仲介 のおかげ

で、大陸のファンタジ0作 家 は台湾 の出版商 とのコネクシ ョンを得、台湾の出版商か ら得

られ る印税 に支えられて創作事業を始めたのである。

一方、2002年 か ら、「幻剣書盟」や 「起点 中文」の ような文学 ウェブサイ トは、閲読料金

徴収時代のネ ット文学創作 を牛耳った。幻剣書盟の設立は2001年5月 で、「書情小J、 「石

頭書城」、 「小書亭」な どのネ ッ ト文学愛好家 が設 立 した文学 ウェブサイ トを合併 してでき

た。創立当時は、ネ ッ ト文学の発展に力 を尽 くしていた。運営開始以来、ネ ッ トの書き手

がた くさん集ま り、特にファンタジー小説 と武侠小説部門では、国内の文学 ウェブサイ ト

の中で首位 を占めていた。2003年5月 に運営 しは じめた起点 中文ネ ッ トは、前身の玄幻文

学協会(ChineseMagicFantasyUnion)が 準備設立 した文学性 を備 えた個人の ウェブサイ

トである。2002年6月 、 「起点 中文」ネ ッ トは第一版 を世に送 り出 し運営を開始 し、2003

年5月 に第二版 を世に問い、正式に運行 した。起点 中文は独立 した作家がオ リジナル文学

を発表 していることで有名 な ウェブサイ トだった。 この ウェブサイ トの文学作品は、サイ

エ ンス ・フィクシ ョンや、魔幻な どのジャンルを含み、一部の作品はオ ンライ ンゲー ムを

基礎に した創作だった。

4欧陽友権(2008)『 網絡文学概論』 北京 大学出版社 、P.46
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文学 ウェブサイ トは発表す るプラッ トフォー ムと原稿料を提供 し、よ り多 くの作者がフ

ァンタジー文学の創作 に加 わることを激励 した。それ と同時に、起点中文 と幻剣書盟はキ

ロワー ドあた り二分の料金 を領収する策略 を採用 した。 この策略は最初、明楊読書網 によ

って実施 されたが、競争相手が増 えたため、また資金不足な どの問題によ り、明楊読書網

は間もな く倒産 した。 このよ うな、作家 と契約 た り、読者か ら閲読料金 を領収 した りす る

モデルは、読者のファンタジー文学対する閲読週刊 と忠誠的な態度 を培 った。 しか し、ク

リック数 によって原稿料 を計算す る方法のゆえに、ファンタジーの作者 は次か ら次へ とエ

ロや ギャグ、俗 っぽいプロッ トや大量の粗悪な模倣 によって読者 を引きつけるよ うになっ

た。作者 はひたす らに更新 とク リック数 を求めて大量の俗 っぽい作品が生産 された。

2003年6月28日 か ら29日 にかけて、「中国第一回ファンタジー文学サ ロン(原 文:中 国

首届奇幻文学筆会)」 が開催 され 、この会 は起点 中文サイ トを巻き込んだ。その後、2004

年i9日 に、中国最大のオンラインゲーム運営会社 である盛大(Nasdaq:SNDA)は 、オ

リジナル娯楽文学のポータルサイ トである起点中文ネ ッ トを買収 した と宣言 した。 この時

の買収はすべて現金 で取引 されたが、盛大 は具体的な取引の条項 を漏 らさなかった。起点

中文ネ ッ トが提供 した情報 によると、起点は買収 された時すでに14000部 作品を発表 して

お り、文字数総計は十二億 を上回った。 このほかに、起点は さらに300部 の売れ筋作品の

電子版著作権を獲i得していた。起点の管理者 は、 目下す でに約一万人の作家の作品の出版

権を有 していると述べた。5

上述の、2001年 か ら2003年 にかけての竜的天空、起点中文、幻剣書盟 の発展状況か ら以

下の簡単な結論を得 ることができると思 う。

第一に、最初 のネ ッ ト文学は、主に愛好家が自発的に 自由に創作 した作品か ら来てい る。

第二 に、 ウェブサイ トのプ ラッ トフォームの経営を維持す るため、管理者は読者か ら料

金 を領収す る方法を採用 した。 これによ り、ネ ッ ト文学の価値 が現れた。

第三に、2004年 か ら、運営商はネ ッ ト文学の経済的価値に気づ き、資金投入 によってネ

ッ ト文学の経済効果は更に拡大 し、ひいては紙媒体の出版業 にも影響 を及 ぼ した。

これ らと比較 して、r九 州」はネ ッ ト文学に属 しなが ら、独立 した創作例 であ り、それぞ

れの文学 ウェブサイ トと協力 関係 をもっていた。 けれ ども文学 ウェブサイ トが提供す る経

済利益には依存 してない。今何在 は 「九州 ネ ジ トワー クに誕生 したこの地の帝国」に

おいて、以下のよ うに発言 した。 「当時、私達の考えは、このファンタジー世界はすべての

人に対 して開かれた もので、既定の統一 された規則内で、みんなの作品は相互 に呼応す る

ことができ、 この世界 を絶えず真実で豊かに してい くことができるとい うものだった。す

べてのス トー リーがお互いに呼応できるな ら、独立 した文章 を合 わせれ ば大作 にな ると想

像 した。人物は異 なる作品の中で動き回 って才気の光 を放つ。 この世界 が一砂 、一葉の累
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積 によって次第に形作 られ ているのを見ているのは、 どうなに幸せな事だろ うか と。」6

従 って、 「九州」の初期の参加 メンバーは、設定チーム も 「九州」の設定の討論 に参加 し

た ウェブサイ トのユ0ザ ー も含 めて、みなが文学の世界に東洋のファンタジー世界を打ち

立てる抱負 を抱いていた。それ は 『ハ リー ・ポ ッター』や 『mド ・オブ ・ザ ・リング』、

『ドラゴンランス』が中国で大 ヒッ トしたことに照準 をあてた対抗意識だった。

西洋 には 「ダンジ ョンズ&ド ラゴン」(D&D)の ようなシステムがあった。 その世界を

背景に して、すば らしい名作 『ドランゴンランス』が生まれ 、 『マイ ト・アン ド・マジ ッ

ク』や 『ヒー ローズ ・オブ ・マイ ト・アン ド・マ ジック』な どの著名 なシー リズゲームや

カー ドゲームの 「マジック:ザ ・ギャザ リング」、そ して無数の映画 とテ レビ作品が生まれ

た。これ らはす でに西洋のファンタジー文化 の代表の一つ となっている。しか し東洋 には、

特 に中国には、本 当に厳密 に資料 を共有す るよ うな設定 の幻想世界は一つ もなく、みなが

それぞれ の戦地 に無数 の物語 を創作 して、まるで静かな湖 に雨が降って、少 しさざ波 を立

てただけです ぐに消えてな くなって しま うかの ようである。あるいは新新封神榜、新新西

遊記、新新八仙 、新新ナ タ閑海 とい う具合 に、古代 の神話 をすっか りつまらな くな るまで

何度 もひっ くり返 した。私達はも う想像力を失い、新 しい ものを創造す る力を失 ったのだ

ろ うか。 ど うしても誰かが何か しなければな らない。東洋 の幻想文化の尊厳のためで もい

い、子供 のように無邪気な空想のためでもいいから。」7

以上の発言から、「九州」の作者 たちは中国のファンタジー文学が西洋のファンタジ0文

学に同化 さることを望んではいない ことが見て取れる。 この ような民族的コンプ レックス

ゆえに、初期 の 「九州」世界 は低俗の隊列 に陥ることがなかった。 と同時 に、「九州」の独

特な 「複数人が協力」 して設定を作 り、大筋の小説を協議 して創作す る方法 は専売特許で

ある。他のネ ッ ト文学サイ トに依存す る作者が読者か らフィ0ド ・バ ックを得 るモデル と

異 なって、r九 州J世 界はず っと豊富 さを待ち受ける未完成 の状態 にあったため、 「九州」

に関心をもつネ ッ トユーザ0は 自分 の設定 と反論 を提示 して 「九州」世界の行方 を推進す

ることができた。

しか し、中国のファンタジー文学の平地に高楼(た か どの)を 建て、ち りも積 もれば山

となることは決 して簡単なこ とではない。2003年 か ら2004年 までのネ ット文学の全容が示

した経済利益は衆 目の認める ところである。 「九州」 とい う集団による創作行為 はテキス ト

の革命 を起 こしただけではな く、ネ ッ ト文学の生態の中で、一つの奇異な ビジネスチ ャン

スをも提供 した。8従 って、 「九州」の紙媒体への拡張も発展の必然的方向に属す と言 える。

第二節 紙媒体 とのコラボ

6r九 州
、～個誕生在網絡上的 「本土帝醒」jr中 国図書商報』2005年8月5日

7創 世宣言

8「～次集体写作遊戯和一個商業奇縁」財政経済時報 、2006年11月6日 、第GO3版
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1『 科幻世界』 とのコラボ

2002年5月 、『驚奇梢案』 とい う雑誌に播海天(大 角)の 主宰による 「九州星野Jコ ラム

が掲載 された。『驚奇梢案』 は2000年 に創刊 され、初めは 『科幻世界』の増刊 として不定

期 に発行 さていた。 第五号を発行 した時には、発行量は三万部 か ら飛躍的に上昇 して十五

万部 に登 った。2002年!月 か ら、『驚奇梢案』は全面的に改版 され、月刊 として発行 され る

よ うになった。『驚奇梢案』は写真付 きのサイエ ンス ・フィクシ ョン雑誌で、塗工紙 を用い、

フル カラー印刷 だった。少数の優 れたサイエ ンス ・フィクシ ョンを発表 し、世界の最新の

サイエ ンス ・フィクシ ョンの情報 を読者に提供す るこ とに重点 を置いてお り、その内容 に

は、美術 ・アニメ ・漫画 ・ゲーム ・音楽 ・映画 ・考古学な どの領域のサイエ ンス ・フィク

シ ョンに関係す る内容 が含まれていた。2004年6月 に廃刊 とな り、2004A7月 に改版 され

て 『科幻世界 ・画報』 とな り、lip年10月 に休刊 となった。その後、『科幻世界』の 「驚

奇梢案」コラムに変化を とげた。

大角が連載 した 「九州星野」は長 くはなかったが、これは 「九州」がネ ッ トワークか ら

伝統的な紙媒体への歩みの第一歩だった。 「九州星野」をきっか けに、 「九州」 とい う全 く

新 しい意味を付与 された名詞 はより多 く読者 に理解 され愛好 され るようになった。掲載 さ

れた文章は主に 「九州」を説 明 していた。 「九州 とは、ネ ッ ト上のファンタジー文学愛好

者が共同で作ったファンタジーの世界であ り、東方の色彩を帯びた純粋に幻想 された大陸

である。」そ して、清韻 フォーラムの リンクも公 開された。また、 「九州」を打ち立てた初

志 と参加 した人員について紹介 した。初めて紙媒体 に 「創世総述」、 「地理総述J、 「種

族総述」 を公表 した。

同時に、九州架空世界フォーラムに、 「九州」の地理 を背景に展開 され た小説がたくさん

現れたのをきっかけに して、最 も早い時期か らの参与者 である今何在には一つの考 えが生

まれた。 「なぜ私達は雑誌社 と協力 しないのか」一つ は、ある雑誌 を陣地にすれば良い作

者を集めることがで きる、二つ 目は、雑誌 は原稿料を支払 うゆえに、良好の循環を形成す

ることができる。結局、単に熱情や興味によって、長期間継続す ることは極めて難 しい。

この考えはす ぐに実現 した。当時、国内で最 も有名 なサイエンス ・フィクシ ョンの雑誌

『科幻世界』の出品者は作家 の阿来であ り、阿来は これ らの若者の挙動を称賛 した。その

ため、 「九州」方面の協力要請 をす ぐに 『科幻世界』は承諾 した。2003年5月 号 と6月 号の

『科幻世界』誌 に、二期 にわたって 「九州」のコラムが掲載 され ると、編集長 の阿来の推

進の もと、2003年10月 に、 『科幻世界』 は画報の増刊形式によって 『科幻世界画報 ・奇幻

世界』 を出版 し、 「九州」 に関す る作品を集 中的に発表 した。

この科幻世界画刊増刊 『奇幻世界』 とい う名 の刊行物は、後に発行 された 『科幻世界 ・奇

幻版』 と 『飛 ・奇幻世界』 の創刊号 と見なされている。 『科幻世界』の影響力 と九州作家

のオールスターの顔ぶれか ら、この増刊号は市場で瞬 く間に強烈な反響 を引き起こ し、二
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万五千部が完売 した。 この増刊号はいまだに多 くの 「九州」読者 の間で秘蔵品 となってい

る。本号の意義は、r九 州」の紙媒体市場への全面的な進出を促 したこ とであ り、また後

には相次いで 『科幻世界』 の奇幻増刊(つ ま り 『科幻世界 ・奇幻版』)発 行の道 を切 り開

いたことである。

2004年2月 か ら12,月にかけて、 『科幻世界 ・奇幻版』は隔月増刊号 として六期が出版 され

た。その うち九州 の作品が誌面を締めた割合は半分程度に達 していた。 この隔月刊は後の

『飛 ・奇幻世界』誌の前身である。 『科幻世界 ・奇幻版』は主 に 「九州Jの 創作者たち と

協力 し、設定創作チー ムの成員が共同で創作す る九州の背景や小説が破竹の勢いで攻めま

く り、r九 州」に関す る作品が紙面の大部分を占めた。その中には、設定チームや主要作

者のイ ンタビュー、読者か らの質問な ど様 々な形式によって、 「九州」が どのよ うな もの

なのかを読者 に普及 した。 それ と同時に、雑誌 も他 のネ ッ トワー クからファンタジーの作

者 を発掘す ることに注力す るよ うにな り、彼 らの作品を掲載 した。例 えば燕皇生、騎桶人

や濾月な どがいる。

雑誌 は出版 された後、市場の認可 を得ただけではな く、読者 と作者か らも好評 を得た。

1!年10A、 発行量は10万 部を突破 した。 『奇幻世界』は創刊か ら一年あま りで、多くの

『科幻世界』の愛読者たちを引きつ け、この新 しい読者の群に取 りこんだ。また、 「九州」

の設定チームに導かれて、何人かの実力があった作者 も 『奇幻世界』の創作隊列 に加わっ

た。

2003年 か ら2004年 にかけて、ネ ッ ト文学の経済価値は絶 えず肯定 され、幻想ジャンルの

文学雑誌が相次いで登場 した。

2003年 初め、成都 で、ファンタジー雑誌 『夢想者』が創刊 され、3号 まで発行 して廃刊 と

なった。

同 じ時期に、広州で、ファンタジー雑誌 『伝奇文学選刊 ・奇幻世界』 が創刊 し、同年10

月に廃刊 となった。

その年 の夏に、武漢で、今古伝奇報刊集団新 聞雑誌 が雑誌 『奇幻』の創刊準備号の発行

に向けて活動を始めた。

10月 、成都 で、 『科幻世界』雑誌社 もファンタジ,___誌 『科幻世界 ・奇幻版』の運営を

開始 し、年末に創刊号を発行 した。

12月 、西安で、雑誌 『魔幻』 も創刊準備 号が発行 された。9

この うち、科幻世界雑誌社 と今古伝奇報刊集 団を除いて、その他の刊行物 はすべてその

年 に廃刊 となった。今古伝奇報刊集団傘下のファンタジー雑誌 が維持できた主要な原因は、

今古伝奇報刊集団の武侠雑誌 の読者 を相手 に、増刊号 として発行 したか らである。 それに

ついては、ここでは詳 しく述べない。

9張 遇i汐
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一方、 『科幻世界 ・奇幻版』の影響が広がった理 由として以下の四つがあげ られ る。

第一に、 『科幻世界』の影響力を借 りたこ と。科幻世界雑誌社 は中国で最 も影響力 を持

つサイエンス ・フィクシ ョン専門の出版機 関であ り、同社か ら発売 され た定期刊行物 と書

籍は膨大な数の忠実な読者 を有 し、中国の幻想 ジャンルの定期刊行物市場では、特に都市

部においては、安定 して95%以 上の占有率を維持 していた。

第二に、 『科幻世界 ・奇幻版』 自身の運営方法 も成功を予告 していた。他の雑誌社 がネ

ッ ト上で流行 る質の低い作品の原稿をそのまま採用 し掲載 したのに対 して、 『科幻世界 ・

奇幻版』はあ くまでもハイエ ン ド路線 を歩み、独 自の位置 と地位を定めていた。

第三に、 「九州」を核心内容 として、明 らかに独 自性 と読み応 えがあ り、多 くのコアな読

者 を引きつけた。

最後に、 『科幻世界 ・奇幻版』は 「九州」を売 りに しつつも、新 しいファンタジー作者 を

発掘 し育成することに注意 を払い、雑誌 の内容 を豊富に させ るともに、 「九州」小説の潜

在的作者を育成 した。

2004年 の一年間、『科幻世界 ・奇幻版』は 『科幻世界』誌の増刊号 として出版 され た。2005

年 、雑誌社 は正式 に月刊誌 『飛 ・奇幻世界』 を発行 した。それ以前の 『科幻世界画刊増刊

奇幻世界』 と 『科幻世界 ・奇幻版』に比べ、 『飛 ・奇幻世界』は 「九州」 を主要な項 目の

一つ としなが らも、 「九州」の支柱機能 を弱め、視野 をファンタジー文学全般 に広げた。

「九州」 コーナ0以 外に 「短編精品」、 「長編連載」 と 「特別推,.Jを 加 えた。 さらに、

西洋ファンタジ0を 紹介す るために、例 えば、ゲームrワ ール ド オブ ウォー クラフ ト」

に関す る文章などをい くらか掲載 した。 これはまだ未熟な中国のフ ァンタジー作者 に、模

倣の対象を提供 した とも言 えるだろ う。さらに、雑誌の編集者である張進歩が執筆 した 「話

神地図」 とい うコラムがあった。 「話神地図」は毎月テーマを選択 して、中国古代神話の

中から幻想文学に利用できる素材を集め、総括す るコラムである。掲載 した特集には狐仙、

剣仙な どがある。

2005年7月 、 「九州」は 『飛 ・奇幻世界』か ら独 立 した。 それまでの2005年1月 か ら2005

年5月 号にか けて、 『飛 ・奇幻世界』に掲載 されたr九 州」小説は二十一編あ り、九州のコ

ラムは三回掲載 された。 『科幻世界』の影響力 と安定 した読者群 に加 えてファンタジー の

新 しい作者 を育成 したおかげで、2005年7月 に 「九州」が 『飛 ・奇幻世界』か ら独立 して出

ていった際には、原稿不足の ような問題 は生 じなかった。む しろ 「五陵」、r雲 荒」、 「週

天」な どの多数の東洋ファンタジーの架空世界が続々 と生まれた。

『科幻世界』はず っと、思准に新機軸 を打ち出す ことを提唱 し、科学の魅力を展示す るこ

とを 目標 として、主に国内外 の一流 のSF小 説 と科学の動 向を掲載 してきた。 『ハ リー ・ポ

ッター』や 『指輪物語』のよ うな海外のファンタジー文学が輸入 され たことで、国内の文

学市場は強い衝撃 を受 けた。科幻世界雑誌社は 『飛 ・奇幻世界』 を創刊 して これを拠点 と
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し、国内のオ リジナルファンタジー文学の旗幟 を持 ち上げ始 めた。更に、2004年 に 『科幻

世界 ・訳文版』が増刊 として発行 し、国内の読者 に外国の幻想作品 を紹介 した。 『科幻世

界』 は再び中国のファンタジー文学の最前方陣地に立 った。

2雑 誌 『九州幻想』の創刊

2004年 、今何在 は九城会社開発部の副総裁の秦潔 と知 り合いにな り、会社創立の準備 を

行った。九城会社は韓国のゲーム 『奇跡MU』 を代理販売 し利潤を得ていた。折 しも12月15

日にナスダックに登録 したばか りだった。当時、九城会社 はゲームの開発 を考 えてお り、「九

州」に投資 したのは、後者が優秀なゲームの題材 を見つ け、ゲームのために出版 し、イメー

ジア ップを図 り、経営販売 し、普及 させて一定の知名度を得ることを望んでのことだった。

今何在は この情報 を当時アメ リカに留学中の江南に教 えた。それを聞いた江南は学業を放棄

し、年末に120万 元 を懐 に抱 えて上海 に帰国 した。

当時の 「九州」の参加メンバーの うち、今何在、江南、溢海天の三人が 「九州」に出資 し

て職業 にす ることを望んだ。 「九州」は最初、香港で一つの会社 として登録 された。今何在

は専門のマネージャー を雇って会社の財務を管理 して もらい、三人は 「九州」の内容に集 中

す ることを主張 した。しか し江南はプロのマネージャーを雇 えば経費がかかる うえ、自分で

も経営に興味を持っていたので、兼任することを提案 した。この提案 に今何在 と播海天 は賛

成 して、江南は会社 の株 の50%、 今何は30%、 播海天 は20%を 持つ ことになった。

「も う一年頑 張れば利益 をあげられ るが、私にとってその利益は、第一にそこまで大きい

ものと言 えない し、第二に、もしも私達がそんなに努力 した末に雑誌 を一つ発行するお金 を

儲 けるのな らば、それは私達が最初 にこれを創 造 した 目標 とは合わない。罫o江 南は 『九州

幻想』は一つ文化のブラン ドであるべ きで、 もっと多元的な発展があるはず と感 じていた。

「この雑誌を しっか りと行 った ら手放 してもいい、私はまた新 しいプ ロジェク トに取 り組み

たい と思 う。」

2005年4月 、 「九州」の ウェブサイ トのプ ログラムが更新 され、正式にr九 州幻想世界」

と命名 された。URLは9zgz.comだ った。

2005年5.月 か ら、江南、今何在、大角は、清華大学、北京大学、南開大学、中国人民大

学、華東政法大学、南京大学、武漢大学な どの全国十数箇所の都市の大学で、 「九州Jを 宣

伝するために講演 を行った。どの会場でも満員にな り、廊下に立つ人も多かった。このよ う

な絶大な支持 を受けることは彼 ら自身も予想 していなかった。 同年10月 、北京航空航天大

学で、第一期の 「九州賞」の原稿募集 のコンテス トの開幕式が開催 された。彼 ら三人は 「九

州」の創始者、 「九州」世界 の主要な作者 、 「九州」会社の運営者な どな どの多重の身分で、

イ ンターネ ッ トを下 りてきて、当時の 「九州」の主要参加者 と読者に接触 した。 これ以来、

瓢o「 一 次集 体 写 作 遊戯 和 一 個 商 業 奇 縁 」 財 経 時 報
、2006年ll月6日 、第GO3版
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「九州」の物語や設定、および 「九州」のオ0プ ン型 の創作計画は次第に更に多 くの若者の

理解 を得、受けいれ られ るとともに、ます ます多 くの人が引きつけ られて 「九州」の構築 に

参加するよ うになった。

会社の創設 、ネ ッ トを下 りての多数 の大学での講演、 「九州賞」の開催 と同時に、2005

年の夏、江南、今何在 、播海天は 『恐竜 ・九州幻想』 塗創刊 し、 『飛 ・奇幻世界』か ら本

格的に独 立 した。創刊準備 号を2号 発行 して後、9月 か ら正式に月刊 として、毎月の一 日に

発売す ることになった。2005年 には、7月 と8月 に発行 された創刊準備号を含 めると共計6冊

が発行 された。それ に2006年 の12冊 、2007年1月 か ら6月 までの6冊 を加 えた24冊 は 『恐竜 ・

九州幻想』 を誌名 とす る 「九州」専門雑誌である。

2005年7.月 、第1期 の 『恐竜 ・九州幻想』は3万 部発行 され、市場の反響はきわめて良かっ

た。第2期 も三万部発行 され、第3期 は5万 部、最高発行部数は7万2千 部 に達 し、創刊か ら二

年 になる 『飛 ・奇幻世界』 と肩 を並べ る名声を博 した と言われてい る。

2005年 の 「九州」は、元々インターネ ッ トの無数の発言者 によって作 られた架空世界で

あ り、集団の接竜 による創作方法で完成 し、その後雑誌 と単行本が発行 され、ゲームの開

発が行われた。正に一つの巨大な産業チェーンを形成す る途 中にあった。2006年 、 「九州」

は十何万のも読者 を持つテーマ雑誌 とな り、中国の市場で最 も売れ ゆきの良い幻想図書 シ

リーズになった。

今 日の筆者 から見 ると、 「九州」の集団創作行為は、テキス ト革命 をもた らした と思 う。

九州会社 の創立者 にとっては、ネ ッ ト文学の生態の中で、 「九州」はファンタジーの文化

を再構築す るきっかけを提供 し、奇異なビジネスチャンスを提供 したとも言えるだろ う。

「九州」がその他の小説 と異なるところは、それが 日益 しに整備 されてゆく世界システ

ムを基盤 としてい る点である。全 ての作者 は誰 もが同一の世界背景の下で創作 し、彼 らが

創作す る物語はまたいずれ もこの世界を豊かにしてゆ く。 したがって九州 は本質的には共

有 され る一つの世界設定であ り、巨人の骨格 のような ものである。そ して他の小説はそれ

のために血肉を加 えることができる。一人一人の作者 の小説 中の人物 とプロ ッ トは相互に

呼応す ることさえできる。一人で大千世界 と世事の百態 を描写 した巨作 を作 り出すのは難

しいが、世界設定 を通 じれ ば、多数 の作者の力 を凝集することができる。

江南は以下のよ うに述べている。 「これは九州 とその他の小説 との最大の違いである。

九州は単に小説であるだけではなく、一つの仮想世界の想像 と創造 を通 して、作者間の討

論を通 して、作者 と読者の討論 が、物語についての討論が、世界設計その ものついての討

論が独特の文化を形成す るこ とができるのだ。」今何在 も、大角 も、 「九州」の意議の所

在を十分 にわかってお り、ほぼ同様の 口調で記者に答 えた。 「一冊の小説がず っと関心を

集め続け、討論 され続 けるのは非常に難 しいが、一つの世界な ら大いに可能性がある。一

つの仮想世界の設定に基づいて形成 され る文化 は、大量の投入 と長時間の蓄積 を必要 とし、
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時には何世代 にもわたる。 もしか した ら将来人hが 僕 らを忘れて しまって も、九州幻想世

界は依然 として存在 し続けるかも しれない。」ll

以上か ら、 『九州幻想』創 立の初期 に協力 した三人は、一つにはr九 州」の隠れ された

経済価値 に気づいたのであ り、二つには 「九州」の文化的 ブラン ドとしての価値 にも気づ

いたのだろ う。 しか し、なぜ ここまで話題 になった 「九州」が崩壊 したかについては、第

三節 に論 じる。

u「一次集体 写作遊戯和 一個 商業奇縁 」財経時報、2006年11月6日 、第GO3版
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第二章 「九州」プロジェク ト

第一節r九 州」雑誌の運営 と潜在的危機

1「 九州」雑誌

2005年 は業界か らrフ ァンタジー出版元年」 と誉 めたたえられた。

なぜか とい うと、まず香港 と台湾の出版社に頼 ることで、ネ ッ ト小説の出版が簡単 にな

ったため、ネ ッ ト作家の創作 に対す る安心感 が確保 された。『小兵伝奇』 をは じめ、『異人

傲世録』、『標紗録』、また 『謙仙』はすべて連載中であったが、台湾で次々 と出版 され、そ

の後中国大陸で簡体字版が出版 された。 そ して、外国ファンタジーの翻訳の好調な売れ行

きは出版社の注 目を引 くことにな り、出版社は コス トの安い国内のネ ッ トオ リジナル ファ

ンタジー小説に 目をっけた。

また、2005年 は、幻想 ジャンルの雑誌 の出版 においてもい くつかの発展がみ られた。ま

ず、『科幻世界 ・奇幻版』は隔月刊か ら月刊 に変わ り、『飛 ・奇幻世界』 と改名 した。一方、

『科幻世界』編集部から2005年1月 に、 ファンタジー を中心にす る 『科幻世界 ・訳文版』

が発行 され、海外のクラシ ックファンタジーが大量 に導入 された。『科幻世界 ・訳文版』は

1995年 に創刊 され、ほぼ外 国のサイエ ンス ・フィクシ ョン小説 の翻訳を中心にお こなって

いた。

さらに、2005年7月 、『九州幻想』が独立創刊 され ると、2005年9月 には九州創作チー

ムが 『飛 ・奇幻世界』か ら離れ、単独で雑誌 『恐竜 ・九州幻想』 を創刊 した。『飛 ・奇幻世

界』 は巨大 な関門に直面 したが、以前 か ら九州以外 のファンタジー小説家 も掘 り起 こ して

育成 していたため、す ぐに困窮 の局面か ら抜 け出 した。また、燕塁生 による百万字の長編

ファンタジー小説 『天行健』が雑誌 に推薦 され、九州 と同様に市場で反響を引き起 こした。

『飛 ・奇幻世界』の発行量がずっ と安定 を保 ちなが らやや上がったのに対 して、今古伝奇

報刊集団は 『湖北画報 奇幻版』 を旬刊 として発行す るつ も りであったが、結局は無駄だっ

た。

『飛 ・奇幻世界』か ら離れた 『恐竜 ・九州幻想』は専門雑誌 として発行 され ると、ネ ッ

トワーク上の報道 を利用 しなが ら、大学内で講演 を行 うな ど、宣伝 を拡大 した。内容か ら

見ると、『飛 ・奇幻世界』 との共生期 とは次のよ うな相違点があった。

第一に、『恐竜 ・九州幻想』には 「九州Jの メイン小説、「九州」の中編 と短編小説 を除

くと、その他の幻想小説 はほとん ど大きな紙面 を割いて掲載 されていない。

第二に、 「九州」を創作す る作者の人数が増加 し、主 に 「九州」 とい うテーマをめぐり、

大筋の小説や大筋の歴史 と衝突 しない小説作品の創作が行われた。

第三に、創作者 たちが同 じテーマ をめぐり、討論す るコーナ0が 開かれた。

第 四に、主要な参加者、読者の問で交流できるよ うに、問答のコーナーが開かれ た。

第五に、設定に関す る紙面が増加 され、 「竜淵大典」や 「九闘星野」のよ うなコ0ナ ーが
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開かれ、細部の設定が豊富になった。

最後に、外 国の ファンタジーゲー ム、イ ラス ト、作品についての紹介文 も多数掲載 され

た。筆者 は、 これ らの鑑賞作 品はまだ未成熟であった 「九州」創作メンバ0に ひな型 を提

供 し、思考の筋道 を切 り開かせた と考える。

このよ うなコーナーの割 り当て状況か ら、『恐竜 ・九州幻想』が 『飛 ・奇幻世界』 と本質

的な区別 のない ことを見抜 くことができる。 よ り多い参加者 と作者が集 められたが、大部 ・

の作品を生み出せず、その うえ、他 のファンタジー小説 の掲載 を減 らしたために、「九州」

め創世プ ロジェク トと文化ブラン ドの建設 はさらに少数派 にな り、市場 における周縁化が

始まった と言 えるだろ う。

この状況に対応 して、 「大九州」の概念が提出 され た。 「大九州Jと い うのは 「九州」 と

い うジャンルの境界線 を曖昧にす る概念である。rあ る狡猜なやつがす ば らしい分類 の方

法を提出 した。 それは、も し原稿がサイエンス ・フィクシ ョンの雑誌に買い とられた ら、

それ はSF小 説である。 もし原稿がファンタジー雑誌に買い とられた ら、それはファンタジ

ー小説である。私達は今 「九州」が一っ の幻想小説 であると言お う なぜな ら 『九州幻

想』は自分 を 「大幻想」 としての範疇 を吹聴 しているか らだ」12。

この理念が 「九州」に新 しい生命力をもた らした。一連 の構想 、数人が共通のテーマで

創作す るモデルが再び 「九州」を豊かに したのであった。

「九州」がもつ架空世界 としての設定はずっ と統一 されていない。また、単独 の創 作に

比べ、共同創作 とい うモデルでは討議す る時間がかか り、創作の過程で も筋 に関 して他 の

創作者 との衝突がおこ りやす く、長い間に優れ た小説 がなかなか作 り上げ られなかった。

この ような状況 において、このr九 州」を豊かにす る一連の構想は確かに 「九州」 に創作

できる素材 を提供 し、 さらに、 これ ら周辺の作 品は 「九州」のもつ主な架空世界 とその偽

史の設定 に影響 を与えることなく、周辺 の作者 たちの参与への熱情 も高め、雑誌の可読 性

も高めた。 これ は、も ともと、 「九州」世界の発展 を促進す る良策であったが、逆 に 「九

州」を分裂 させ る暗流を促 したのであった。

2分 裂の前夜

2006年6月 、新雑誌の発行を準備す るため、江南は北京 をお とずれた。彼 は共同で出版

業 をお こし、読者層 を広げたい とい う気持 ちを今何在に伝 え、同意 を得た。江南は北京で

準備を進め、2006年 後半、新 しい雑誌 『幻想1+1』 が創刊 された。一方、今何在 は業務提

携 の見通 しが明るくないだろ うと感 じ、江南に対 して会社 の支出情況 を整理 し、公 開す る

ことを望んだが、ずっ と返答を得 られなかった。

2006年6.月 に九城の業務 が代理商に変わったため、 「九州」に投資す るかど うか躊躇い、

izr大 角訪 談」大角 『恐竜九州幻想』2005月8月 号
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江南はこの情況に気づいて北京をお とずれた。その後 、九城 が明確 に九州 に投資す ること

ができな くな り、 もともと投資 した20万 元が債務 になった。つま り、九州会社 は事実上共

同運営者 自身の出資 となった。抵 当にできる資産がないため、今何在 と播海天が債務の保

証人になった。二人はずっ と江南 に、後者 も保証書に署名 するよ う望んだ。 また、会社 の

帳簿 を調べたい と求めた。江南によれば、当初雑誌の印刷費に 自らのお金 を立て替た とい

うが、今何在 らは信 じていない。今何在 らに厳 しく催促 されたため、江南は粗末な帳簿を

渡 したが、帳簿 には領収書 も支出 もなく、まった く支出について調べて確 かめることがで

きなかった。

2006年11月 、今何在 はとある 「「九州」の設定本の宣伝 ウェブサイ ト」(九 州設定書宣伝

網立占)を 発見 した。その後、 この ウェブサイ トにはフォー ラム、シ ョッピングセ ンターが

作 り上が り、ま るで1っ の九州公式サイ トとなった。 ウェブサイ トの登録者 は九州チーム

に属 さず、江南個人に属 しているに もかかわ らず、読者明 らか にはウェブサイ トが九州チ

0ム に属 していないことを知 らなかった。

それ以後 も、双方 とも自説 に固執 し、意見の齪齢 をきた し、溝は絶 えず深 まった。

支出状況を共同運営者に公開 しなかったことについて、江南 は次のように説明 している。

まず、資金が基本的 に経営ルー トの中で流通 してお り、帳簿が作 りに くい。その上、「九

州」はずっ と商業 リスクファン ドの投入 を得ていないため、チームの運行 を支える資金 に

ついて、一部 は江南個人が立て替 えた もので、一部は某ゲーム会社 か ら注ぎ込まれた もの

であ り、その中にはゲーム会社が投入 した 『九州幻想』第一号の印刷費 と会社設 立当初に

購入 した事務用品の費用が あり、その額はお よそ20万 元であ り、江南個人の立て替 え分は、

累計で約34万 元であるとい う。江南 は、当時チームの中に財務に明 るい人がお らず、雇 う

こともできず、だいだい 自分が どれ ぐらいの資金 を投 じたかを推定す ることしかできなか

った と説明 してい る。

また、江南は同時に 「権利 と義務 は互いに補完 し合 うべ きである。私の共同運営者たち

は創作を除 き、融資に関す る事務 な ど彼 らが関心を持つべ きことについて会社 に来て相談

せず、ただ帳簿 の請求 ばか りす る」 と発言 している。 さらに、 「九州幻想」 とい う商標の

登録期 日は2006年8月 であ り、登録者は協力者の一人の溜海天である。 この商標は会社に

属す るものではな く、ず っと溜海天個人の所有 となっているとい う。 このよ う混乱の原因

について、江南は 「おそ らくすべての共同運営者 は協力関係 の中で 自分 の地位 を強化 しよ

うとしているだろ う。また、コミュニケーシ ョンと調和にも問題があった」と述べている。

江南は当時の協力モデルに大 きな問題が存在 していた と次のよ うに述べている。

まず、双方は協力する綱領 を確立す るべきで あった。次に,出 資の比率 を確定 し、最後

に、貢献の方法を確立す る必要が あった。以上のルールを私達はすべて もたなかった。法

律上あるいは実際上、私 は私達の協力 関係 が本 当に形 となった ところを見なかった。共 同
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運営者の一員 として、誰 も経済的 リスクを引き受 けなければな らないことを喜ぶわげがな

いだろ う。

九州会社以外、また別に2社 を運営 していることについて、彼は確かに別 の2社 を運営

してい るが、私 はこれ まで九州会社 か ら給料 を受 け取ったことがないため、 自分がその他

の会社を運営す ることに 「九州」 と共存できない理 由を見て とることはできない」 と回答

している。

実際のところ、江南 が北京 をお とずれ、雑誌 が創立 されてか ら、両者 は競争 関係 にな り、

ただ、両者 は打ち明けていなかったにすぎないのだ。

第二節 「九州門」事件

1ネ ッ トワー ク上の混戦

2006年 の年末、 「九州 門」事件 の前夜、サーバーが更新 され たため、9zgzフ ォー ラムに

大量の新人 が登録 した。 フォーラムバー ジ ョンが更新 され るたびに、新 しいユーザーが登

録す るブームが起 こった。 しか し一方で、 これ らの新人は 「九州」 フォー ラムの参与方法

を理解 しない うえに、むやみにス レッ ドを立てた。 この よ うな行為 は古いユーザーか らの

恨み言を招いた。そのゆえ、今何在は 「対九州新人老人説幾句」とい うス レッ ドを立てた。

自分がイ ンターネ ッ トを利用 しは じめた時期 か ら、九州公式 フォー ラムを建設す るまでの

過程を回顧 し、 この過程で付き合 った新人の中の一部が 「九州」の主要な参加者 になった

ことを述べた。 「九州」に新鮮 な血液を入れ るため、みんな平和共存 しようと提唱 したの

だった。

しか し、このス レッ ドは一部の読者 を怒 らせた。ユーザーネーム 「黄河之水天上来」は

「砲打今何在的閃電戦」を投稿 した。これ は主に 『九州幻想』2007年1月 号 に掲載 された、

今何在が創作 した 「閃電戦」 を非難するものであった。 「閃電戦」は今何在が 「大九州」

を提唱するため、創作 した例 の文章である。

「黄河之水天上来」は 「九州」を4年 間サポー トした読者 としての身分で、 「九州」に

対 して天神 がお こなった行為 について、疑問を呈 し、また、 「九州」の未来 について も少

し悲観 し、 「この ような 「大九州」主義 は、実際 に 「九州」が好きな人たちは見ただ けで

しり込みするものだ」 と発言 した。 このス レッ ドは大きな共鳴 を呼んだが、多 くの読者 が

近 ごろの 『九州幻想』のジ ョークのよ うな風格 に対 して、あまね く不満 を抱いていたのだ。

これ らの反対の声は9ZgZフ ォー ラムだけではな く、すべての 「九州」 と関係があるウェブ

サイ トに類似 の発言が現れていた。

そ こで、今何在は 「砲 打今何在的閃電戦」にス レし、退出す ることができるとのことを

初 めて発言 した。そ して、次のい くつかのポイン トについて解釈 した。

第一に、閃電戦 と 「大九州」はすべて 「九州」ではない。 「大九州」 とい う作品は 『雲
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荒』、 『中国式青春』、 『上海墾塁』 と同 じように、ただ作者の作 品と見な してもよい。

単に 「九州」シ リーズを見たいな らば、直接単行本を買えば よい。今何在 自身、 「九州」

改革 を推進 してい るわけではなく、ただ 「九州」の外 に実験の場 を切 り開いたのであ り、

この 「大九州Jと い うイベン トに よって、よ り多 くの創作者 の参与を望んだのであ り、理

論家 の氾濫ではなく、 「九州」に貢献できる建設者の出現 を願 ってr大 九州」 を提唱 した

とい うのだ。

第二に、今何在 は、九州 ウェブサイ トの創始者 と設定の整理者兼発表者の身分 として、

もし 「九州」について、 自分 より発言権がある人がい るな ら、成果 を作 り出す こと、ある

いは一体 どんな 「九州」 を作 り上げたいか、また どんな方法で生命力をもって存在 し続 け

れるか、きちん とした案 を提出す るこ とを求めた。

第三に、 『牧雲録』 と 『羽伝説』が好 きではない と提起 した読者たちに対 して、今何在

は この二作 も 「九州」の世界か ら退出 させ るこ とができると指摘 した。彼 はインス ピレー

シ ョンと創造力が失った 「九州」はただ虚名 と抜け殻 にす ぎない と考 えいた。

最後に、今何在は 自分が今まで 「九州」で経済的な利潤 を獲得 したことがない と指摘 した。

この事件に対 して、江南はNOVOLANDウ ェブサイ トでス レッドを立て、 自分は9Zgzで の

自分IDの 暗証番号を知 らないこと、また同時にNOVOLANDで 自分はも う 「九州」の総合デ

ィレクターではな く、ずっ と前か ら 『九州幻想』の前書 きも執筆 していなかった と表明 し

た。

も し前の 「九州」に関わる紛争 がすべて 「七天神」の問での、また会社 の内部にお ける

対立だ とい えば、今回の紛争 はす でに読者 の前に暴露 された ものであった。 さらに、 「九

州 門」事件 の導火線 は2006年11月 にNOVOLANDウ ェブサイ トで公告 された 「創造古巻一

九州架空世界設定書定購i方案」である。公告 では、 『創造古巻』が全部で3000冊 の量を限

定 して発売す るコレクションであること、また、セ ッ トごとに256枚 のフルカ ラー画集一

冊、CD1枚 、カラーの九州地図1枚 、指輪1点 、限定版番号が書いてある証明書が入ってい

ること、以上のセ ッ ト内容がすでに確定 され、専用 の箱で包装 され ること、その他 に、予

約購入の方法、発送す る情報について詳 しく説明 され ていた。さらに、公告の最後には 「本

公告は設定書 の販売に関す る公式の公告であ り、 『九州幻想』2007年2月 号に掲載 された

広告 についての詳 しい説明である。設定書の購入に関するすべての情報 は本公告 に依拠す

る。 当公告 と矛盾す るニュースがあった ら、すべて無効な情報である。無効な情報に従 っ

て、発生 した購入行為について、本社 は責任を持ってない」 と説明があった。

その後、今何在 は、9zgzで 「関於創造古巻、九州主靖9zgz.com和 名為novoland網 姑的説

明」 とい うス レッ ドを発表 し、発売公告 と 『九州幻想』の2007年2月 号に掲載 された広告 の

信頼性 を承認 しなかった。今何在の発言 に対 して、瓢、つま り盛霊はNOVOLANDで 「こ公告]対

干9zgz網 姑相関言論的説明」を発表 し、九州(香 港)有 限会社の社長補佐の身分 において、
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今何在が社長 から許可を得ず、事実 と合わない消息を発表 したと指摘 し、 「九州」商品に

関す る情報はNOVOLANDで 発表 された ものに依拠す ると説 明 した。

これによ り、正式に戦争 の火ぶたが切って落 とされた。大角が 「瓢是誰?他 和九州有什

塵 関係」 とい うス レッ ドを立て、社長補佐がr九 州」に参与できるか どうかについて、疑

問を呈 した。今何在は、 「声明:現 在一切対設定集的征訂活動和最終版式我並未認可」を

発表 し、NOVOLANDで 公 開された情報を認めないことを表明 した。す ぐに大角は 「大角声明」

において、九州の創始者の一員 、会社の株主 と副社長、 さらに 『九州幻想』の編集責任者

として、瓢の言論が会社、または公式の立場 を代表できるもの とは承認 しないことを書き、

また、設定書のことについては、自分、今何在、江南 とで協議 し、解決する。3人 を除いて、

いかなる人物 による 「声明」や 「公告」にも取 り合 う必要はない と指摘 した。

戦火は急速 に広が り、斬鞍は 「天神」の立場で 「設定書与設定、九州幻想、九州公 司、

九州、XX与00」 を発表 し、九州創作チームがば らば らになったのは昨 日今 日の事ではない

と指摘 した。斬鞍 にとって、 『九州幻想』 は知 り合 いの天神 と編集者が参加 し、制作 した

雑誌 であ り、九州有限会社は 『九州幻想』 と 『幻想1+1』 の2冊 の雑誌 をもつ会社であ り、

また知 り合いの天神 と編集 が会社 に属 し、上海 と北京の2つ の編集部があ り、複雑 な人間

関係 をもつ ものであった。雑誌 『九州幻想』 と九州有限会社は決 してr九 州」 を代表でき

るものではない し、三人の株主は 「七天神」を代表できるものではなく、また 「七天神」

も 「九州」のすべてを掌握 しているわけではない。分 けられ るのは実現 された利益 だけで

あ り、 「九州」そのものではない。その潜在的な利益 を分割す ることも、名声 を うち立て

ることには及ばず、名声 を向上は、すべての参加者 に恩恵を与えることができるのだ。斬

鞍はそ う考 える。斬鞍はr九 州Jの 商業価値に期待せず、 もし九州会社、または雑誌が 自

身の操作によってではな く、ただ 「九州」の名 を売 ることで金を稼 ぐのであれ ば、個人的

に 「九州」を捨てると決 めた。

ここに至って、事態は深刻 にな り、 「九州」に関係す るフォーラムは全て大騒 ぎになっ

た。また、今何在は 「罵幾個人」を投稿 し、江南に矛先 を向けたが、その言葉は激烈であ

り、矛盾が激化 された。そ こに、よ うや く江南が現れ 、 「致読者和九州愛好者的一封短信」

を発表 し、雰囲気が緩和 された。皆も事態が一段落 し、解決できると考 えた。 ほ どな く、

novolandと9zgzに おいて同時に 「解決方案提案草略」が公開 され、皆が投票できる2種 類の

案 が発表 された。

案の一、 ウェブ2.0の 理念に基づいて、公衆 に設定を開放す る計画である。それには資

金救援計画 と利潤寄贈計画 も含 まれていた。 「九州」 と関係がある説 明は次の とお りであ

る。設定書を出版する とい う基本において、更 に開放的なモデルを選択肢 し、広大な愛好

者か ら、設定 についての意見、提案を収集 し、公開ルー トを通 じて既存の設定に対 して修

訂 と十全化を行 う。ひ とつの元設定に詳 しい編集グループをリーダーに し、よ りと多 くの
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人 に 「九州」を十全化す ることに参加できるチャンスを与える。それ と同時に、 リーダー

としての編集 グループによって選 ばれた設定は核心的設定にな り、 「九州」小説 の創作の

ため新 旧メンバーに開放 され る。

この案は初期 に江南が資金 を注ぎ込み、発展 の問題 を解決 した ことを強調す るとともに、

同時に、妨害がないよ うに、すべての運営権 と経営権 を獲得するものである。

案の二は、最初の基本設定を開放 し、無償 で利用 と改正の権力 を与 えるものである。 こ

の案では作者の 自由が強調 され、それぞれ 自分の作品の著作権を持つことが許 され る。誰

でも基本設定を改正 し、 自分に属す る子 システムを獲得することができる。子 システムに

付加 したものを共有 させ るか、自分の もの として占有 し創作 し続 けるかは、創作者本人次

第である。

しか し、この解決案はその他の 「天神」によしとされなかった。彼 らは、 この二つの案

は、今までr九 州」の設定に巨大な貢献を した人々を軽視するものであると感 じたのだ。

二つの案 を巡 り、矛盾 は再度激化 した。江南は古参 メンバーである 「七天神」か ら信用 を

ほとん ど失い、形勢は急転直下 した。

直後に、大角 と今何在は大体 と同 じよ うな 「九州設定LINUX方 案」を発表 した。 この案で

は、まず1つ の 「九州」の最 も核心的なバージ ョンを確認す る。次に、 「七天神」か ら最

も多いメンバーの公開の認 可を獲得 し、変更 しない 「九州世界設定正式版」 とする。 この

バージ ョンが発表 されてか らは、元設定に参加 したい どんな人或いはどんな会社でも、改

正 と添削、または再発表 の権利がない。 このバ0ジ ョンが変更できないバージ ョンとして

存在す るのである。そ して、創作す る作者 に無料で提供 され る。 しか し、このバーソ ヨン

に基づいて添削 した設定バージ ョンはすべて 「九州世界設定版」の名義を利用す ることが

できない。 または、 「九州」元設定チームのメンバーの名義 を名乗 ることも許 されない。

誰であろ うと、 どんな会社であろ うと 「九州世界設定正式版」の名義を用い、商業イベン

トを行 うことは許 されない。つま り、 このバー ジョンが公開 された 日か ら、公衆 に属す る

ものとなるのであ り、公衆 の財産 を個人のお金 に替 える権限をもつ人はいないのである。

また、今回のネ ッ ト上の論戦においては、その他 の問題 も引き合いに出 された。た とえ

ば、江南が帳簿を公開 しない こと、江南が 『九州幻想』か ら離れた5ヶ 月間に、販売量が三

分の一に下がったこと。また、 『創造古巻』の具体的な コス ト、北京チームに対 して滞 っ

ている給料、上海チームの収入のことなど。内容は とて も乱雑であ り、審査弁別す ること

ができず、双方 ともすべての問題 をはっき り説 明す ることができず、回避 され るため、信

用できない。

しか し、 「九州設定LINVX方 案」が発表 されてか ら、論戦に しばらく休止符が うたれた。

大角、今何在、江南 はフォーラムにおいて連名 で公告 を発表 した。 九州会社が大きな問題

に直面 していることを宣言 し、3人 はこの論争 を停止 させ ることを決定 し、問題 を解決する
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ため、一回面会 して協議を図る。そ して結論 を獲得す る前に、各 自の言論 を削除 し、マイ

ナスの影響を免れ るように し、皆 「九州Jに 対 して、不利な討論 を停止することを望む と

発表 した。

2紙 媒体 における公告

確 かに、ネ ッ トワーク上の 口論 は 「九州」 システムの内部 と九州会社 の内部 にお ける問

題 を明 らかには したが、 しか し、ネ ッ トワー ク上の 口論は玉石混交であ り、信用できない

だろ う。

2007年4月 、『恐竜 ・九州幻想』に 「[九州幻想]策 劃部声明」、「原 「九州設定組」成員今

何在 播海天 斬鞍 水泡関干 「創造古巻」的声明」、 「原九州設定組 四成員 関干制定並

公益化 「九州世界核心設定版本」的公告」そ して 「関干九州、関干分岐、関干未来」が掲

載 された。

「[九州幻想]策 劃部声明」は 「『創 造古巻』の具体的な編成、装丁、定価決定、予約購i

入、代金の受 け取 り、出荷 などに関す ることは北京幻想1加1チ ームによって操作 された も

のである」 と声明を出 しis、また、『九州幻想』2007年2月 号 と3月 号に掲載 された 『創造古

巻』予約購入広告 は北京幻想1加1チ ームが直接印刷 工場を通 じて、もともとの組版 を差 し

替えたこと、組版 の差 し替えについて 『九州幻想』編集部門に知 らせていない ことが明 ら

かに された。

「原 「九州設定組」成員今何在 播海天 斬鞍 水泡関干 「創 造古巻」的声明」は、『創

造古巻』に関す る事務について、 「『創造古巻』はもともと九州会社 が北京幻想1加1チ0ム

に制作を委託 した ものであるが、制作の過程で、九州会社 の管理層に関連の事務をめぐっ

て内部紛争が発生 した。北京幻想1加1チ0ム は本書の内容が大多数の創作チームの同意

を得ていない状況下、作者の本書の内容 に対す る異議 を無視 し、発行 と販売 を行 うことを

自ら決定 した」14。また、「北京方面のチームによる編集 と添削にお ける主観的偏 向および

独断的なや り方は、この本の内容を私達の心の中の 「九州」に対す る認知を代表できな く

させて しまった」15と表明 した。

さらに、 「私達が認める 「九州」世界の設定のバージ ョンは依然 として2003年 に元 「九州

設定紬 によって公開 され たものである(こ のバー ジ ョンは九州幻想世界公式 ウェブサイ

ト、つま りWWW.9zgz.comの 核心設定 コラムで調べ られ る)」16と言明 した。

以上の声明によって、南北の 「九州」の境界線がはっき り区分 されたのであった。それ

はまた、r九 州」の崩壊を宣言す るものであった。

B「[九州幻想]策 劃部声明」『恐竜 ・九州幻想』,2007年4月,P.2
14「原r九 州設定組」成員今何在 濡海 天 斬鞍 水泡 関干 「創造古巻 」的声明」『恐竜 ・九州幻想』,2007年4月,P.2

15「原 「九州設定組」成員今何在 潜海 天 斬鞍 水泡 関干「創 造古巻 」的声明∬恐竜 ・九州幻想』,2007年4月,P.2

韮6「原 「九州設定組」成員今何在 濡海 天 斬鞍 水 泡関子「創 造古巻 」的声明」『恐竜 ・九州幻想ふ2007年4月,P.2
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第三節 多数雑誌の創出

1『 九州志』の創 出

江南が2006年 に北京をお とずれ、まず創刊 したのが先述 した中学生向け轟雑誌 『幻想1

+1』 である。2007年 の第1号 の主な内容は 「九州」の 「七天七夜」 シリーズである・つ

づいて、雑誌 『幻想1+1』 は 『九州幻想』 よ り高い原稿料 を払い、 『九州幻想』 の原稿

を引き抜いた。3カ 月後、 『幻想1+1』 は 『幻想縦横』 と改名 し、2008年12月 に停刊 し

た。

当時、江南は潮典堂文化会社 を運営 してお り、その下にい くつかの雑誌があった。 この

会社はもともと 『幻想1+1』 を発行す るために構成 したチームであ り、または北京九州

天辰信息諮詞有限公司の前身でもある。この会社 によって、ム ック 『九州志』が構想 され、

2008年9月 に第1号 が発売 された。

形式の上では、 『九州志』は国際的に流行 していた読書モデル ム ックを採用 した。

これは欧米、香港、台湾のなどの国家や地域 で広範 に流行 していた新型の混合媒体であ り、

このよ うな媒体が興 った原因は近年の読者 の書籍に対す る娯楽性の要求が高まっているこ

とにある。

『九州志』は 「九州」をテーマに した、 「九州」小説、設定、お よび 「九州」に関す る

特集や写真画像 を含む純粋な 「九州」ファンタジー世界のムックである。

『九州志』 のプログに、次の ような宣伝文句が見 られる。

「純粋 な九州」を主 旨とする 「九州」テーマの新 しい特典 として、 『九州志』は完全

に九州の創建者達の初志に回帰 し、広大な 「九州世界」の愛好者達の期待 も実現 した。

『九州志』の中には、いかなる 「九州」と関係 がない文章も現れ ることはあ りえず、言

い換えれば、本書全体が九州の小説、特集 、モジュール によって構成 されてい る。 『九

州志』は十全に小説、設定、挿 し絵な どの各種の要素を統合 し、純粋に 「九州」 とい う

広大な東洋の架空世界 を描 き出 し、九州の愛好者達に とって見逃せ ないfS宴 であ り、素

晴 らしいコレクシ ョンである。17

それ以前の雑誌 『九州幻想』 と比較すれば、 『九州志』の内容量は膨大であ り、毎号平

均約40万 字であ り、少な くて も37、38万 字あ りながらも、値段は20元 まで押 さえられ、設

定に関す るページを増や し、作者によってい くつかの コーナーに分 けている。 更に、集 ま

った作者たちは江南、唐鉄、 薫如蘇、槍月な ど国内で有 名な幻想作者 であり、それぞれに

茎7「『九 州 志 』叢賜 ≦報 告 之

二〉(四参 只礁20圭3一 玉2-1())

L2007年9」=J3日,九 州 プ ロ グ,〈htt://bloc.sina.com.cn/$/b!oア_4bbaa6acO10009xc.h搬1
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コーナー を担 当させ、また、有名な画家張旺を主筆 にす え、すば らしい小説 と設定の文 と

イメージが並行す るモデル を採用 している。

同時に、当時まだ有名でなかった漫画家夏達 を起用 し、キャラクターデザインを担 当さ

せた。その後、夏達は一挙 に第5回OACC金 竜賞最優秀 ス トー リー漫画少女チー ムの金賞を受

賞 した。2009年2月 、夏達が執筆 した 『子不語』は 日本集英社の編集長茂木行雄 と有名 な漫

画編集者松井栄代元に推薦 され、青年 向けの漫画雑誌 『ULTRAJUMP』 に連載 されることに

な り、正式に 日本デ ビュ0を はた し、初めて 日本のマンガ雑誌 に掲載 され る国内オ リジナ

ル漫画になった。

架空設定に関す る面では、羅四維がチームに参加 した。羅四維の別名 は白北五であ り、

キャ リアの長いゲ0ム ク リエー ターである。代表作は 『命運交叉的!osttemp!e』 、 『大烹

妊』、 『XIII』、 『太極潜竜』な どである。テ0ブ ル ト0ク ・アール ピー ジー界で有名 な

筆筆 と経爾梛琳 は、九州 の!つ 目のモジュール を作 り上げた。二人は若手に教えることが得

意であったため、 『九州志』創作チームが彼 らにモ ジュール制作 を担 当させた ことは適切

な判断であった と思 う。また、次にあげる目次か らも 『九州志』の内容は一 目で分かると

思 う。

史無前例的電影脚本一 『獅牙之巻』

綿延三載的終極怨念一江南 『商博良』

追尋伝説中的第七種族一唐鉄 『龍痕』

初出茅鷹的九州模組一 『河絡図紙』is

目次 と内容 から、 『九州志』第一シー リズの 目標 が風炎時代 の世界観 のデザインを完成

させ 、作者に創作のプラ ッ トフォームを提供 し、読者 に読書の効能 をそなえた重量級の小

説 を提供 した。

『獅牙 之巻』 を例 とす ると、発売前の宣伝文案 には次のよ うに書いてある。

『獅牙之巻』 は薔薇党設定グループが皆に捧げた1冊 の全 く新 しい味のご馳走

である。それは従来の小説の中に歴史を差 し入れ るナラテ ィブの方法 とは異な り、

『獅牙之巻』は全 く新 しい方法を用いて歴史 を叙述す る試みであ り、 自らが先頭

に立った江南、薔薇党設定グループが全力で作 り出 した 「小設定、大専題Jで あ

る。

「小設定」とは 『獅牙之巻』が風炎皇帝が即位す る前 の歴史 を述べるだけで、

前後20数 年間にすぎず、物語 もほ とん どが天啓城内に限 られ るため、 「九州」が

1R江南(2007)『 九州志』新 世界出版社
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もつ数千年 の歴史 と115万 拓 土地 においては取 るに足 らない小 さな時間 ときわめ

て小 さい地点だからである。

「大専題」 とは 『獅牙之巻』は10万 に近い文字 と、映画のカ ッ ト割 り台本に

類似す る約60枚 の設計図を擁す るが、上述 の時間 と地点を基準 に して、1つ の巨

大な横 断面 を切 り取った もので、天啓城 内の高官や貴族 、市井 の庶 民の 日常生活

シー ンお よび風炎皇帝の 白清羽の一生を詳細にあらわ している。19

「小説の中に歴史 を差 し入れ るナラティブの方法」 とは異なる歴史 を叙述する方法 とい

う宣伝文句について、筆者 は、 このよ うな叙述 の方法 が歴史科学教育映画(ド キュメンタ

リー)に 類似す るもので、読者にある時期の 「九州」 の歴史 と世界設定の全貌を与 えるも

のである と考える。 それは年表に比べてよ り精緻であ り、小説の描写 と読者 に感 を移入 さ

せ る部分は薄 くなっている。

以上の内容か ら見ると、江南の今回の創刊 は 『九州幻想』の 「大九州」 とい う方針 と異

な り、 「純粋な九州」 を創立す ることを 目指 してい ることは明確 に分かる。一方で、業界

で有名 な作者が提供す る高い品質の小説 をセール スポイン トにし、他方で、設定 を完成 さ

せ る任務のため、江南が起用 した新人たちは確かにその任に堪えることができている。ま

た、 『九州志』はム ックとして、雑誌のよ うにコーナーをい くつも設 けることも、短編を

多数載せ るこ ともな く、 どの文章 もすべて十分な分量を持ち、読む価値 とコ レクション的

価値 を提供 している。

ム ックとい う媒体は書籍が もともと持 ってい る思想の深 さと品格の高 さを保持 しなが ら、

同時に娯楽性 を強調す る特徴があ り、 「九州」の架空世界がもつ叙事詩的感覚に適すると

考 えられ る。読者 もまた購 買欲の空前の高ま りを見せている。 しか し、ムックは定期刊行

物ではないため、出版 日が決 まっていない。編集部 は力を尽 くして、出版時期 を比較的固

定 させたが、依然 として販 売は不安定な状態であった。 この弊害に対応 して、 『九州志』

のプログにおいて販売ルー トと各地の販売場所 との連絡方法20が公開 された。また、 「東方

幻想 商城」21が開かれ、ネ ッ トワー ク上での販売ルー トが開かれた。

『九州志』 は全部で三っのシー リズが発売 された。2007年9月 か ら2008年U月 までの3

冊は第1期 『獅牙之巻』 とな り、2009年4月 から2010年1月 までに出版 された3三 冊は第2期

『葵花之巻』であ り、2010年3月 か ら11年11Aま でに第三期 『啓示之巻』 として5冊 が出

版 された。 あわせて、11冊 である。

19r『 獅 牙 之 巻 』 情 報2007年9月3貝
、 九 州 志 プ ロ グ,〈htt.p://blog.sina.com.cn/s/blog_4bbaa6acO!OOOgx1.htH}1

>(参 照2013-12-13)

zo「 『九 州 志 』 各 地 経 錆 聯 系 方 式
、2007年9月18日 、 九 州 プ ロ グ 〈

htt://blo.sina,com.cn/s/blo4bbaa6acO1000a5h。html>(参 照2013-12-13)

《九 州 志 》 各 地 鑑 ～肖朕 系 方 式htt://blo.sina.com.cn/s/blo4bbaa6acO1000a5h・ht.ml

Z'http://shop
.novo!and.com.cn
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最初の 『九州志』は確かに 「純粋 な九州」とい うスローガンを貫徹 してお り、r商 博良」、

「竜痕」、 「魔歌尼染」な どの作品は品質が とても良い と言われている。 しか し第二期か

ら 『九州幻想』 と同様な問題が現れた。それは原稿の不足である。 『九州志』はその他の

ファンタジー作家か らも原稿を集め始め、組版 も第一期 ほどすきがないほ どではな く、第

三期 に至ると、原稿が不足 し、中身がいいかげんに済ませ るだけでな く、更に、 「純粋な

九州」 とは逆行 して、増刊号 『N'PLUS』 が加 え られ た。

『九州志』(王 朝啓示録 ・復仇姫武神)の 前書きに、江南 は 「合計300ペ ージで、以前 よ

り 「九州」を背景 とす る小説は2万 宇が減 らした。もし 「九州」に関する内容 を加 えた ら、

以前 よ り1万 字が増えただろ う。約4万 字の非 「九州」の幻想小説 を増や したので、総計

で5万 字増えた」22と書いている。今回のコーナーの調整 は 「純粋な九州」を主張す る 『九

州志』は、 『九州幻想』 とま るで一っのわだちか ら出た ように した。 つま り、 「九州」 を

メインとしてファンタジー雑誌である。

2011年 、知音伝媒集 団、または知音動漫公司は北京で、創刊十年 目の 『九州志』 と雑誌

を発行する協定 を結んだことを宣言 した。初発売はro万 冊である。新 しく装いを変えた 『九

州志』はアニメ ・漫画の風格が加わった。それは、知音アニメ ・漫画のプラッ トフォー ム

上で活躍す るベス トセ ラー作家、イ ラス トレーター、漫画家のおかげである。 しか し、小

説の方面では多 くの作者 たちが加入 したが、大筋の小説を支えることができたのは江南1人

しかいなかった。

新版の 『九州志』は、旧版 に比べ よ り挿 し絵が増 え、文章の風格は 日本の漫画やアニメ

の匂いがするようにな り、全体的に、恋愛小説の読み物の ようになった。 また、新版には

以前の 「九州」歴史や設定に多 くの変更が加 えられ、更に、表紙の裏に載せ られていた 「九

州」に関する創立年表は2001年 か ら 「九州Jに 対す る構想 、雑誌の創刊、単行本の出版 リ

ス トとされた。 しか し、 リス トで 「七天神」が一切触れ られ ることはなく、 「九州」崩壊

事件 にも書かれていなかった。以上数多 くの原因によって、再び江南の人気が下がった。

2『 九州幻想』の維持

「九州 門」の分裂事件以後、 『九州幻想』は、 『九州志』の発売、出版社ベルテルスマ

ンの中国市場からの撤退、ネ ッ トゲー ムプロジェク トの中止 といった一連の異変に次々 と

遭遇 した。

国内のすべての架空世界の模範 となった後、 「九州」の初期 の成功はまるで自分が吐い

た糸に縛 られたカイコのよ うに、 『九州幻想』を束縛 した。大角は、 「ある角度か ら言 え

ば、そのまま進 めば依然 として何割かの市場 を占有す ることが可能だが、もし予想外の動

22江南(2010)『 九州 志 ・王朝啓 示録 ・復 仇姫武 神』 北方婦女児童出版祉
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きを した ら、新 しく生まれかわるか死亡す るかの どちらかだ。 『九州幻想』は後者 を選択

するのだ」23と述べてい る。

2007年4月 、 『九州幻想』に 「九州幻想策劃部声明」、 「原 「九州設定組」成員今何在播

海天斬鞍水泡関干 『創造古巻』的声明」が公開 されたほか、さらに 「関於制定並公益化 「九

州世界核心設定版本」的公告」 と 「関於九州、関於分岐、関於未来」が発表 された。

この二つの公告 は 「九州」の未来について計画 を打ち出 し、公益化を提出 した。今何在、

播海天、斬鞍、水泡善 の四人が連名 で発表 した 「原 「九州設定組J成 員今何在播海天斬鞍

水泡関於 『創造古巻』的声明」に次のよ うに述べ られている。

私達は、以前r七 天神」が設定 したバー ジョンの基礎の上に、それぞれ一部分

一部分 ごとに原作者の同意 を求め、!つ の 「九州世界核心設定版本」を共同で整

理補完 し、無料で公衆 に開放 した。

誰で も無償で 「九州世界核心設定版本Jを 使 うことがで き、すべてのこの設定

に基づいて創作 された製品お よび製品に関す る設定、すべての 「九州世界核心設

定版本」を背景 として新たに創作 されたキャラクター、ス トー リーの背景、図案

デザイ ンなどの所有権は原作者に属 し、原作者 は単独で発行、著作権の譲渡、 さ

らに会社 をお こしてそれ を商業化 させ る権利が持 ち、原r九 州設定紬 の審査 を

経 る必要はない。

すべての 「九州核心設定」に基づき創作あるいは製 品の運営をおこな う者は、

みな 「九州核心設定」 とい うプラッ トフォームに子システムを創立す ることが可

能である。例 えば、 「九州一繰沙録」システム、 「九州一羽伝説」システムな ど

である。 どのシステムも独立 した創作チーム と製品の体系を持つことができ、た

だ共通の源 と核心 をもつだけである。 しか し、これ らの作品 と行為は原 「九州設

定組」、原 「九州創作組」の名義 とグループ内のメンバーの名義を使 うことは許

されない。各子システムを創作す る人は無料で開放す ると声明 しない限 り、単独

で創造 したシステムの著作権の所有者である。

設定が公開 され た後、 「九州のメイ ン」、 「九州の正式」、 「九州か らの授権」

「九州の公式」の類の言い方 は存在 しなくな り、 「公式システ ム」 も存在 しなく

な り、ただ同一の核心に基づいた異なる子 システムチームがあるだけである。 も

う神 はお らず、創造者 しかいないのだ。24

23:x`海天(2009)『 九州幻想 ・四年』薪世界出版社

24r原 「九州設定紬 成員今何在溜海天斬鞍水泡関子 『創造古巻』的声 明」 『恐 竜 ・九州 幻想 』,2007年4月,P.2
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「九州」はますます多 くなる規則 とエ リー ト的な独 占のため、生命力を失った。その原

因には 自身の固有の創作の特徴があ り、また商業化の過程の中で求め られた著作権 の制御

もあった。 「共同創作」システムのため、 「七天神」は数年の時問を使って、論争 しなけ

ればならなかった。彼 らは投票によって設定案 を決定す る制度 を定めたが、 これ ももし誰

かが設定案を拒否 し、小説を書かなければ、た とえ採用 されてもただ空文にす ぎな くなる。

これはr九 州」の2度 目のデ ッ ドロックであった。

このデ ッ ドaッ クを解決するため、 「七天神」の中の3人 、つま り江南、今何在、播海天

は九州会社 を創立 し、商業化 させ よ うとした。 しか し、著作権 は最初か ら明確ではな く、

作者達が持 っているのはただ 自分 の作品であった。 商業化 され た 「九州」 も新 しい設定の

制度を形づくることがな く、また紛争 が誘発 された。 さらに重要なのは、未来の発展の 目

標 についても相違が生まれた ことである。彼 ら各 自の中 「九州」世界は明 らかに異 なって

お り、 自分が考える 「九州」が本当の 「九州Jで あった。続 く周知の 「九州門」は理念 の

上の相違が運営上の差異を招き、誰か正 しいか どうかはさて置き、 「九州」は分裂に至っ

た。

一方
、2002年 か ら2007年 までの5年 問に、 「九州」の発展はその初志か らそれていった。

商業化す る過程で、様 々な能動的、受動的な要因によって、 「九州」は一つの開放的な世

界体系か ら閉鎖的な構想になって しまった。 この構想はいずれかの会社が構想チームを成

立させた ら、数か月問の うちに作 り出せ る架空世界である。商業化のプロジェク トになっ

て しまったことで、九州の もともとのチームはバ ラバ ラに崩れ、協力す る情熱 と共通の理

念 を失 った。

この危機 に対応 して、 『九州幻想』は 「関於公益化 「九州世界核心設定版本」的公告」を

発表 した。無料 の 「九州核心設定」が公開 された後、原r九 州設定組J、 「九州創作組」

が活動を停止する と、相応する世界 は核心的規定を認 めた ことによ り意義をもった。 協力

する作者は 自然にルールを守って創作 し、彼 らの作品 も自動的に世界の本質的特徴 を体現

するよ うにな り、ある個人やあるチームが強行的に定める必要はなくなった。 この基礎 の

上で無数 の子世界 が派生 し、それぞれの子世界、つま り子システムに創作、運営チー ムが

あるはず であるが、 しか し、最終的には受 け手は彼 らの認可す る世界を選択す るのだ。

この公益化の 目的 とは、子システムの増加 と子 システム間に生まれた相互運用性が 「九州」

を強大化 させ ることにある。オーサ リングシステムに参与 したい人、または規則 が守れ る

人が集まるため共通の理念を持つ人たちは本当の創作の熱情が保証す ることができる。 「公

式」や 「正統jの 称号を奪い合 うことも 「九州」創世時の初志ではない。 コン トロール者

に比べれば、 「九州」に とってより重要なのは、創造者 と選択者なのである。子システム

問において、互いに競争 があるか もしれ ないが、このよ うな優勝劣敗の機制は、 「九州」

を長 く続 けさせ る可能性を保持できるのである。
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「七天神」の神格化を取 り除 く一方、『九州幻想』は以前の 「大九州J概 念 を系統化 した。

「大九州」とい う概念は九州に平行する世界に類似 し、今何在 は 「大九州」について 「「九

州」以外の世界は、中国の外にさらに多くの大陸 と大海があるのと同 じようなもの」であ

り、 「「大九州」の意味は 「天神 」か ら創作で きる地域や歴史の時間が配 られ ることを待

つ必要はな く、 自分で 「天神」になる」25ことにあると解釈 している。

播海天の観念は、 「九州」幻想は 「九州」だけではな く、 さらに多 くの他の幻想 のア レ

イ(array)に もなれ るものであ り、 「ある日、この言葉は私達が 「九州」を書 くことを示

すばか りではなく、さらに このよ うな誰でも参加 できる創作方式も代表できるようになる、

これが私の望みだ」26と述べている。次々に蒸気演義 、母系卑氏族、見 えない都市、都市の

危機 な ど一連の構想が登場 した。播海天は、それぞれ の構想は1つ のシ リーズであ り、 ど

のシ リーズも皆一つの 「九州創作方式」であると提起 し、また、 「私が 「みんな15分 の九

州 を書こ う」 と言 うとき、それは決 して小説 あるいはス トー リだけを指すのではない。創

作に興味があ り、ス トー リーが把握 できる人は小説 を書 けばいい。架空世界 を想像す る事

が好 きで、架空世界が構想 できる人は設定 を書 けばいい。二者が結び付 き、世界は 自然 と

ゆっ くり形づ くられ るのである」27と述べている。

「九州 自由行」 とい うコーナー をは じめ、様 々なイベン トが積極的に開かれた。作者は

連合 し、 「九州」の大筋 としての 『九州 ・標紗録』 と 『九州 ・羽伝説』などの胤朝歴史を

避 け、その他の時代 の建設が始まった。また、その他 のファンタジー世界の建設 も応援 さ

れるようにな り、宣伝原稿な どが どん どん載せ られた。例えば、 「周天」、 「雲荒」な ど

があげられる。

それによ り、 『九州幻想』は包括的な道 を歩みは じめ、現在や現実 との繋が りを重視す

るテンポの速い幻想小説が幻想文化の新 しい流行 となった。28しか し、内容 と形式上の変革

は 「九州」 システム内部 において活発であるばか りで、雑誌の売 り上げはあま り上昇 しモ

なかった。

『九州幻想』は2005年 の夏に創刊 され、2006年 の夏に販売量のピー クに達 した。一年間

で販売量は数倍 に増加 し、雑誌業界では幻想 ジャンル の雑誌の奇跡 とも言 える。 この奇跡

は当時 『九州幻想』の制作 に参与す る作者 と読者 の貢献 と切 り離 して考 えることはできな

い。

しか し、2007年 の夏か ら、まず雑誌 コー ドが取得で きず、次 に、販売量が大幅 に下が り

は じめ、最 も分か りやすい現象が元々雑誌 を購入できた読者たちか ら雑誌が どこでも買え

ない といった ような苦情が殺到 した ことである。 しか し、販売量が大幅に下がった根本的

25『 九州 幻想 』2007年2月 ,P.70
26播海 天 「草根 狂 歓 一 毎個 人 写 十 五 分鐘 九 州 」 『九 州 幻 想 』2007年5月 号,P.9

27「 九州 漫遊 指 南 」 『九 州 幻想 』2008年1月 号,P.11◎

28播海 天(2009)『 九 州 幻想 ・四 年』 新 魔界 墨 版 社
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な原因は販売のサイ クルにある。2008年11Aに 出版 された 『九州幻想』において 「近頃、

『九州幻想』の発売時期が不規則 な問題にっいて、主に印刷 と発売ルー トが順調でない こ

とが原因である」29と説明された。その後オ フ ・シーズンに入 り、販売量が下が るのもきま

った事であった。

『幻想1刊 』、 『九州志』および 『幻想縦横』の発売 によって、九州会社はや っと取次で

ある記憶坊文化 との連絡 を密接にす ることができたが、記憶坊文化 は 『九州幻想』 の発売

も担当 した。 しか し、2007年 の夏以降、今何在 が一方的に協力を中止 したため、無数の悪

い結果を生み出す ことになった。

いきな りルー トを替えると、そのルー トに とって、 『九州幻想』は全 く新 しい商品である

ため、取引先の基盤ほ とん どないか、極 めて少ないもの と言 える。改めてい ちか らルー ト

の体系をつ くり上げていかなければな らない。販売ルー トもキャッシュフローの通路であ

り、販売量が30万 か、40万 かの ような実力 をもつ商品に限 り、発売ルー トが変わっても維

持することができるのだ。販売ルー トの変化のために、 『九州幻想』の発売量は大幅に下

がった。また、取次にとっては、 もともとの販売ル0ト に突然商品の欠落が現れたことに

な り、信用の損失を招いた。その上書籍 と刊行物の発行にはすべて帳簿期があ り、雑誌は3

ヶ.月間か ら半年 までの間で清算 し、書籍は一年問か二年間経 ってか ら清算する。後続の商

品が更に資金の滞納や決算 され ないよ うになると、取次は経済的に数十万の損失 をこうむ

ることになる。

新 しく契約 した取次の万熔は、契約する際、九州会社 にも何度も元の取次が今 まで築い

た基盤を捨てるのは非常に残念なことであると言った。 当時の状況では、確かに元の取次

のほ うが 『九州幻想』の発売ルー トを広げたのであった。

読者 にとっては、それ まで 『九州幻想』 が買えた書店か ら突如雑誌が見 当た らな くなっ

て しまったことになる。書店 が取次に問合 わせても、商品の後続情報 を知 らないため、読

者か らの問い合わせ に対 して も回答できなかった。 このことは読者の購入欲にも打撃 を与

え、 『九州幻想』の販売量は引き続 き下落 した。

3再 協力 と 「第二次九州門」

ほ どな く、分裂 した 「天神」たちが再度協力できるチャンスを迎 えた。

ネ ッ トゲーム 『諒仙』を開発 した完美時空会社1ま、2008年 に江南 と今何在 のグループを

買い とり、縦横 中文 ウェブサイ トに投資 し、江南 と今何在 は完美時空会社に属する縦横 中

文 ウェブサイ トに勤 めることになった。二人 とも副社長 として、別 々の部門を担当するこ

とになった。まだ投資が決定 されていない うちか ら、江南 と今何在 は 「九州」について、

希望 を見い出 したのだった。

29「 九周 刊 」 『九州 幻 想 』2008年!l月 号 ,P.250
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今何在 は、 「も しも完美時空 に九州プロジェク トをや るプランがあるな ら、単独 でど

ちら側 と交渉 しても協力することはできない。 両社 の著作権をすべて買い とって、は じめ

て 「九州」 をプロジェク トにす ることが可能になるのだ」 と述べ、2008年11月 に、文章に

よって 「九州」が資金を得て支えて発展 し続けるため、または 「九州」開発 の方向性 を監

督できるために、江南 と再度協力 した と説 明 している。 しか し、赴任後 、今何在がお互い

に信頼感が存在ぜず、協力が不可能であると気づき、また、今何在 が 『九州幻想』 と 『九

州志』を一本に合併す ることを提案 したが、江南に拒絶 された。

委員会 を創立す る提案、つま り投票で 「九州」の基本設定 を決定 させ る点においても、

双方の意見は一致 しなかった。今何在の考 えは、 「「九州」 をや るな ら、基本設定が必要

であ り、基本設定を一致 させなければ、皆書きたい放題 に創作 し、委員会が制御できない。

その内実は、同一の名前で別々のものである」 とい うもので、また、今何在は再協力が表

面的なものであ り、実際には内部で闘争が続いてお り、 どちらも自分のものを相手のもの

に取ってかえたいのであ り、このよ うな協力は偽 りの協力 にす ぎない と言っている。

今何在 は九州の未来を とても憂い、完美時空が投資 しないのは双方がまたお互いに攻撃

し合ってお り、協力関係が作 られ ていないためであると感 じた。また、江南 と今何在は九

州チームに数千万字 の作品を創作 したが、原稿料を除いた ら、利潤は雀の涙 ほどであった。

再度 の協力は 「原九州設定組」を元に戻せず、新 しい運営モデルを打ち出せ ないまま、

対立は依然 として存在 したため、ほ どな く紛争が再び発生 した。

最初、名義上のオフィシャルサイ トであった9ZgZ上 で、 『創 造古巻』に言及 して、喝采

する人がお り、それを今何在が見みると、自分がず っと認めていない商品が好評 を受 けた

ことに対 して、怒 りをおぼえ不満 と欝憤 を発散 したのであった。

2009年1月8日 、江南チームによる言葉の挑発 を受け、今何在は豆辮 ウェブサイ トで 『大

過年打核 、閑着也是閑着』を発表 し、昔のことを蒸 し返 し、江南に従って働 く従業員に対

して批判 闘争を展開 した。また、江南が急 いで金 を儲 けることと功利 を求 めることを目的

に し、 『創造古巻』 を制作 していると指摘 した。渡鴉 は今何在 の批判に対 して、印刷量が7

千冊であ り、 コス トがまだ普通でないため、4000元 だけの利潤 しか得ていないことを明 ら

かに した。

戦火は再度燃 え上が り、全部の九州の愛好者 がいるプラ ッ トフォ0ム に蔓延 した。江南、

大角、多事、遥控、薫如悪 らが次々に登場 し、読者たちも観戦 しなが ら、ス レッ ドで討論

した。彼 らの 口論 は間違いなく、多 くの人 の夢が積み重なった世界 を粉 々に した。 この世

界は確かに天神によって創造 されたが、開かれ た世界は彼 らの理想 あるいは商品であるだ

けではない と読者達は疑問を持ち始めた。

今回のネ ッ トワーク上の混戦 はお節介 な読者たちに 「第二次九州 門」と呼ばれているが、

再度大量の忠実な読者を失った。 また、多数の読者 の心の中でのr天 神」の地位 も動揺 し、
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「天神的黄昏」 と称 された。一方、今回の昔の ことを蒸 し返す行為か ら、改めてr九 州」

が崩壊 した原因を追究す ることが可能である。

「九州門」が行 われ た根本的な原 因は信用の問題である。つま り、創作チームの間に、

互いに信用が失われていたことである。

しか し、「第二次九州 門」を通 して、江南が正面か ら色 々な問題について回答 したため、

もっ と多くの謎 が解けてきた。 「大体2008年 の真ん中か ら、私 は自分が 『九州標紗録』 を書

き続 けることはまるで下 り坂 を下っているようだ と意識 した。確かに、『九州標紗録』 とい

うシ リーズ名 はとて も安全 で、私に毎年高い収益を得 ることを保証できた。 しか し、創作

し続 けても、作品が進化することはない と理解 した。また、販売高 もだんだん下がってき

た。 しか し、私はシ リーズの創作 を中止す るつも りではな く、ただ主役 の視角 をかえ、新

しい路線でス トー リーを構築 したが、これが 『九州標紗録』が6巻 で完結 した原 因である。

主人公たちの若い頃の勇敢な事績 を叙述 し上げたのだった」 と、江南は述べてい る。

「アメ リカで愛 していない学科を専攻する自分 は不完全な人生 を過 ごしている」 と自ら

言 ったよ うに、「九州」の初期において江南が積極的 に設定の討論 に参加 したのはアイデン

ティテ ィーを獲得するためであった といえるだろ う。 また、「九州」 とい う名前を献上 し、

『繧紗録』をシー リズに加入 させたのも同 じよ うに、恐 らくただの試み にす ぎず、人生の

ために1つ の出口を探そ うと試みていたのである。彼が 自分 と自分の作品を 「九州」シー

リズに縛 りつける態度 には喜びの中に躊躇 を帯びたものがある。 暁 た目でこれ は私が興味

を持ったことであ り、参与できそ うな ことである。その上、ビジネスに将来性があるなら、

試 してみることも可能である。少 なくともアメリカで苦 しみをなめる生活は した くはない」

と発言 してい るよ うに、当時の江南は この ような気持ちで 「九州」に参加 したのだった。

これは今何在 と大角 とは明 らかに異なる。

そのために、それぞれの動機 によって、微妙 に致命的なズ レが発生 したのだった。確か

に、江南は作品、人脈、 ビジネスの手腕 において、チームの中で実際に核心的作用 を発揮

した。 しか し、彼 が自分のすべての人生を 「九州事業」に差 し出すつ もりはない と発言 し

た ように、彼 の動機 と心理状態は、 自らを一人の参加者 と意識す るものであった。九州会

社は彼の1つ の試行的な 「プロジェク ト」であって、必ず発展 させ続けなけれ ばな らない

「息子」ではなかった。今何在 と大角が 「九州」に創始者 としての心理を持っているのに

対 して、彼 にはそれがなかったことが指摘できる。江南は次の ように述べている。

「九州」自身のいくつかの特徴 もチーム内部の対立 をゆっくり助長するものであった。

当時、私の考 え方 は単純であ り、 どの作品が成功するかに関わ らず、「九州」の成功で

あると感 じていた。 ある日、みんなに創作 された作品に登場 した人物 にすべて連絡で
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き、最後 に!部 の長巻 にとけ込 ませ られ ると思 った。それ はある個人の力作であるばか

りでなく、「九州」世界に属するものであったな ら、 どれほ ど良い ことであろ うか。

これ は 「九州」に対す る最初の期待 であった。 しか し、仇 州」は歴史性 を強調 し、年表

も詳 しく連続 してい るため、異なる作者の作品に高度な互換性が求め られる。その上、雑

誌の草創期においては、天神たちに大量の原稿 を供給することが必要 とされ、また、スピ

ー ドや設定の束縛 、互換性 の要求 は、間違いな く疲労感 と不 自由さを感 じさせ るものであ

った。慌ただ しく雑誌を発行することの悪い結果は、 「九州」が工場生産へ と変わ り、天神

たちが 「九州」の建設労働者 となることとして現れた。当初の雄壮偉大なヴィジョンも生

産の重 さに押 しつぶ され、江南 も次第に自分が この生産に縛 られていることに気がつき、

自分な りのことを したな り、退出 した くなったのだ。確かに、他の人の 目の中では、彼 は

九州会社の社長であ り、核心メンバーであるが、彼 自身の心においてはただの退出す る権

利 を持 った参加者 にす ぎないのである。後は北京 に行 き、問題 と対立を回避 し、最後に決

裂 したのだった。

一方
、今何在 は 「第二次九州 門」の論争の中において、更に深い段階の原因を暴露 した。

2006年 に 『創造古巻』 の出版によって引きお こされた論争は単純に、誰が 「九州」設定の

最終様式 を決定す る権利 を持 ち、その設定の著作権 を所有する と宣言す るのか とい う問題

と要約す ることができる。

『創造古巻』の出版 に関す る意見の相違 は、まず 「九州」世界 自身の設定に対す る考 え

の相違によるものであ り、今何在 は江南が提出 した設定が他の作者 の作品を排斥す るもの

であると考 え、大角 は設定が十全でなければ、改正 し続けなければない と考えたのだ。次

に、所有権 についての相違である。当時、九州(香 港)有 限公司は 『創造古巻』の出版計画

をスター トさせたが、 しか し、上海支部 は時間 どお りに完成 させなかった。その後、会社

が 『創造古巻』計画を北京支部 に振 り替えたが、今何在 にとっては、江南が 自分 と大角の

意見 を顧みないまま、『創造古巻』の改正 と出版に関する事務 を接収管理 した と思えたのだ。

『創造古巻』以外 にも、財務について今何在 は江南 に対 して早 くか ら不満 をもっていたの

である。

更に深い レベルについていえば、今何在の立場で開発 したかったのは、「九州」の無形的

な価値であった。 「九州Jの ような集団的な設定は知的所有権 として、資本の比重を占める

が、『創造古巻』 はま さにこの知的所有権に基づ く商業製品であ り、今何在が忘れ られない

ことは江南の独断で出版 された製品が九州 のライ フサイクルを貸越す ると同時 に、そ うし

た行為が天神 たちに受けいれ られ なかったことだ。今何在 は多 くゲーム開発会社 と商談を

もったが、多 くの人が 「九州」のモデル をとて も良い と考えたが、彼 らは 「九州」 と協力

す ることより、 自分で新 しい ものを作 ることを選択 したのだった。

41



今何在の意見は簡単に次の三点にま とめ られる。

第一 に、『創造古巻』が未成熟 の設定 として、 さらに未成熟の製品 として、市場 に向けて

推 し出 されたことは 「九州」世界の設定の商業価値 を下げた。

第二に、 『創造古巻』の発売 は十分な利潤 を得 られ なかった。換言すれば、r九 州」の名

義で儲けたお金を再投入にす ることに欠けた。

第三に、「九州」は多数の人で協力 で創造するプラ ッ トフォームであるため、設定は絶 え

ず更新す る必要がある。『創造古巻』はある程度 このこ との前途において障害を増や した。

最後に、この行為はチームのメンバーから許可を得てない。チームのメンバーが江南に

対す る不満に よって、「九州」を創作す る情熱が失ったことも排除できない。これ も 「九州」

損失にな る。

大塚英志は、「小 さな物語」 とい う言葉を、特定の作品の中にある特定の物語 を意味する

ものとして用いている。それに対 して 吠 きな物語」 とは、そのよ うな物語を支 えている

が、 しか し物語 の表面には現れ ない 「設定」や 「世界観 を意味す る。

そ して、大塚 によれば、個 々の作品はもはやその 「大きな物語」の入 り口の機能 を果た

しているにす ぎない とい う。消費者 が真 に評価 し、いまや競って買 うのは世界観 なのだ。

とはいえ実際 には、設定や世界観 をそのまま作品 として売 るこ とは難 しい。従って現実に

は、実際の商品は 吠 きな物語」であるにも関わらず、その断片である 「小 さな物語」が

見せ かけの作 品として うられ る、 とい う二重戦略が有効になる。大塚はこの状況を 「物語

消Jと 名付 けた。

つま り、江南 に従 う北京チームによって出版 された 『創造古巻』は、世界観 と設定を 「九

州」シ リーズ小説 と同 じよ うな作品として、または断片化 された 「小 さな物語」を読者 に

提供 した。そのため、「九州」のライフサイ クル を貸越 させた。もし創作チームの創作理念、

経営理念の相違 と 『創造古巻』の出版が、二度の 「九州門」 を誘発 した争いの発端を表象

しているのだとした ら、『創造古巻』の出版による 「九州」のライフサイ クルが貸越 された

ことは崩壊 の本質的な原因だった と考 えられる。

第四節 再出発

二度 の 「九州門」事件によって、南北チームは徹底的に対立 した。2010年 か ら20!2年 まで

の間に、江南に従 う北京の北九州のチ0ム のr九 州」 に対する態度 は利益を図る道具 と考

えるものであ り、 『九州志』 にもし江南の小説 がなかった ら,抜 け殻にすぎない とい うも

のである。それ に対 して、今何在 と溝海天が率いる 『九州幻想』は多方面の創作モデル を

探求す るが、 しか し、雑誌の品質から見ると、上海 の南九州チームは散漫である。
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『九州志』が安定的に毎 目1号ずっ発行 されているの と比較 して、 『九州幻想』は2009年

は7冊 、2010年 は10冊 、2011年 は7冊 と発行 され、そ して、2012年 に2冊 が発行 されると、

停刊 を宣言 した。

確 かに、雑誌は一時期的に停刊 され たが、筆者 は2012年 が 『九州幻想』チームに とってモ

デルチェンジの時期であると思 う。雑誌の業績 はないが、全面的に拡大化の仕事 を展開 し

ている。

2012年L月10q19時 半か ら21時 の間に、九州は新浪微博 と協力 して、 「九州十年微訪談:

播海天、今何在、多事、水泡、遥控五天神再聚首」30とい うイ ンタビューを行っている。斬

鞍は時差が原 因で欠席 し、江南は用事のため参加 しなかった。新浪微博 のユーザーが提出

した質問について、 「天神 」が回答す る形式で、 「九州」の創作を振 りかえり、 「九州」

の未来、またX2012年 の創作計画に関 して述べた。

2012年5月1日 、上海文芸出版社 から 『九州全民幻想一 咬時代』が出版 された。 この本 は

有名なファンタジ0団 体である 「九州幻想」が全力で制作 した、ゾンビの特集 である。欧

米 では昔か らゾンビ文学があ り、また、近年では ドラマ 『ウォ0キ ング ・デ ッ ド』、ゲー

ム 『植物vs.ゾ ンビ』が流行っているように、ゾンビも吸血鬼 と同 じよ うに、幻想の創作

母体 となっている。流行 しているファンタジー文化の場 をテーマに して、大量のゾンビが

現れ るニュースの画像 も挿 し絵 も文章 もあ り内容が豊富である。 また、播海天、馬伯庸、

駝霊左、厳蓬、李多な どファンタジー作家 を招請 し、全 く新 しいテーマの叢書である 「九

州全民幻想」は、再び 「大幻想」の道 を開いた。編集主幹の溜海天 は創刊号に新 しいスロ

ーガン 「サイエ ンス ・フィクシ ョンの飛行高度 を下げ、幻想 と現実の違いを抹殺す る」 を

提出 している。

播海天は新浪微博で 『九州全民幻想』を編集す る霞的について、 「一つ新 しい道を探 した

い。小説以外に、例 えば画像や科学の模型、デ0タ や 図表 などのよ うな新 しい形式で幻想

の観念を表現 し、毎号1つ の新 しいテーマを探 したい。画像(可 能な らミニ映画 も)な ど

の形式で製作す ることは比較的困難なため、現段階では不定期のムックの形式で進 もうと

思 う」 と述べてい る。

筆者は 『九州全民幻想』が提唱す る 「大幻想」は以前に 『九州幻想』が提 唱 した 「大九

州」の延長だ と考 える。

また、2Q12年4月28日 に海九州幻想文化伝媒は、最新の3Dフ ァンタジーM鍛ORPGゲ0ム

『九州世界OL』 を5月11日 に正式 にテス トし始 め、多数のルー トを通 じて限定の登録ID

を発給すると発表 した。

『九州世界OL』 は、 『九州幻想』に掲載 された 「暗 月六族本」の広大で豊富な各種の要

素 を使い、今何在が執筆す る 『海上牧雲記』における時代を背景 とし、暗月紀 とい う不安

30濡 海 天 プ ログ<ht ,ep://1～Llk.weilりQ.com/1∀201201!03429>(参 照20!3-12-13)
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定な災害 と事変に陥った世界が現れる。それは六大人種、つま り人族、羽人、河絡、奄父、

魅、鮫が共に支えあ う世界である。31

2012年 の調整 を経て、20!3年 『九州幻想』が豆辮閲読プラッ トフォームを借 りて、電子

版で復刊 した。豆辮閲読は豆辮 ウェブサイ トによって開発 され、Web、iPhone、iPad、Android、

Kindleな どの設備で読めるデ ジタル閲読サ0ビ スである。2012年5月7日 、システムが完

成 してか ら、料金を払い作品を購入 したか、あるいは無料 の作品を注文 したユーザーは50

万にのぼる。豆辮閲読 は内容 の領域 を限 らず、歴史、科学技術、芸術、デザイ ン、生活な

どの多様 のジャンルをカバー し、短編作品 と書籍 を一体 させ る総合プラ ッ トフォー ムであ

る。作者 が個人的 に直接豆辮閲読に作品を発表す ることがで き、発売後、作者 は直接作品

の販売利益か ら収入を得 られ る。

203年8月 から、毎月r九 州」の雑誌が二冊アツプされている。 『九州幻想』電子雑誌

の第一号は 『九州幻想 ・鋒芒畢露』であ り、小説 と設定を含め、純粋な九州 の内容を6万

字提供 した。純粋 な九州 を中心 とす る 『九州幻想』に対 して、 『九州の幻想 ・九歌』は騎

桶人が編集を担 当 し、 「非九州」、 ファンタジー、サイエンス ・フィクシ ョンな ど、幅広

い幻想小説 を中心 とす る電子雑誌 であ り、 「九州」が貫徹 してい る 「大幻想」 を実行する

ものである。 この2冊 は、多看、アマ ゾン、京東での発売が折衝 中である。2012年 『今

古伝奇奇幻版』が停刊 され、創刊10年 の 「九州」誕生の地である 『飛 ・奇幻世界』も、2413

年6.月 に停刊 された。 それに よって、専門のファンタジー定期刊行物は全面的 に市場か ら

退出 した。

2013年5.月20日 、科幻世界雑誌社委員会の決定によって、 『飛 ・奇幻世界』編集部が停

刊に関する公告 を発表 した。 『飛 ・奇幻世界』は2003年12月 に創刊 され、2013年6月 に

停刊 されるまでに、増刊 を含 め、計117号 が出版 し、10年 の問に大量の実力を備えた幻想

文学作家 を発掘 し、ファンタジーブームにも応 え、それ を推進 した。現在有名なファンタ

ジー作家 はほ とんど、この雑誌に作品を発表 したことがあ り、多 くのファンタジー ファン

とサイエ ンス ・フィクションファンが雑誌 をサボ0ト してきた。

ファンタジ0雑 誌が次々 と停刊 された原因を探究すれ ば、 『今古伝奇 武侠版』の元編集

長鄭保純は 「ファンタジー文学 はだんだんネ ッ トゲ0ム 、映画、テ レビ、アニメ ・漫画な

どの形式で表現 され、小説であって も、だんだん と携帯電話、 コンピュ0タ な どのメデ ィ

アに発表 されるケ0ス が増えている。 しか し、伝統的な紙媒体 の雑誌のほとんどが1ヶ 月

を周期に して、読者 に小説を提供 してお り、徹底的に競争力を失っている」32と述べている。

『飛 ・奇幻世界』の停刊説明を書いた副編集長拉苑は 「停刊 され た根本的な原 因はや は

3叢「『九 州 世 界 ○し』5月11日 封 測 水 墨 副 本 体 験 古 香 意X2012年4月28目 、電 玩 巴 士 〈

http://ol.tbbus.com/news/csxw/201204/992166.shtml>(参 照2013-12-13)

szr中 國 老 牌 奇 幻 期 刊 全 面 落 幕 」2013年5月23貝 、 斬 京 報

・1}{tp://www 。bjnew$、cOlll.ぐ;n/e照/2013/05/23/265077」 噸i1>(参 照20ま13-!2-L3)
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り市場の需要で ある。 ここ数年、すべての雑誌社 とも販売量がひ どく下がっていることを

感 じてい る。特に青少年向けの雑誌 にとって、モバイル端末の影響はもっとも大きい」33と

述べる。

ファンタジー雑誌 がそれ ぞれ停刊 され た現状 によって、編集者 と雑誌社 にファンタジー

ジャンルの雑誌が どうやった ら生き られ るか とい う問題が提出 された。そ して、2013年 に

『九州幻想』が豆辮閲読に働 きかけ、電子雑誌 を発行 したことはこの問題 に対す る、自ら

この問題 を実践 した ものなのである。

ところで、2010年 に 『九州幻想』編集部 は 「城市殿滅」 シリーズ、 「看不見的城市Jシ

リ0ズ とい う企画で星空賞特別貢献賞にノ ミネー トされた。2009年 か ら2012年 までの間に、

「城市鍛滅」シ リ0ズ は9編 、r看 不見的城市」シ リ0ズ は11編 が発表 されてお り、スタ

ッフは国内のサイエ ンス ・フィクシ ョン、 ファンタジー、武侠の三つのジャンル を含 め、

一流の陣容、一流の構想 と原稿の品質が揃 えられた。また、二つのシ リーズは2013年 に単

行本で出版 され る機会 も獲得 し、 『殿滅之城:地 球砕塊』 と 『殿滅之城:生 命副本』に書

名 を改めて、新星出版社か ら出版 された。

2つ の特集 の発行は以前に今何在の構想 を検証 している。つま り、「永久機 関」のよ うな、

永遠に財産を創造 し続 けることのできる 「九州」である。

2013年 、 「九州」の再出発について、筆者 はさらに観察 し分析す る態度を持っている。

33「 中 国 老 牌 奇 幻 期 刊 全 面 落 幕 」2013年5月23目 、 新 京 報

機1購,、 〃 。。ゆ …1/C?t4S.・(蹴 ・、・e・/x'201;3/05/2:≧ 、'265077加 ・1>(捌lll20ユ3-12-]3)
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り市場の需要である。 ここ数年、すべての雑誌社 とも販売量がひ どく下がってい ることを

感 じている。特に青少年向けの雑誌 にとって、モバイル端末の影響 はもっとも大きい」33と

述べる。

ファンタジー雑誌がそれぞれ停刊 された現状 によって、編集者 と雑誌社 にファンタジー

ジャンルの雑誌が どうや った ら生きられ るかとい う問題が提出 され た。 そ して、2013年 に

『九州幻想』が豆辮閲読に働 きかけ、電子雑誌 を発行 した ことは この問題 に対す る、 自ら

この問題 を実践 したものなのである。

ところで、2010年 に 『九州幻想』編集部は 「城市殿滅」シ リーズ、 「看不見的城市」シ

リーズ とい う企画で星空賞特別貢献賞にノ ミネー トされた。2009年 か ら2012年 までの問に、

「城市鍛滅」シ リーズは9編 、 「看不見的城市」 シ リーズは11編 が発表 されてお り、スタ

ッフは国内のサイエ ンス ・フィクシ ョン、ファンタジ0、 武侠 の三つのジャンルを含 め、

一流の陣容、一流の構想 と原稿 の品質が揃 えられた。 また、二つのシ リーズは20!3年 に単

行本 で出版 され る機会 も獲得 し、 『鍛滅之城:地 球砕塊』 と 『鍛滅之城:生 命副本』 に書

名を改めて、新星出版社か ら出版 された。

2つ の特集の発行 は以前に今何在の構想を検証 している。つま り、r永久機関」のよ うな、

永遠 に財産 を創造 し続けることのできる 「九州」である。

2013年 、 「九州」の再出発 について、筆者は さらに観察 し分析する態度 を持 ってい る。

33「 中 国 老 牌 奇 幻 期 刊 全 面 落 幕J20!3年5月23ヨ 、 新 京 報

<1蜘 、/幅.bj・ ・….α 服 ・畑/～2013/05/23/265◎7i`.html>(参 照?f)/3-/2-1:,)
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第三章 九州世界 におけるス トー リー、設定について/内 容

第一章 と第二章では 「九州」 をそれぞれネ ッ ト時期、紙媒体時期に分 け、 「九州」事件

の経緯を簡単 に述べた。

中国 ファンタジーの先駆者 と認め られ、出版業界 でも話題 になった 「九州」は発展す る

過程 で、未熟な部分 を多 く有 したが、も し中国現代幻想 文学史 を書 くとすれば、 「九州」

は無視できない座標だ と断言できる。

確 かに、 「九州」が今 まで発展 してきたのはネ ッ ト文学ブーム、そ して幻想 文学が普及

したタイ ミング と時期的に一致 したこととも関連がある。 しか し、 「九州」が多 くの読者

に認め られ、かつ専門的な雑誌、単行本 、ゲームが発売 されたのは 「九州」 の内容 とも無

関係 ではない と思 う。

まず最初に、ネ ッ ト上の発言が混乱に陥ったため、 「七天神Jと 呼ばれ る設定チー ムが

組織 され た。 それか ら、 「九州」は一気に発展 した。 しか し、r九 州門」事件が起きたた

め、膨張を続けなが らも 「九州」は決 して統一的な設定が作 られ なかった。 「九州門」事

件が起った後、 「原 『九州設 定組』成員今何在港海天斬鞍水泡関干 『創造古巻』的声明」

に以下のよ うな宣言がなされた。r私 達が承認するr九 州」世界の設 定は、依然 として2003

年に元 「九州」設 定チームによって公 開 されたバージ ョンである。(こ のバー ジョンは当

時九州幻想公式 ウェブサイ ト、っま りWWW.9ZgZ.comで は、調べ ることが可能であった)」

31

しか し、このバー ジ ョンに書 かれ た設 定の 文章 は創 作す るた めの もの で あ り、少 し複 雑 で

あ る。 また 、九州 幻想 公式 ウ ェブ サイ ト、っ ま りm.9zgz.comは も う廃 止 され た。

したが って 、 「九州 」創 造初 期 に 『飛 ・奇 幻世 界』 に掲載 され た コー ナ ー 「竜 淵 閣」 を 引

用 し、 「九州 」 が どの よ うな架 空 世界 で あ るか を、簡 単 に紹介 しよ う。

最初、広大な空虚 な空間には、混沌 しかなかった。混沌の中に、二種類の原始 の

力は争いを始めた。 この二つの力 はrと 「荒」 と呼ばれてお り、 「蜘 が混沌

を分裂 させ る意志であるのに対 して、 「荒」は凝集の力を代表す る。つま り、 「櫨」

は物質 と精神を分化 させ、別の ものに させたい。一方 「荒」はすべてのことを統一

させ 、混沌 に戻 したい。 この二つの源力 によって、蒼荘が生まれた。蒼荘には無限

な大陸があ り、 この大陸 と天空にある星が蒼荘 と総称 され ている。 「九州」大陸は

{Lの 一部分であるが、海水 の上が り下が りのため版図は異 な り、異なる歴史 を持

っ。また、r九 州」大陸に通用 された暦法は星流紀元であ り、一千年を1紀 とす る。

填關時期 に、洪水 によって大陸は3つ の陸地 に分かれ、それぞれ東陸、北陸 と西陸

と呼ばれている。

3a「龍淵 閣一一 九州発現 与探 索J署 名 な し 『科 幻世界奇幻版 』2004年2下 半月,P.26
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九州 には六つの人種がある。人、羽 、奄父、河絡魅 と鮫である。人族 は最 も普通

な人種である。羽人は毎年特別 な時期 に飛び回 ることができる。脊父は巨人のよ う

な体であるのに対 して、河絡は背が低 い種族であ り、地下に住んでお り、高度な技

術 と製錬 文明を持 ってい る。また、魅 は意識 の凝集体であ り、虚魅 と実魅の二種類

がある。虚魅は体がない。 しか し、虚魅は物質 を吸収 し、他の人種 の形態 をまねて

実魅に凝集 できる。体が繊弱だが、抜けている魂力が持 っている。鮫 は海洋の支配

者であ り、彼 らはひれ を持 ち、陸地の上での前進 が困難である。

それ以外に、各種の動植物が存在す る。 しか し、全てが高等な知恵を持っ種族 と

い うわけではない。そのため、文化も形成 されていない。

三つの海 に仕切 られ、異なる陸地ではそれ ぞれの文化 がある。異種族の間に文化が

異なるだけではなく、同 じ種族で国々もそれぞれの言語 と文化がある。東陸に王朝

と諸侯は相 当長 い間に戦争 している。北陸は遊牧民族 と脊父は草原 と雪原問で走 っ

て駆ける。西陸は神秘的な土地であ り、砂漠 と密林に埋め られたな くす文明である。

元 々、この三つの大陸は1つ の古老帝国に統一 された ことがある。 当時、この三つ

の大陸はまた繋がってお り、総面積の約1百50数 万拓(約4千 万平方 キロメー トル、

海洋の面積は含まれていない)、 まだ海水 に仕切 られてなかった。その帝国の王様

は帝国を膓、潮、寧 、中、瀾 、宛、越、云、雷の九つの地域 に分けた。その後、帝

国が崩壊 し、洪水 は世界 を変 え、限 りがないス トー リーがこの大陸で起 った。35

この簡単な紹介は"九 州"の あらましを うかが うことができ、幻想文学の定義に一致 し、

まちがいな く架空幻想世界 に分類 させ ることも可能である。」・R・R・トールキンによれば、

私達が 日常生活す る 「第一世界」(thePrimaryWorld)が 神 に創造 され る世界。「第一世界」

に縛 られ る人間は 「第一世界」に対 して不満があった ら、神 に与えて くれた権力 を利用 し、

幻想 で 「第二世界」(theSecondaryWorld)を 創造す るこ とが可能である。第二世界は第

一世界についての模擬である。従 って、それ らの創造者、つま り幻想文学の作者たちは 「準

創造者」 と呼ばれてい る。36

風間賢二は 「第二世界」を更に三つに分類 した。第一 に現実 の距離 と遥 か遠 く隔離する

異 なる世界である。第二に、現実の世界 と不確 定な国境が ある異世界で ある。第三に現実

中に含 まれ る異世界である。37

実際には我々は、 「第二世界」の一つ 目の種類、つま り現実の距離 と遥か遠 く隔離す る世

35「龍 淵 閣一 九 州 発 現 与 探 索 」 署 名 な し 『科 幻 世 界 奇 幻 版 』2004年2下 半 月,P.26

36猪熊 葉 子 訳(2003)『 妖 精 物 語 に つ いてファンタジ ー の世 界 』評 論 社

37風間 賢(1986)「 ニ ハ イ・ファンタジー の 三 つ の様 式JP幻 想 文 学 特 集 ◎ ハ イ・ファンタジ ー 最 前 線 』16、P.56
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界 を 「異世界」 と簡単に呼ぶことができる。 「異世界」の特徴は現実の世界 と全 く関係がな

く、単独 な体系 として構築 されていることだ。 また、現実の世界 と時空の上の連絡が存在

しない。 「九州」はJ・R・ 恥 トールキンに指摘 された 「第二世界」、または風問賢二による

分類の第1種 類 、つ ま り現実の距離 と遥か遠 く隔離す る異なる世界 に属す ると考え られ る。

作家が 「第二世界」を構 築す るのは不思議な ことで読者 を驚 か した り神秘的な色彩 を添

えるためだけではなく、それ は作品 自身に とって必要なのである。つま り、プロッ トを構

築 しテーマを表現す るため、主人公 と読者 を未知の世界 に投 じ、旅を させ る。 しか し、 「九

州」の創造者達には別 の意図 もある。江南はこ う語 る。 「ファンタジーについて語 る際、 日

本のアニメや漫画 、あるいは西洋の魔王や騎士 しかでて こない状態 を望 んではいない。 中

国は東洋文化 の中心国 として、 自分な りの想像 国家があるはずです。」38

'i年 代 に、外国か らのファンタジー文学が翻訳 され、出版 され、ファンタジーゲーム

が次々輸入 された ことに応 じて、2000年 前後、中国国内のオ リジナル ファンタジーは確か

に増えた。 しか し、ほとん ど無秩序で、魔法 と仙術修行が混在 した作品が多かった。核 と

なる世界観 が作品には見えない し、世界運行の原理 も定 められてない。従って、読者に認

め られる架空世界は生まれなかった。『科幻世界』の編集長阿来によれば、私達の祖先は多

彩 な幻想 の宝庫 を残 し、奇麗 な幻想文化が出来上がった。昔か ら、中国では幻想 文化 は欠

けてないのに、現代は我hは この伝統 を失って しまった。現実主義の作品 と現実す ぎる生

活のせいで私達は 自分がまった くこのよ うな想像力 を持ってなかった と思い込んでいる。39

この現状に対 して、「九州」の創造者 たちは 凍 方奇幻(中 国的なファンタジー)Jを 創

り出す ことを望んでいた。 できるだけ、現実のよ うな複雑 な世界を作 り上げ、それぞれ人

種の文化 を描写す る。 また、大陸文明 と海洋文明の間の衝突、遊牧部落 と農業帝国の問の

戦争、 さらに空か ら地底までを舞台 とした物語 を編み出 したい と望んだ。

ところで、今何在 は 「「九州」は中国人 に創造 されたファンタジー世界である。それ ゆえ、

生まれつきの東洋的である」4◎と語った。 しか し、草創期 には 「九州」世界 についての世論

は主に二派 に分かれていた。一方では 「九州」は正統的な西洋ファンタジーファンに嘲笑

され、「九州」は 「ファンタジー」の看板 を掲げ東方文化 を売 り物 にす る作品だ と非難 され

た。その一方で、 「九州」は本格的な東方文化のマニアに も卑 しめ られ た。彼 らはr九 州」

の人種や魔法な ど、すべては西洋化 された ものであ り、いわゆる東方の皮をかぶ った西洋

の ものにすぎない。 「東方文化」 とは言 えない し、まるで大 きいバナナのよ うな移住者だ と

非難 された。

何故 「九州」はこのよ うに大きい影響力 をもた らし、多い読者を獲i得したのか。本章で

は テ キス ト解 析 の方 法 で 「九州」の設 定 とス トー リー を分 析 し、 「九州 」シ リーズ の設 定、

sa「龍淵閣一 九州発現与探剰 署名なし『科幻 世界奇幻版』2004年2下 半月,P.26

:39阿豚 「筆会特別報告J『 科幻世界奇幻版』2004年10下 半月,P。96

4G「龍灘閣一 九州発現与探剰 署名なし『科幻世界奇幻版』2004年2下 半月,P.26
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またはス トー リーの原型 を追及す る。創作者が どの ように 晒 洋ファンタジー」 と区別 を

つ け、 「東方ファンタジー」の創造を試みたか。 この方針 に基づいて創造 された 「九州」

には、一体 どのよ うな独 自性 が認 められ るか。 これ らの特徴はなぜ生まれたか、そ して、

これ らの特徴は 「九州」が人気 を博 したこととどの ような関係 をもつかを本章の 目的 とし

て、明 らかに したい。

第一節 設定

1設 定の出所

1-1中 国の古典文学 と神話か ら

2007年9月29日 、新浪互動試聴は江南 と今何在に取材 した。インタビュー 中、ネ ッ トユ

ーザーに 「「九州」の羽人 と鮫人はすべて『山海経』か らイ ンスピ レーシ ョンを受けたのか?」

と聞かれ、江南は明確 に 「はい、そ うです」11と答 えた。

また、2004年2月 、『飛 ・奇幻世界』に掲載 された 「九州」コラム 「九州地理雑誌」にも、

直接 「山海経」の挿絵 を引用 した。(添 付資料3、 図1)

さらに、「九州」の動物画像 は、しば しば 『山海経』の怪物 の変種に見 える。例えば,2004

年10月 『飛 ・奇幻世界』に掲載 され た 「九州」の地図上の動物(添 付資料3、 図2)は 、

「燭竜」(『山海経』海外北経)を 似せ て作った ものだろ う。(添 付資料3、 図3)

確かに、上述 した例のよ うに、 「九州」は中国の古典文学の幻想要素か らの啓発 を受 けて

いる。 また、神話に現れ たキャラクターやイメージを借 りて作 られてい る。 しか し、『山海

経』の続作の よ うなものではなく、江南はr1つ の世界 をまるまる創 り上げ、かつ単なる

「中国J的 な世界ではないものを目指 しているJと 述べている。12

ここで筆者 は 「九州」の 「奄父」とい う人種を中国古代神話 における 「套父」と比較 し、

「九州」にお ける中国の古典文学 と神話についての材料収集 と利用 につ いて説 明 したい と

思 う。

「九州」にお ける 「脊父」 は清韻フォーラム時期 に提案 された。2002年1月4日 、江南 と

遥控 は連名で 『古九州地理設定』を投稿 した。スレッ ドで 「前身世界」を荊、徐、揚、豫、

青、充、雍、梁、翼の九つの地域 に分 けた。 これ も現在まで 「九州」にずっ と利用 されて

いる地理構造である。また、r前 身世界」に生存す る種族 を人族、蛮族、羽族、鱗族 と鮫

族 と提案 した。 「繧人」(ド ワー フ)や 「巨人」(ジ ャイアン ト)や 「精霊」(エ ル フ)な

どは元々西洋ファンタジーに代表的な種族のため、意識的に採用 しなかった。五っの種族

には体格に大小の差もなかった。

4噺 浪 互 動 試 聴<htt://video .sina.com.cn/v/b/7126654-1192438080.html>(参 照2013-11-28)

42「江 南 訪 談 」署 名 な し『科 幻 世 界 奇 幻 版 』2004年4下 半 月
,P.25
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しか しなが ら、同 日このス レッドに多事が 「套父」 と 「河絡」の二つの種族名を提出 し

た。

その後、2002年1月16日 に遥控は清韻 フォーラムで小説 「脊父的金貨」 を発表 した

また、2004年6月 の 『飛 ・奇幻世界』の、「九州」の創世伝説 と 「神蕎」思想 を解説する

文章の中で、奄父族についての詳 しい設定が以下のよ うに述べ られてい る。

奄父が どうや って誕生 したかについては確定的な説がない。脊父の文明発展 の初期には、

先賢達は 口述 で創世伝説 を流伝 させてきた と想像できるだろ う。そ して、 口述によって、

い くつのバージ ョン。18日 に、文章を改正 し、改めて発表 した。また、小説 の後に奄父種

族の貨幣制度を書き添えた。

これが 「九州」における 吟 父」の創出である。(添 付資料3、 図4)

2003年 に、元 「九州設定組」に公開 されたバージ ョンでは以下の ように説明 され る。

奔父族:巨 人種族である。聞 くところに よると神話 中の太陽を追いかける巨人套

父の後窩のため、 「奄父」 と呼ばれている。伝説の中では、彼 らは無限に背が高 く

なるが、ほとん どの脊父は人類 の身長の2倍 ほどしか大 きくなれない。山のよ うに大

きい奇父の出現には特別な事件や長い寿命な どの必要条件がある。套父族 の数量は

常に少なく、人族 のわずか1パ ーセン トである。彼 らは北陸の雪山 と高原に分散 して

住 んでいる。奄父の体力は精神力 と互いに排斥 し合 うため、奄父の星祭師は往 々に

して年寄 りじみやつれている。43

現在、最 も普及 しているバ0ジ ョンが三つ ある。それ は俗世説、神窩説、先天地説

である。三つのバージ ョンは少 し異なる ところがあるが、大体の内容は同 じである。

奄父創世伝説

世界は生命 を代表す る櫨神 と壊滅 を代表する荒神 に管理 されてい る。荒神 と櫨神

は戦い続 けている。どちらが敗けた ら、二万年間昏睡す る。四万年前に、荒神 は勝

利 したので、全世界は壊滅 に陥 り、すべての生命が消滅 した。光 もなく、暗もない。

「有」もな く、 「無」もない。嘘神 が生き返 り、巨人の盤 古に転生す るまでそれは

続いた。

盤古は両腕 を挙げ、尽きることがない力 を身につけた。彼 と荒神は二千回渡 り合

ったが、勝負がつかなかった。最後に、盤古は巨獣 にな り、荒神 を飲み込んだ。そ

こで、荒神 は大地にな り、盤古は空になった。盤古の心臓 は太陽にな り、両肺は月

d3公 式 ウェ ブ サ イ ト
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と影月にな り、肝臓 は郁非にな り、脾臓 は填閣にな り、胃は印池になった。 また、

盤古の血はすべて空にある星になった。軌道 は盤古の脈絡である。

盤古は荒神 を丸飲みに した後、荒神 を鎮圧す るため、それぞれの人種 を創造 した。

これ らの人種 を生存 させ るため、さらに各種 の動物 と植物を創造 した。生命 の種が

続ければ、荒神は生命 の息に永遠 に鎮圧 され、目が覚 めることはあ りえない。その

ため、東陸で この二万年間に生命 が満 ちあふれた。ある日、荒神が生 き返 り、すべ

てを消滅 させ るまで。

その後で、人種の誕生について三つの伝説 に相違が生 じた。

俗世説による と、脊父族はその他の人種 と同 じよ うに、盤 古に創造 された。すべての人種

は同時に誕生 し、衆生が平等であ り、盤古の子孫である。奄族の薩満 は断固 として このよ

うな伝説 に反対す る。長年 の教化 によって、奄父族 内部では このよ うな理論 はすでに消滅

させ られ た。

神喬説は奄父族内部では、受け入れ られ、信奉 された理論である。神喬説では盤古がそ

れぞれの場所を鎮圧するために各種の人種 を創造 した。高山を鎮圧す るため羽人を創造 し、

地面の下を鎮圧す るため河絡を創造 し、海 を鎮圧す るため竜 を創造 した。最後 に、彼は衆

生に自分の偉大な勝利 を目撃 させたい と思い、 自分の形 をなぞ り、鮮血 を使 って巨人奄父

を創造 し、荒神 の魂を鎮圧 させた。従って、巨人奄父は盤古の後喬であ り、最 も気高 く、

強大な人種である。また、空は盤古の化身のため、この理論 は天喬説、または星高説 土と

も呼ばれている。

このバー ジ毅ンの伝説 によると、魅 は盤古 に創造 られた種族 ではなく、彼 らは神の意図

に従わない生命である。そのため、巨人奄父は魅 に対 して、生まれつ き憎 しみを抱いてい

る。魅が荒神の意志が変化 した生物であ り、使者であ り、また、脊父の敵であると思って

いる奄父 さえいる。

三っめのバージ ョン先天地説 のことは急進的な宗教の宗派 によって伝 えられてい る。 こ

のバージ ョンによると、櫨神 と荒神 との闘争は二人 の闘争ではな く、二種族間の戦争であ

る。そこで、盤 古は套父族 の祖先 と首領 であり、彼 が奄父 を率い、荒神及び荒神 の子孫 と

戦争 した。(荒 神 の子孫が誰かについては、説が一致 しない。荒神 の子孫は消滅 した と思

う人もいる し、魅 が荒神の子孫であると信 じている人 もいる。

この説は とても急進的だが、そ う思われる理由は二つ ある。 まず、このバ0ジ ョンを信

奉す る奄父は奔父族が全種族 の リーダーであ り、脊父族の使命 は他の種族 を統率 し、荒神

の残 りの子孫 を全滅 させ、荒神の蘇 りを抑制す るこ とだ と考 えてい る。 もう一つは、この

説 によると、奄父は天地 より早 く生まれたため、た とえ天 と地がすべて壊滅 した としても、
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套父は依然 として生存できる。また、天 と地がすべて壊滅 した後、盤古は人間の形 に戻 り、

すべての脊父の子孫のために新 しい完壁 な世界 を創造 して くれ るのだ。

宗教 と信仰 によって、奄父内部でもた くさんの小 さな派閥が存在する。急進的な説 もあ

るし、保守的な説 もある。 しか し、彼 らは自分が脊父の後喬だ と認めている。2つ の部落が

異なる信条を持 ちなが ら、同一の祖先の子孫だ と認 めているのだ。そのため、奄父族内部

には闘争が少 ない、その上、総 じて言 えば、すべての奄父部落が酋長 とシャーマンの もと

で、団結す る。一方では共通 の信条の基礎 であ り、一方は套父が家族 と血族 関係 を重視す

るためである。

脊父に関す る伝説 は主に 『列子 湯問』 と 『山海経』に見える。(添 付資料3、 図5)

『山海経 海外北経』 にはこ う書かれている。

奄父は太陽 と落 日を逐って走 り、の どが渇いて飲み物 が欲 しくな り、黄河 と溜水の水

を飲んだ。 しか し、黄河 と淵水 の水で もた らず、北方で大沢の水 を飲 もうとしたが、

まだ行き着かぬ うち、途 中で渇きのために死んだ。そのつえを投げすてた ところ、都

林に変わった。as

また、 『山海経 大荒北経』には こう書かれている。

大荒の中に山があ り、成都載天 と名づけ られ る。人 がいて、二匹の黄色の蛇を耳飾 り

に し、二匹の黄色の蛇 を持つ。奄父 と名づけ られる。后土は信 を生み、信が奄父は 自

分 のカを考えず、太陽を追いかけようとし、禺谷で追いついたが、黄河の水を引いて

きて飲 んで も足 らず、大沢まで走ろ うとして、行き着かぬ うちに、ここで死んだ。応

龍は量尤 を殺 してか ら、 さらに套父をころ した。45

中国古典文学における脊 父はただの神話人物である。 しか し、上述 のように、r九 州」

では奄父は呼称 と巨大な体形をそのまま用いなが ら、一つの人種 に変化 させた。また、盤

古に関す る神話も奄父民族の神話伝説に溶 け込んだ。

『中国神話伝説大事典』によれば、唐代 の 『芸文類聚』 と清代 の 『繹史』に引用 されて

いるのが盤 古神話 の原型である。 『繹史』巻一 に引 く 『五運歴年紀』にはこうある。

この世に始 めて生まれた盤 古が臨終 を迎 えた時。その全身に大きな変化が生 じ、口

as前 野 直 杉(1975)『 山海 経 ・列仙 伝』 集 英 社 、P .420

45前野 直 杉(1975)III海 経 ・列仙 伝』 集 英 祉 、F58◎
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か ら吐き出す息が風 と雲、発す る声が雷鳴、左 目が太陽、右 目が月、四肢 と五体が大

地の四極 と五岳、血液が河川、筋 と血管は道路、筋肉が田畑 、毛髪 と髭髪 が天上の星、

皮膚 と産毛が草花や樹木、歯 と骨が金石、心髄が珠玉、汗が雨や露にな り、身 中の さ

まざまな虫が風に感応 し庶民に化 した。46

「九州」における 「盤 古」の設定は これ と全 く同 じパ ター ンだが、変化す るものが異なる。

また盤古が自らの意志で各人種な どを創 り出す点 も異なる。

簡 単に言 うと、r九 州」の奄父は古典文学、または神話 における脊父の加 工である。 ま

た、他の神話 と混合 し、出来上がった ものである。

薫茄 悪が 「「九州」は特別 な風格 を持 っている。私 がそれを確信 したのは 「奄父」の二

文字 を読んだ瞬間であった。古代神話は私達の共通 の下層の記憶であ り、たった二文字で、

私は全民族の魂 まで読む ことができた」47と指摘 したよ うに、 「九州」は神話 における形象

と符号を利用 し、読者の共通感 を呼び覚ます。

また、r羽 人」、r鮫 族」な どの設定 も同 じく 『山海経』か ら発想 され、同 じよ うな手

段で内容 を添加 し、イメ0ジ を豊かに している。

レ2現 実 と歴史か らの変形

現実を照 り映えさせ るのはファンタジー作品の一つの特徴 である。「九州」設定の編纂、

小説の創作 にも多 くの現実の中の物事が参考 にされている。

「九州」 の地理を例に挙げると、「九州」 とい う言葉 は歴史上 『禺貢』に初出す る。大禺

が治水す る時、天下を九州 に分けてか ら、九州は中国の代名詞 になった。 も う一つの説で

は、黄帝がr九 州」の創始者である。

『禺貢』 に書かれた 「九州」はそれぞれ徐州、翼州、充州、青州、揚州、荊州、豫艸1、

梁州、雍州 と命名 され、 これ と 「九州」世界創草期 に提出された地理名 は全 く一致する。

2002年1月4日 、江南 と遥控は連名 で清韻 フォーラムで 「古九州地理設定」 を発表 し、

前身世界を荊 、徐、揚、豫、青、充、雍、梁、翼9つ の地域に分 けた。 「洋 々たる大海に、

い くつかの大陸が形成 され、その中にひ とつの文明が繁栄 してい る地 区があ り、い くつの

人種がこの大陸で生活 してい る。部族連盟か ら創立 された晃帝国では、彼 らに探索 し調べ

た世界 を9つ の州に分 けた。 古代帝国は とっ くになくなったが、もとの九つの地 区の区分

は保 留され、そのまま使用 された」48

確かに、それ以後の設定バージ ョンでは9つ の地域をほかの漢字で命名 している。 しか

46鈴 木 博 『中 国神 話 ・伝 説 大 事 典 』(1999)大 修 館 書 店 、P.566

47ヂ名 家訪 談 島 髄&公 寓 」 署 名 な し 『飛 ・奇 幻 世 界 』2005年10A,P.34

as今 何 在 「龍 灘 閣 」 『飛 ・奇 幻 世 界 』2004年6下 半 月 ,P.30

53



し、前身世界を踏襲 し、9つの地域 とい う地理構造が現在まで採用 されている。疑いもなく、

最初の地理構想 は完全 に中国古代文献にお ける 「九州」に啓発 された と言 えるだろ う。

2003年 に公開 されたバージ ョン、つま り 「九州門」事件以降核心設定に宣言 させ られた

バー ジ ョンでは、9つ の地区は、それぞれ瘍、輸、宇、瀾、越 、宛、雷、云、中の漢字 に命

名 された。大陸をめぐるのは 「浩潮洋」 と呼ばれてい る水域 であり、陸地の聞は3つ の内

海 である。それぞれ換海、灘海 と源濠海 と呼ばれてい る。大陸は3つ の内海 により東陸、

北陸 と西陸に分け られている。(添 付資料1と 添付資料2)

地図か らうかがえるよ うに、三っの大陸の地理は大体以下のよ うな特徴がある。

東陸は最 も高い雷眼山脈が大陸の中南部 にあ り、山脈が東西 に走る(奈 西走向)。 雷眼山

脈 よ り北は中州 と呼ばれている。それは文明の進んだ地域であ り、かつr九 州」の中央 に

位置す るためである。雷眼山脈 より南は越州 と呼ばれ てい る。 中州 より東 は瀾州 と呼ばれ

てい る。雷眼山脈のはずれには宛州がある。

北陸の最 も東側は寧州 と呼ばれ てい る。寧州の北側 は烏揚大河、また河の北側 には飛び

越 えることができない雪 山がある。西北面は狭 くて長い峡谷で潮州 と繋が る。潮州 は広大

な平原 である。西側 は膓州である。潮州 と膓州の間に、北陸に最も高い蛮古 山脈がある。

西陸の中央部 は沈砂海 と呼ばれている海湾である。沈砂海 よ り南方は雷州 であ り、北方

は雲州である。

以上が 「九州」の大体 の地理構造である。地理 の細部設置は中国元代の版図を参考 にし、

明 らかに現実 をまねた痕跡 が見える。

宛州を例に とろ う。

宛州は東陸の西側にある。北は中州 と接 し、東は越州 と隣 り合っている。面積 は約12万

拓。建水 と西江に分かれ、大部分 は丘陵地帯である。 中州 と接す るところは平原である。

また、雷眼山脈 と北郎山に影響を受け、越州 と接する地形 は複雑である。 山脈 に近い雁返

湖は大部分の河川の発祥地である。

宛州 の気候は温和であ り、冬はあま り寒 くない し、夏はあま り暑 くない。ほ とん どの地

区は乾燥 してお らず凡降水は適切である。木本植物の生長に適 し、広葉樹林が多い。

上述 した ように、宛州の地理構造、また気候 は中国の東南丘陵地帯に似ていると感 じられ

る。そ して、商業が発達 しているところも似 ている。それ以外のそれぞれ地域の特徴 も現

実 と似 ている。例 えば、雲州における巫術 も雲南 と似てい るなど。

なぜこのよ うな類似性が感 じられるかの原 因を探 ると、設定チームが 「九州」世界を設

定す る際に、確 かに大量の史料 を参考に したか らである。

江南は 自分が 「『九州標紗録』の創作のきっかけを回顧する際、いつも五代十国の時代

に思い至るJ49と 述べた。 また、多事 もr「 九州Jを 創世す る時期、 『世界通史』、 『科学

49江南 「九州標紗録綱領」『科幻世界奇幻版』2004年4下 半月,P.25
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簡史』、 『ナ ショナル ジオグラフィック』シ リ0ズ を読み、中国の考古の記録映画を全部

観覧 した」50と語ったことがある。

さらに、新人を育成 し、作品を講評す る時、直接に史書か ら例を出す事例 も多い。例え

ば、江南 は非設定チームメンバー尾指銀戒の作品 「九州 ・飛」 を評論す る文章で、 「も し

あえて欠点を指摘す るとすれば、私は会話 に使われた言葉がぎこちない と思 う。(中 略)

蛮族 は北方遊牧民族のため、言語が もっと簡潔 はず。 『蒙古秘史』 と 『黄金史』 を参考に

した ら、セ リフと の レベルア ップの助 けになると思 うJ51と 述べたことがある。

そ して、 「九州」の全体的な歴史を中国の歴史に対応 させ ると、※厳密に対応す るわけ

ではないが、おおむね以下の表のよ うになる。

表 九州一中国王朝対応関係

王朝 継続期間 その王朝を舞台とする代表作 対応する中国の王朝

褻 約350年 間 夏

商

晃 約540年 間 斬鞍 『朱顔記』

斬鞍 『青蕎伝』

周

責 約400年 間

胤 約700年 間 大角 『白雀神亀』

江南 『標紗録』

今何在 『羽伝説』

大角 『風起雲落』

唐

五代十國

墨 約120年 間 江南 『揮閣録』 宋

晟 約300年 間 天平 『鎖 山河』

端 約300年 間 今何在 『海上牧雲記』 明

徴 約600年 間 薫茄慧 『斜珠夫人』 清

折 未祥 多事 『賊渋』

50「焦 点 作 者 閲 読 多 事 」 署 名 な し 『九 州 幻 想 』2005年11月,P.32

51江南 「賊jr科 幻 世 界 奇 幻 版 』2004年8下 半月 ,P.129
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大筋の歴史に関す る設定の権利が 「七天神」 に掌握 され ることに対 して、 「九州」の参

与性 を高めるため、い くつかの設定権限が開放 された。例 えば、動物 と植物 の設定権 限が

開放 された。 これ らの設定 も同じよ うな変形特徴が現れる。

この設定は変形の典拠 も明 らかにしている。描写の助けになるよう、r九 州」に生存す

る生物はたとえ不思議な生物 でも、常に現実にいる生物の例を出しなが ら、説明 された。

例 えば、 「大風」とい う巨大な鳥類は、江南の小説 に描写 された以外に 「生物篇有翼垂雲」

52にも設定文 として 『九州幻想』に掲載 され、詳 しく描写 された。設定文章の説明部分には

「「大風」は翼手竜、モア、始祖鳥 を参考に し、創作 された生物である」 と述べ られてい

る。また、三つの生物 に挿絵をつ け、生活習慣の簡単な解説 も加 えた。確 かに、当時の 『九

州幻想』の雑誌コー ドは科学普及刊行物 なので、科学的な ものの掲載が必要だった とい う

可能性 も排除できないが、読者 に1つ の虚構 なものを描写 させ る方法 として、良策 と言え

よ う。

また、 「生物篇草原鎌刀馳狼」53にも同 じよ うに、馳狼 とい う動物 についての設定文に、

原型動物 の写真 とそれ らの動物の生活習慣の簡単な解説 が加 え られている。

初期の 「九州」、特に 「前身世界」における設定 とス トー リーは どの時代の歴史 に基づ

いたかをはっき りと見抜 くことができる。例 えば、 『九州標紗録』における人族 と蛮族 と

の戦争は、中国で古代か ら長 い間繰 り広げ られてきた北方の遊牧民族 と中原の戦争 に取材

し、それを写 し取っている。

しか し、設定チームが結成 され、創作す る人の増加 によって、このような痕跡 はだんだん

薄 くなった。 「九州」 に現れた設定、人物、歴史は模倣 した具体的な対象が最初 ほど簡単

には探 し当て られ なくなった。

江南 の説明によれ ば、 「私達の 目的は1つ の世界をまるまる創造す ることである。それ は

単なる 「中国」風 の世界ではなく……あるいは 「九州」世界の東陸のような……東方化 さ

れた土地である。 しか し、私達は中国文化 に基づいて創造 したものである し、設定チーム

が全員 中国人を考慮 して、システムの 「中国化」 を推進 した。従って、中国人が中国風 の

ファンタジーを創作 しようとい うのは単なるスmガ ンだけではな く、理想 でもある」 と

指摘 した。

1-3外 来の影響 とユニークな特徴

ファンタジー の起源 はもともと西方 にあ り、また、 日本ではファンタジーを改良 し、東

方の要素を取 り入れて、 日本式 ファンタジーが生まれた。それでは私達 はもっ と東洋的な

52「龍 淵 大 典 」 署 名 な し 『九 州 幻 想 』2005年8月 号,P.56

53『九 州 幻 想 』2005年 玉2月 号
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要素を入れ、中国独 自の中式 ファンタジーを作 り上げることは可能だろ うか。 これが 「九

州」設定チームの初志である。

1990年 代 中期、西洋ファンタジーの翻訳がい くつか出版 され た。 中国の読者 はこれ らの

作品 を通 じて、西方 のファンタジー文化、作品のキャラクター、各種のファンタジ0元 素

について全面的な認識を した。また、1990年 代 の後半、二十一世紀出版社が 「大幻想文学」

シ リーズを出版 した際 に提唱 した各種のファンタジー文学の理念は、当時、影響力は児童

文学の世界に限 られたが、潜在的に出版社の同様の事業 を行 お うとい う考え方に影響 を与

えた。外国のファンタジー小説の導入 と出版に より、中国で大量のファンタジーファンが

育成 された。そ して、香港 と台湾からの武侠小説 も過去の20年 間に大量の本土ファンタジ

ーの潜在的読者 を育成 した。

ほぼ同 じ時期に、つま り1990年 代 、『ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ』 もコンピュー ターゲ0

ム とともに、 中国に上陸 した。 しか し、それ は公式 に輸入す る形 ではな く、全 く民間的な

ルー トで広がったため、伝播路線 を明 らかにす ることは簡単ではない と思われ る。

早期 に 「九州」に注 目した作者、参加者 と読者 が これ らの作品の読者 とプ レ0ヤ ーであ

った例は珍 しくない。

設定チームの一員である水泡によれ ば、 「私の心の中では、 ファンタジーは 『ドラゴンラ

ンス』シ リーズと 『ダークエル フ物語』である」54と指摘 した。水泡が清韻 フォーラムで最

初 に架空世界の創 造を発起 した行為 も確 かにこれ らの作品 と関係 がある。 「ある時期、私

は 『ドラゴンランス』シ リーズ と 『ダークエルフ物語』 に夢 中にな り、 自分でも3編 の西

洋 ファンタジー小説 を創作 してみたかった。そ して、あま りに数人の協力創作モデル に対

して、興味が持つので、みんなにいっ しょに参与す ることを招待 した。」55

また、斬鞍 も 「ずっ と前か らファンタジー を読むのが好 きで、出国す る前か らもす でに

『指輪物語』 と 『ドラゴンランス』シ リーズなどを読んでいた。」56と述べた。

そ して、創作チームの最年長者、多事 も 「宮崎駿監督 と高橋留美子に影響 を受 けた。最 も

影響 を受けたのは小野不由美先生の 『十二国記』である。小野不由美先生が中国の周朝の

文化 と 『山海経』における伝説 に基づいて執筆 した作品であ り、現在の 目本の学生が戸惑

っている人生の問題 を描写 している。私 は小野不由美先生の作品に深 く感動 した」 と語 っ

ている。57

江南 は筋書きについて質問 された時、D&Dの プレイヤー キャラクタ0の 創造モデル に直接

言及 しなが ら、キャラクター の武力、知力、魅力 を挙げつつ、ス トー リーの展開をほのめ

か したことがあった。58

54「名 家 訪 談 新 警 故 事 」 署名 な し 『九 州 幻想 』2006年1月 号 ,P.50
55「水 泡訪 談J署 名 な し 『科 幻 世 界 奇 幻版 』2004年10A下 半 月 、P.139

56「 斬鞍 訪 談 」 署名 な し 『科 幻 世界 奇 幻版 』2◎04年10A下 半 月 、P.123

57「名 家訪 談 呈 地 亜 寄 的 文 学 土 匪一 多 事 訪P:署 名 な し 『九 州 幻 想 』2◎05年11月 号 、P.36

,gr天 神 答 闇j署 名 な し 『九 州 幻想 』2005年 玉0月 号 、P.82
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上述のよ うに、外国ファンタジーの導入 による 「九州」の誕生、または設定へ の影響は軽

視 してはい けないだろ う。 さらに、最初 の 『科幻世界奇幻版』 と 『九州幻想』初期の雑誌

は頻繁 に西方のファンタジーの挿 し絵を使用 してい る。59

後に張旺がr九 州」のために創作 した人種のイメージ図は好評 を博 した。それか ら、rh

州」独 自の挿 し絵が増 えてきた。

張旺 も自分の大学時代には 「確 かに、先生の指導 を受 け、そわそわ して落 ち着かない気

持ちを抑 え、深 い中国画の芸術 に浸った。 しか し、ど うしても直せ ない 「悪習」があった。

それ は、本来古雅 な芸術の作品の中に意識 して、アメ リカ映画か 日本のアニメ ・漫画の要

素を入れ ることである。」60と同様な発言を した。

そのため、「九州」 においては、自分たちの 「東方奇幻」 を作 り上げ るとい う方針に基づ

き、できるだけ外来 ファンタジーの引用 を避 けた。原稿募集の要領 には以下の ように明示

している。 「小説原稿 にはコンパ ク トなプロッ トを用い、冗長を避 けること。文章はできる

だ け流暢につ とめ、当て字や句読点の乱用な どを少 な くすること。 また、欧洲式言葉 と日

本アニメに登場 しそ うなセ リフは禁止す る。題材については制限 しない」61。

確かに、創作者 たちはっ とめて 「東方奇想 」の尊厳 を守 ろ うとしたが、西洋 ファンタジ

ーか らの影響、または模倣 は依然 として見える。例 えば、種族 「羽人」は呼び名 は中国古

代神話に現れる翼がある人間に由来す るが、体形 の特徴、矢を射 る技能、吟 じる魔法 は明

らかに 『指輪物語』にお けるエルフの模倣 である。 また、早期 に人種 「羽人Jの 特徴 を解

説 した文章では、常にエル フを例に挙げ、両者 を比較 しつつ説明 された。

また、有名 な竜の三大法則 にはこ うある。その一、竜族に会った ことがある人はいない、

その二、竜族の存在 を証 明す ることがで きる人はいない、その三、竜族 の不存在 を証 明す

ることができる人はいない。形式上か ら言った ら、アイザ ック ・アシモフによる 「ロボ ッ

ト三原則」 をまねたものだろ う。

一方
、創作 を模 索す る過程で、設定チームが外来ファンタジ0と 区別す るため、努力 し

た部分 も明 らかにみえるだろ う。 「九州」の竜に関す る創出過程を例 として説明す る。

長きにわた り 「屠竜」(竜 殺 し)と い う夢が 「九州」に存在 した。竜 は、あるいは、殺鐵

され るために創造 された と言 って も構わない。竜の特徴 として、数量はまば らで、出産は

困難である。 また、竜 は最 も偉大な秘道 士でもある。 しか し、あま りにも強大すぎて、そ

の他 の種族 の生存バ ランスに影響を与 えた。 しば らくして、設定のバー ジ ョンが更新 され

た。それ によると、竜 は1種 の獣類 ではなく、知恵の生物である。身長は20尺 に達 し、双

翼がなく、欧洲の竜の ような爬 虫類の外観 を維持 してい る。知力 が極度 に進化 したジュラ

59『科 幻 世 界 奇 幻 版 』(2003)『 九 州 幻 想 』 早 期 の染 志(例:2004年6月 号 、P .82)

GO「張 旺 簡 介 」 署 ・名 な し 『九 州 幻 想 』2005年7月 号 、P.7

GI「徴 稿 激 事 」 署 名 な し 『科 幻 世 界 ・奇 幻 版 』20G4年2月 号 、P.ll5
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紀の恐竜に類似す る。 巨大な体 と長い生命 を持 ってい る。だが、設定チームはそ うす ると、

「九州」大陸は竜の大陸 とい うことになって しまい、 『ドラゴンランス』 シ リーズ と区別

できないではないか とい う疑念を抱いた。後に、今何在は竜 の三大法則 を提案 し、龍族の

存在 は設定か ら廃止 した。

筆者dは 、この創 出過程 、または創造 された龍のイメージは中国人の心の中にい る龍 の

イ メー ジと合っていると思 う。江南は、r私 自身に とって、龍の本 当の姿は描写できないも

ので ある。 ちょうど孔子が老子に会 った時、龍 のよ うなため息をついた、 とい うよ うに。

長 い雲の問で とぐろを巻き、一般人 には よく分か らない、それ こそ私の心の中にある龍 の

イメージである」62と語 った。

また、読者 による分析は 「九州」と西洋のファンタジー との関係 を うまくま とめている。

「九州」の種族設定は確かに西洋のファンタジーを剰窃 した痕跡 が見えるが、背後には東

洋的哲学思考の味わいがある。絶対的善 と絶対的悪 のようなものが存在 してお らず、普通

の人間に存在す る欲求、困惑、抗争 と喜びが溢れてい る。 「九州」 はファンタジーの世界

であ り、現実の影 であ り、 「道」の思想 も含んでいる。」63

「九州」の世界観は道家の思想 と似ている部分、っ ま り 「荒神」 と 「櫨神」の闘争伝説

をべ一スに構築 された。両者 の戦いによって、蒼荘が誕生 した。蒼荘は無限の大地 とその

上の天空 と星の総称であ り、 「九州」は蒼荘における一つの大陸である。また、蒼荘に存

在する神 は純粋な精神概念であ り、上述の 「荒神」 と 嘘 神」に分裂 された 「神」のかけ

らは人格 と外形 を持ってお らず、喜怒哀楽、欲求、言語 もない。従って、彼 らは天の神様

と言 うよ りも、永遠 に世界の運行に影響 を及ぼすプ ログラムである。 「自然的な意志」 と

解釈できると思 う。敵対 している 「荒神」 と 「櫨神」は人格 と外形を持たず、善悪が未分

な上、互いに補完 し合い、一方が消えれば、 も一方は生き延び るとい う循環のシステムで

ある。 この点で西洋ファンタジーにお ける善悪の対立 とは根本的に異なる。

また、西洋 ファンタジーの特徴 としての 「剣 と魔法」 とい う主題 も 「九州」には現れて

いない。た とえ似 たような設定が現れて も、筆者はその使用手段 と意図が異 なると判定す

る。

例 えば、 「九州」で も 『指輪物語』 と同 じよ うに、指輪 がス トー リー展開を推進す る伏

線の一つ として使用 されている。赤井敏夫 『トールキン神話の世界』が指摘す るところに

よれば、 『指輪物語』における指輪は支配を意味す るものであ り、指輪の持ち主は不死の

存在である。 しか し、指輪の持 ち主は禁忌を侵犯す るとい う意味もある。指輪 を巡 って展

開 された物語は繰 り返 し現れた願望である。持ち主たちの悪運は避 け られ ない宿命 ではな

く、禁忌 を侵犯 した結果である。

62江 南 「彩 虹 的 盤 頭J後 記 『科 幻 世界 奇 幻 版 』2004年4月 、P.32

63「 回 音 谷J『 飛 ・奇 幻 世 界 』2005年1月 号 、P.156
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一方、 「九州」にも指輸が登場す る。それは天駆 とい う組織のシンボル として出現 し、

持 ち主は天駆武士の身分 を持つ。一般的に、天駆武士は指輪 を子孫か弟子に渡すが、継承

者が組織か ら承認 を獲得 できるか どうかは彼 ら次代 である。また、特別 の指輪 は7つ あ り、

内側に銘文が彫 られ、 「七宗主」に属 し、宗主の地位 を表明す る指輪である。 この7つ の指

輪 はス トー リー展開に影響 を及ぼす。

指輪のデザインか ら見る と、二つの指輪は大体一緒だが、 『指輪物語』 の 「中つ国」に

おける指輪が支配 と不死を意味す るの と異な り、r九 州」における指輪は身分を象徴する

うえ、世界を救 うイメージも持 ってい ると思われる。

第二節 ス トー リー

1メ イ ン小説(主 線小説)

「九州」の創 出 目標 は西洋 ファンタジー と対抗できる東洋 ファンタジーである。その上

で、最終的に実現 したいのは、1つ のファンタジー世界の規則を創造 し、作者 は共通 な世

界 を背景に して、ス トー リーを展開 させ ること。 また、新 しい作者が創作 に参加す る場合

は先行す る作品 と既存の地域文化設定を借 りることによ り、世界観や背景 を紹介す る文章

を節約 できること。 さらに、すべての作 品の問は互いに呼応す ることができ共に複雑 で雄

大なス トー リ0の 体系を創 造す ることである。

一方
、 「九州」の設定 とス トー リーはほぼ同時に編纂 されたために、設定チームは長 い

間に設定についての論争に陥 った。江南によれば、 「「九州」の歴 史は小説 の中で説明 さ

れ る」64つま り、設定は小説の伏線 である。また、大角 も 「小説は永遠 に最上位 に位置づけ

られ る。設定は作者に対す るサー ビスであ り、作者 を縛 るものではない。読者 にとって も

心配 はい らない。設定を読まなくて も、八十パーセ ン トが理解 できる小説 こそいい作 品だ

と思 う」65と語った。

従って、小説 も 「九州」に対 して極めて重要な構成部分である。

設定チームが成立 した初期か ら、本筋の歴史に関連す る小説 の創作権限は開放 されてい

なかった。そ して、最 も注 目された部分 について、天神 の間でも論争があった。そのため、

比較的に 「九州」の特徴が表現 されたメイン小説はほ とん ど 「七天神」の作品である。

主要な七人の作家 に特徴に対す る筆者の総括は次の通 りである。

「九州」の読者が江南の個人的な係争 に対 して どの考 えているか、また彼が 「九州門J

事件の際 に一体何 をしたかな どに関わ らず、作品か ら見ると江南の 『九州標紗録』が 「九

州」の代表的作品だ とい うことについて批判できない。r九 州」の全貌 を最も反映す ること

ができ、東洋ファンタジ0の 要素 と歴史の重々 しさを持つのは 『九州標紗録』だ と認 めら

64江 南 「老妖 答1司」『九 州 幻想 』2005年12月 号 、P.158

GSr大 角 訪 談 」 署名 な し 『九 州 幻 想 』2005年8月 号 、P44
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れ てい る。ス トー リーの進 め方、読 ませ るカ、 リズム、また広大な作品に対す るコン トロ

ールの仕方、心を揺 さぶる文章な どの方面に関 して、「九州」の作者に彼 よりもっと良い人

はいないだろ う。r九 州」事業のことに関わらず、これは否定できない事実である。

斬鞍の作品にはファンタジーのよ うな成分が少ない。九州公式 フォー ラムで も豆辮 ウェ

ブサイ トで も、も し 「あなたが最 も推薦す る九州作家は誰か」 のよ うなス レッ ドが投稿 さ

れ た ら、不思議 なことに十中八九のユーザーが斬鞍を支持する。斬鞍の作品は 「秋林箭」、

「博上灯」「水晶劫」などの短編 と 「旅人Jシ リーズがあ り、どちらとも優秀な作品である。

今何在は 『悟空伝』によって、ネ ッ ト上でスターになった。 「九州」に関す る主な創作は

「羽伝説」である。また、九州 ウェブサイ トの成立、雑誌 『九州幻想』の画策アイデアに

関す る功績は消えることはないが、小説創作上では大きな成果がない。

大角は中国の第3世 代のサイエンス ・フィクシ ョン作者 における極 めて優秀 な人材である。

銀河賞を四回受賞 したことがある。彼 の文章は想像力 に溢れ、美 しい言語 と悠遠 な境地が

好評 を呼んでい る。また、 「九州」の歴史 の編集について、抜 きん出た貢献を している。

多事、水泡 と遥控は作品は少ないが、 「九州」の世界設定を確 立させた。その中、別名

SHAKESPACEの 遥控はサイエ ンス ・フィクシ ョンとファンタジーの二つのジャンルで創作 し

た経験があ り、「九州」の縁の下の力持ちの ような人物 と呼ばれている。早期に彼が設定に

ついて行った改訂によ り堅実なファンタジー システムが うち立て られた。彼 ら三人は 「九

州」を創作す る初志は リラックスのためにす ぎず、創作 も当然断片的である。

確かに、「九州」の創作者た ちは実力があ り、武侠 とサイエンス ・フィクシ ョン界の作家

が常に創作に参与 してきた。 しか し、『九州幻想』が創刊 されて以来、原稿が緊迫す る問題

はず っと存在 していた。複雑な世界設定、設定チー ム内部 に存在す る論争はやは り周辺の

自由な作者に とって、創作に参加 しに くくす るものであった。

「九州」に存在す る本 当の問題 は 「現在 の作品か らみる と、系統性 と一貫性が欠 けてい

ることだ。それ に対 して、社会 と自然 に関す る部分は細部 まで設定 されている。また、最

も重大な問題 は支柱 となる作品がない ことだ。既存の短編 は叙述面ではそれぞれの長所が

あるが、ス トー り一の展開や感情の描写には不足がある。換言すれば、私たちには進歩で

きる空問がある」 と大角は指摘 してい る。66

上述のよ うに、最 も 「九州」の全貌 を反映 し、東洋ファンタジーの要素 と歴史の重々 し

さを持つのは 『九州標紗録』 だと認 められ てい るた め、私は主に 『九州標紗録』を紹介す

ることで、 「九州」シ リーズの小説の特徴をま とめたい と思 う。

江南の創作計画 によると、 「九州」の胤朝全後を 『九州往世書』、『九州標紗録』 と 『九州

揮閣景』三つのシ リ0ズ に分け、創作す るつも りであった。すべ てのシ リ0ズ は蛮族 と東

陸の覇権の奪い合 いに主眼 を置 く。奄父、河絡はほ とん ど登場 しない。羽人 との問にい く

6(「 大 角 訪 談 」 『科 幻 世 界 奇 幻 版 』2004年4月 号 、P.2
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つかの国境都市の争奪戦があるが、羽人種族の国内のできごとについては書いていない。

廃位 させ られた羽人の御姫様 が主役のひ とりとして登場するだけだ。

『九州往世書』は標紗録 シ リーズより40年 前の歴史を描写 し、胤帝国の絶世兵法家であ

る公 山虚が帝国の九番 目の皇子 白清羽 を補佐 し、二度 にわた り蛮族に北伐 した物語 である。

『九州標紗録』が描 く王朝の晩期 には、帝 国は16個 の諸侯 の国に分裂 し、北陸 も内乱に

陥ったため、乱世 の時代入った。主人公姫野 と呂帰塵は南北帝国未来の君主の身分 として

登場す る。彼 らは誰道軍事家の項空.月、天演士の西門也静、歌吟者の羽然、冥殺暗殺者の

龍嚢 、不動大尊の息韓 と合流 し、天駆武士七星歴史 を再現 した。 かくて、南北対抗時代が

始まった。

『九州C』 はそれか ら120年 後 を描 いている。姫野本族 の子孫は弟姫昌夜の子孫 に

追い払われ、単独 の 「野王」族になった。各種 の事件 を経て、姫雲烈は再び 「野王」の一

脈 に地位 を奪回 させた。 そこで、東陸晟王朝はk王 朝 に取って代わ り、歴史上後k王 朝 と

呼ばれた。

最 も力量を感 じさせ るのは 『九州標紗録』シ リーズであ り、『蛮荒』、 『蒼雲古歯』、 『天

下名将』、 『辰月之争』、 『一生之盟』 と 『豹魂』の六冊が出版 された。 『九州標紗録』

シ リーズに属す最初の作品は 曉 歯」 とい う中編小説であ り、 『科幻世界奇幻版』 に掲載

した後に好評 を受 け、科幻世界雑誌社か ら出版 された 『2004年 中国奇幻小説選』に収録 さ

れた。 この小説 か ら、 「九州」世界における東陸人 と北陸の 「蛮族」が次第に定義 され、

江南 自身やその他 の作者 による作品の中で発展 していった。一連 の小説 は単一ス トー リー

の形式で掲載 され、描写対象 は近いものの、厳格 なプ ロッ トや論理上の整合性 が全 くない。

さらに、い くつかの齪酷が見 られ、時に事件 の時間順 も多少逆 さまであ り、理解 しに くい。

従 って、 「標紗録」 と名 づけ られ たのである。その後 、文章が一定数量まで蓄積 し、連続

できる筋が現れた時、江南 はス トー リーの歴史順 をきちん と整理 し直 した。 また、添削 し

潤色 した後 に、長編 の単行本 として出版 された。また、短編の作品 「九州標紗録 ・歌行者」、

「星野変」、 「最後的姫武神」 と 「九州標紗録 ・燕子焚」な どもこのシリーズに属す る。

それ以外に、 『九州揮閣景』は 『九州志』に連載 された。いまだに未完の状態である。

しか し 『九州志』 は北九州チームが仮想世界観 を建築す る際の地形のモデルであると江南

は語 ったG7。 『九州志』は1つ の世界観 の体系であ り、異なった作者たちが この体系 を通 じ

て世界観 を広 げることができる。 「私達は10年 間に近い時間を投 じ、およそ60作 以上の小

説が 『九州志』 とい う体系を構成 してい る。すべての小説 は続いてお り、私は一作だけを

書いてお り、残 る50余 作はすべて彼 らが書いた ものだ。」68

67江 南(2007)『 九州 志 』

G8「江 南 掲 秘 九州 志 世 界 観 称 小 説 遠 泳 不会 完 結 」2012年8月29日 騰 訊 〈

http:〃games.gq.com/a/20120829/000290.htm>(参 照2013一 肇2-11)
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江南の作品は確かに気迫 に満 ちている。しか し、常に歴史 を剥窃 した と非難 され る。福州

の読者王爾陽君がかつてこ う尋ねたことがある。 「江南にひ とつ聞きたい ことがあ ります。

『宋史』をバクった として も、 もっと痕跡 を消す ことができなかったのです か?僕 はず っ

と作者 はわざと 「繰紗録」シ リーズを 『宋史』に似 させたのではないか と疑 っています」。

この質問に対 して、江南は自分の手元には 『宋史』はない と回答 した。 さらに 「「最後的

姫武神」に対 して、王君はその疑念 を持 った と思います。内部事情を明かす と、 「最後的

姫武神」は確かに、私が書いた偽史小説 「燭影斧声Jに 基づいて書 き直 したものです。 「燭

影斧声」 には姫野 とい う人物は登場せず、主人公 は確 かに宋太祖本人です。従って、小説

の後半か ら姫野を趙匡胤に読み替 えても成立 します。当然ば らすのは今回だけ。これか ら、

筆記小説や史料を引用す る場合 、私は しっか り隠 します」69と回答 した。

一方
、江南は自分がファンタジー小説に対す る定義を 「本質的には幻想 と娯情の小説 であ

る。第一は限 りない想像力 である。第二は娯楽性である。私が創作す る時 も 「もしも歴史

上、ある事件 が起こってなかった ら、世界 はどうなっていただろ うか」 とい う構想の方法

で小説 を創作す る」70と発言 した。

2そ の他の作家 の作品

「九州」が開放 され る創作モデル を宣伝することとは裏腹 に、歴 史的大事件に関係す る

長編創作 はまず設定チームの許可を得なければな らない。その他の中編 と短編小説 は投稿

自由である。創作 自由の架空世界であるが、基本的 に創作チーム と読者に認可 され てはじ

めて、 「九州」世界の小説 と呼ばれ る。

『九州幻想』が2009年7月 に、2009年 までの優秀な作品12篇 をま とめ、 『九州幻想四

年』 として出版 したことが ある。また、付録の部分 に編集者 に優秀 と認 め られ た作品の リ

ス トをま とめた。一段階の総括 と言えるだろ う。

この12篇 の作者 はほぼ自分の意志で、 「九州Jの 創作に参加 した。 「幻想 が自由を意味

す るだろ う。 しか し、なぜ 「九州」 を選択 したかは 「九州」 自身が幻想 ジャンル に規則 を

示す幻想 の形式であるか らだ」71と薫如麸により指摘 された。

サイエ ンス ・フィクション作家 と西洋 ファンタジー作家を除けば、作者 中の相 当な人数

が武侠小説作家である。架空世界 「雲荒」 を創 出 したチームの一員沈理理 はイ ンタ ビュー

で 「2003年前後、武侠小説作家たちには次第にファンタジーを創作す る願望が生 じた。 『指

輪物語』を読んだ後、漁月(チ ームの一員)も 創世 したい と思 うようになった」と語った。

72

figr江 南 訪 談 」 署名 な し 『科 幻 世 界 奇 幻 版 』2004年4下 半 月 号 、P.26

7。「江 南 訪 談 」 署名 な し 『科 幻 世 界 奇 幻 版 』2004年4下 半 月 号 、P.26

71「島 的&公 寓 辮 如 懸 訪 談 」 署 名 な し 『九 州 幻 想 』2005年10月 号 、P.34

72『 九 州 幻想 』2006年11月 号
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これ らの作者は もともとファンタジー を創作 した経験がな く、ほ とん どがサイエ ンス ・

フィクシ ョン、西洋ファンタジー、または武侠 などのジャンルか ら転入 して来た。ここで、

1つ の問題が発生 した。 どのよ うな小説 が 「九州」シ リーズ と認 め られ るか、である。特

に、長編小説 は一番判断 しに くい と思 う。筆者 は論議 を呼んだ 「桝珠夫人」 に関す る事件

か らその一端を うかが うことができると思 う。

「桝珠夫人」は本来 『科幻世界』に連載 された中編架空歴史小説である。二人 の主人公、

方鑑明 と帝旭 との絆が全篇 を貫 く鍵 である。作者薫如悪は二人 の主人公の少年時期 を追憶

しなが ら、兄弟 の情を深 く描写する。全体的に悲 しい基調 を引き立たせ、優美な文字 と極

めて感動的なプ ロッ トで読者か ら好評を得た。

それで、薫如蘇 はある読者 か ら 「九州J小 説を創作 してみないか と問い詰 め られ たこと

がある。薫如蘇は確かに同 じよ うな提案 した人 がいると回答 しなが ら、今の 自分は 「九州」

の創作 には堪 えない と感 じると語った。 「「九州」の設定はあま りに巨大であ り、時間 を

かけて勉強す る必要がある と思 う。 また、今 自分が執筆 している作品 もある。 自分は真剣

に 「九州」の設定を検討 したい し、気軽な態度で 「九州」に対応 した くない」73と回答 した。

しか し、2006年 に 『九州斜珠夫人』 出版決定のニュースが駆 けめ ぐった直後 に、も う1

篇のインタ ビューが掲載 された。今回の単行本 は以前雑誌 に載せ た文章 とどこが変更 され

たか と質問 されて、彼女は 「まずは 「九州」の二文字 をつけま した。次に、設 定の方面で

は蘇氷、今何在 と花盆君が協力 して くれて、す でにr九 州」 の体系になっています。最後

に、約1万 字を増や して、主役の少年時期 の物語 を加筆 しま した」 と語 った。74

このよ うに本来は 「九州」 シ リーズに属 していない架空歴史小説 、つま り 「桝珠夫人」

が 「九州」に吸い込まれた。確かに、作品のレベルは高いが、人々か らただ 「九州」の二

文字をつければ、シ リーズに入れるのか とい う疑問が出された。

「桝珠夫人」の先例があったため、 「魅生」シ リーズの作者である楚惜刀 にも読者か ら同

様 に 「魅生」シ リーズを 「九州」に組み入れ よ うとい う提案があった。r桝 珠夫人」 と同

様 に文字が優美 な文章である 「魅生」 シ リーズであるが、結局 「九州」マークを得 ること

はなかった。その原因を追求 した ところ、中国の文物の実際の名前が大量に用い られ、現

実的すぎるか らとの声があった。

「九州門」が起 こる以前、特に早期 「九州」は一体 どんな文章 を求 めていただろ うか。

江南 はかつてこ う語った。 「ある立場か ら見 ると、 「九州」と西洋 ファンタジー とは非常

に違 いがある。 もちろん、我 々の世界 には 自然のエネルギーが操縦できる秘道家(魔 法師

に類似す る)、 不思議な生物(龍 、専梨、大風)、 英雄(天 駆武士)な ど、 ファンタジー

小説 の 「定番の要素」に認 められ るものもある。 しか し、更に深 い次元で、私達 は厳格 な

73「『棚 珠 夫 人 』Q&Aj『 飛 ・奇 幻 世 界 』2◎◎5年5月 号 、P.117

74『飛 ・奇 幻 世 界 』2◎05年1月 号
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仮想の世界環境 において、歴史 と人間性 について思考 している。私達 の本 はいい評判 を得

たいが、放縦 と誇張を手段 として、 目的に達す るわ けではない。我 々が 目指す風格 は相対

的に厳格かつ重厚な もので、適切な英語で説明す るとすれば、それに当たるのはdarkで あ

る。」75

また、「九州」には戦争が多すぎ、ス トー リーのパター ンが少 ない とのク レームに対 して、

大角 は 「「九州」はまだ歴史全体の骨組みを編纂す る途上で あり、戦争が多 く書かれてい

るのも当然である。市井の小説を書きたくないわけではな く、時間がなかったJと 語った。

76

設定チームの二人が発言 した 「九州」小説 に対す る要求によって、「桝珠夫人」と 「魅生」

との異 なる点を比較 しなが ら、 「九州」 シ リーズ小説への選抜条件 をま とめてみたい と思

う。

その一、厳格な架空世界が必要である。 「魅生」シ リーズの現実感はあま りにも強烈で、

架空世界におけるス トー リー と言 うよ り、陰陽師ものに近い。

その二、歴史 と人間性に対す る思考が必要である。 「桝珠夫人」を恋愛小説に分類す る人

もいるが、全文で描写 したのは主に国家中枢機 関に関わるス ト0リ ーである。一方、 「魅

生」シ リーズは大角が提出 したr市 井の小説」 に属す ると感 じる。

3そ の他 の作品形式

r九州」はずっ と原稿が不足 していたため、今何在 は 「大九州」 とい う概念 を貫徹す る

ことを決心 し、2006年 の初めから原稿 を募集 し始 めた。また、中国人の想像力 を開拓 しよ

うとい う信念を持っている大角は提案を支持 した。大角の考 えはこ うだ。 「大九州」は一つ

の試みであ り、い くつかの有名な作者 も参加す る予定である。それ らの小説がr九 州」か

どうか、主にみんなのフィー ド・バ ック、つま り読者の判断によって決 める。

それか ら、 『九州幻想』 は可能性 を開拓するため、い くつかの試みを実現 した。その他

の世界の作品を受 け入れ、各界の作家 を招待 し、雑誌 自身 を一つの幻想文化 プラッ トフォ

ーム として3年 の間プ ロジェク トを運営 した。

前述 の 『殿滅 之城:生 命副本』 と 『殿滅 之城:地 球砕塊』はもともと2つ のプロジェク ト

であった。2009年 に、『九州幻想』が再開する際、阿豚が 『九州幻想』の編集 の仕事 に参加

してから始 めたシ リーズである。2010年 に 『九州幻想』がro冊 出版 され、毎号に 「殿滅之

城」に関す る文章が1篇 掲載 された。2009年 か ら2010年 にかけ、『九州幻想』に 「看不見的

城市」シ リーズが9編 、「城市殿滅」シリーズが11編 発表 され、SF作 家、ファンタジー作家、

武侠作家は共に参加 した。

75『 科 幻 世 界 奇 幻版 』2004年4下 半 月 号 、P.25

76「 大 角 訪 談 」 署 名 な し 『九 州 盤界 』2005年8月 号 、...
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また、い くっかのプロジェク トは、その集大成 はまだ出版 されていないが、高い名声 を

博 している。例えば、『九州幻想』がすべての男性SF作 家を招いて、未来の母系社会 を想

像 し、社会地位 が低い平民スーパー ヒm一 を描写 して もらった 「母系氏族」 シ リ0ズ 。

また、 「2050年 的語文課本Jを タイ トル にす るシ リーズは、2050年 の国語 の教科書の疑似

編纂 であ る。 この2つ のプaジ ェク トはすべて大角が リー ダー とな り、 自分たちの風格 と

互いに符合す る作者 と読者 を探すために開催 された。

これ らのプロジェク トは幻想文学の意味を掘 り起こすには、あるいは読者 の想像力を開

拓するには意義があると認 め られている。 しか し、サイエ ンス ・フィクシ ョンへの偏向が

あ り、ターゲ ッ トとす る読者 の位置付 けがずれてい るも言 えるだろう。

もう一つ注 目され るプ ロジェク トは 「東方幻想」の雰囲気が溢れてい る。今何在が提案 し

た 「海国図志」シ リーズである。『鏡花縁』 と似ていて、九州大陸以外の不思議 な都市を描

写す る国巡 りのシ リーズである。 しか し、上述のよ うに九州 に必要 とされたのは厳格な架

空世界 と人間性を思考す る文章であるとい う結論か ら見ると、これ らの文章は 「九州」の

メイン小説を豊かにさせ るものではない。そ して、「海 国図志」に現れた不思議な国々が 「九

州」大陸の一部分か と質問された際、公式サイ トはrい いえ。 しか し将来九州の拡張部分、

あるいはよ り大きな世界設 定になる可能性 は排 除 しませんJ77の ように曖昧に回答 した。

従 って、『九州幻想』 の読者か ら 「純九州」小説を読みたい とい う声が次か ら次へ と発せ

られた。また、購買熱 も下が り続 けた。

ところが、その一方で歌やマ ッ ドムー ビー、っま り既存の音声 ・ゲー ム ・画像 ・動画.ア

ニメーシ ョンな どを個人が編集 ・合成 し、再構成 した もののよ うな同人作品が次々に創作

された。

歌の代表作は 『九州 ・標紗録 ・乱世歌行』 と 『九州 ・虎牙 ・槍魂』である。ほ とん どの

歌は 「九州」シ リーズめ小説 を題材に して創作 され た。

そ して、2011年7月8日 に、舞雲 島主人は動画投稿 サイ トである優酷に 「江南今何在」 と

い うマッ ドム0ピ ー をア ップロー ドした。一般 の同人作品 と異なるのは 「九州」を題材 に

す る同人作ではなく、 「九州門」事件 を背景 に し、 『東邪西毒』 と 『東方不敗』な どの映

画 を編集合成 し、再構成 した ものである。歌の歌詞 も 「九州門」事件 を描写 している。 こ

の作品は非常に深い意味を持ってお り、第四章の物語 消費に関す る部分で検討す る。

第三節 九州 の設定 と小説の関係

第一節 と第二節 で小説 と設定 との調和問題が存在す ることに言及 した。最 も高 く評価 さ

れている 『九州標紗録』 にも時間順の乱れ とス トー リー論理の不整合な どの問題 が存在す

77「雲 中客 淺jr九 州 幻 想 』2006年11月 号 、Pj16
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る。また、 「九州門」事件によって、設定のバー ジョンも2003年 にオフィシャルサイ トに公

表 された基礎的な設定に後退 した。

「九州」の多 くの小説が読者 の心の中で高 く評価 され る理由は独特な設定に も関係があ

る。設定も小説に用い られ る。 しか し、厳密な意味では、実は 「九州」には架空世界 を支

える小説 と架空設定はない と思 う。従 って、小説 と架空設定 との間の リンクも厳密 とは言

えないだろ う。 これ も普通の読者が 「九州」を理解 しに くい根本的な原因である。

その上、小説 と設定 との各種の衝突が存在す る。 「九州」 を創作 したいが、設定に文句を

言 う人々がいつ も、執筆能力がある人 ならば設定なんか気 にしない と非難 されたにも関わ

らず だ。主要な作家 も 「九州」を支えるのは設定ではな く、小説であると公言 した。 実際

に、小説 が設定か ら与え られた影響は軽視 してはいけない。主要な作家を見渡す と、何人

かがず っと設 定を守 りなが ら、創作水準 を維持 しているのを除いた ら、ほとん どの作品は

設定を打ち破 ることによって、 レベル を保 っている。そのため、 「九州」の設定は何度 も直

してはいけなくなった。 さらに、主要な作家は新人に対 して、厳格な設定を守 らせ よ うと

して も、 自ら模範 となっていない。

確かに、「九州」では創作 は勝負のよ うなものであ り、よいものを書き、選ばれた ら、「世

界規則」 を変更できる権限が与えられ る。 しか し、何度 も変更 され る設定は、参加者の創

作積極性 をくじいてきた ことも確かである。

「九州」の設定チームは非常に想像力を持っている。 これは 「九州」の設定か ら見出す

ことができ、ハイファンタジー と同 じよ うに、人種か ら歴史まで、地理か ら風習までの設

定が細分化 されてい る。 しか し、 「九州」作品は設定を小説 に溶 け込 ます ことが うまくでき

てない。 これ も一部の読者 が 「九州」 をファンタジー小説 と認 めない一つの原因である。

ス トー リー と設定 との関係 について、大塚英志は 「一話分エピソー ドの中では直接的に

は描 かれない細かな〈設定 〉が無数に用意 されているのが常なのだ。 この〈設定 〉が多い

ほど、一話分の ドラマが受け手には リアル なものとして感知 され る。そ して これ らのひ と

つひ とつの〈設定 〉は全体 として大 きな秩序、統一体 を作 り上げていることが理想であ り、

〈設定〉が積分 された一つの全体を〈世界観 〉とアニメーシ ョン番組で書かれ た表 向きの

ドラマは、〈世界観 〉とい う全体か ら見た時,異 なるプ レイヤーの手にかかれば異なる物

語 が出現す る可能性 だってあるのだ」 と指摘 している。78

それでは、「九州」の設定 と小説は一体 どうい う関係だうか。 この関係は外国ファンタジ

ー
、架空歴史物語 とはどう区別できるかも探求する問題 になる。 また、 「九州」における設

定 と小説の関係 も中国の 「東洋ファンタジーJと 晒 洋 ファンタジー」 との対照になるだ

ろ う。

78大塚 英 志(2001)『 定 本 物 語 消 費 論 』 角 川 書 店 、P.12
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「九州」は よく 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」 と比較 されるため、まず 「ダンジ ョンズ&

ドラゴンズ」の中国での普及ルー トを簡単に紹介する。

序章で述べたよ うに、1990年 代、 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」がコンピュータ ・ゲーム

に伴 って、 中国に入 った。 しか しそれは全 く公式的な輸入ではな く、民間で自発 に広がっ

た ものである。そのため、伝播路線 を探 究す るのは簡 単ではない。 しか し、朱学桓 とい う

人が最初の リーダー として、 よく知 られている。朱学桓は台湾人、1975年 に生まれ、台湾

の中央大学電機系 を卒業 した。奇幻文化芸術基金会の創立者兼執行長 であ り、奇幻基地出

版事業部の画策 と顧問を担 当 している。

2000年 、朱学恒は 『指輪物語』を翻訳 した。台湾ではよく売れ、約80万 冊販売 された。

その後、彼は 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」の代表的作品 『ドラゴンランス』 シ リーズ7部

の長編小説を続々 と訳 した。また、1000万 台湾元 を提供 して奇幻文学基金会 を創 立 し、台

湾の若者 が民族的なファンタジース トー リーを書 くこ とを奨励 した。

大陸の若者 はネ ッ トワー クを通 じて、台湾の翻訳 を読んだ上に、ファンタジーに注 目し

は じめた。董寧は こう指摘す る。 「しか し、た くさんの若者 はこのよ うな文化を受容 した

としても、その背後 にある 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」の規則 を意識 していない ことは明

白である。彼 らが接触す るのは 『ドラゴンランス』か 『バル ダーズ ・ゲー ト』のよ うな、

「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」の規則 に したが うゲ0ム や文学作品である。 また、大陸では

朱学恒のような人が現れてない。 しか し、『ロー ド・オブ ・ザ ・リング』の売 りあげをみれ

ば、大陸の若者の受け手が どれ ほど存在す ることが理解できるだろ う。」79

また、大陸では 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」 に関す る出版物はルール ブ ックしかない。

翻訳 と出版はファンたちが 自発的 に行 った。 この本 は460ペ ー ジもあって、敷居 が高 く、

規則 を熟知す るのはシナ リオを提示す るゲー ムマスター しかいないだろ う。従 って、テー

ブルRPGは 広 く受けるとは言 えない と思われている。 「間違いなく、青少年に広 く受けた

のはテーブルRPGで はなく、460ぺ0ジ の規則 だろ う」 とも董寧は指摘 している。80

上述 のよ うに筆者 は中国の若者 に作品 として読まれたのは 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」

のルール ブックであると思 う。

しか し、 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズJル ールブ ックは受 け入れなが ら、なぜ創作 され た

「九州」 には商品価値が生 じないか とい う問題 について、筆者 は以下の3点 のよ うに分析

した。

第一に、世界 の表現方法が違 う。 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズJの 形式は多様化 されてお

り、テーブルRPG、 コンピュー ターゲーム、アニメや漫画、または文学などの形式で同時に

79「欧 爽 「文 化 纏 入」杁 少 年 狐 起 」法 治 週 末 、20歪3年4月16獄 く

撫/ww1鍵 鯉 泌 礁 ユ趣 ㎏ 撫 泌 慮 璽1・M・1/24鉱 〉(参 照20/3一 玉2-13)
80欧 美 ヂ文 化 植 入 」杁 少 年 揮 起 葺去治 週 聚、201.3年4月/61=1<

}澄 〃wwwl囎alw憩 眺lvcn加dox)1滋 △圭、面x/ar窒ieie/id/24鱗 〉(参 照2C?13…1Z-i3)
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表現 され る。一方、 「九州」の運営 を支 えるのは文学 とい う唯一の形式である。 はっき り

言 うと、 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」の主体 は小説ではな く、ルールブ ックに従 うゲー ム

が利益を得 る。翻訳 とい う要因を排除 して も、 「九州」の小説 の品質は 「ダンジ ョンズ&ド

ラゴンズ」公式小説 より優れている と評価 され る。 しか し、 「九州」のメデ ィアは確かに

弱点である。小説 を唯一の商品形式 とした ら、受 け手を引きとめるため、品質が よい作品

を連続 して登場 させなけれ ばいけない。

第二に、読者 に対す る吸引力。 「ダンジョンズ&ド ラゴンズ」の主体はゲームである。 こ

れ らのゲー ムはすべて規則か ら派生 した ものである。派生 した小説 も 「ゲーム文学Jに 分

類 できると思 う。一方、 「九州」は受 け手を引きっ けるのは文学 しかない。根本的に、文

学は作者 と読者 との相互解読である。それに対 して、ゲー ムのプ レーヤーは 自分 しか持 っ

てないキャラクターで、深 くゲームに入 り込んだ感覚 を得 られ る。一方、 「九州Jに お け

る小説創作 とい うのは、参加型 の文学創作ゲ0ム である。 しか し、ルールが十分 に完備 し

ていないため、ゲーム としては十分には遊べないのだ。

第三に、商業運営 について。 「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズJの 誕生はち ょうどファンタジ

ーブームの時期 に載 った。大量のファンタジー小説 とコンピュー ターゲームが同時期に現

れ、多 くのプ レーヤーが 「剣 と魔法」に興味を持 った。その上、 「ダンジ ョンズ&ド ラゴン

ズ」の著作権ははっき りしている。 ジャンル も明確である。 これ と比較する と、まだ模 索

の段階である 「九州」は同人活動のため著作権が曖昧であ り、商業 を利用 し、利潤 を上げ

ることは困難であった。

「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」 と 「九州」 との比較 を通 して、小説 と設定 との関係を再び

検討 したい。

明 らかに、 「九州」ではメイン小説 の地位 は設定 より高い。設 定は小説 を書 くための背

景 として作 られた と言 うよ り、む しろ作品に引き立たた されている。一部の作品は確 かに

設定を剥離す ることができないが、ほ とん どの 「九州」作品は設 定を剥離 して も依然 とし

て良いス トー リーである。その上、 「九州」の設定に接触 したことがない人 にも理解 不能

な感覚 を与えない。

従 って、作者 はr九 州」はファンタジー と名乗 るが、実際には完全 に東方架空歴史的な

武侠小説 として読めば、違和感 もない。楊騰 も 「九州」を架空歴史に分類 した81。個人的な

定義だが、架空歴史小説 とい うのは、時間的には完全に架空の歴史段階 を創造 し、空間的

には架空歴史に現れた人や事件がすべて現実の中の人や事件 と一定の関連があ り、特 に、

基本的な世界構造 と自然の法則は現実 とは区別できない。 これ もファンタジー と架空歴史

の相違点だろ う。

「九州」 も大体は架空歴史小説であ り、特にファンタジー に傾 いている作品もない。実

xi楊鵬r関 干奇幻図書井噴的思索一浅析 当前奇幻 図書 出版態勢」『出版広 角』2006年03月 号、P.16
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は、 このよ うな架 空歴史の設定はよ り多 くのファンタジーに接触 した ことがない読者 に対

して、魔法を中心にす るファンタジー より受けやすい と思 う。 これ に加 えて、r九 州」の

シ リーズで最 も人気 がある江南は歴史をず らして小説 を創 作す る方法 を主張 したため、歴

史要素が さらに際立った特色になった。

その一方で、 「九州」の作者たちはすべて設定が作品 より高い地位 を持つ ことを望む。

この 目標 は果た されていない と思 うが、 「九州」全体の発展に対 して決定的 な意味合いを

持っ と指摘 されている。

創世、民族、地理、宗教、歴史な どに関す る設定を含め、 「九州」の設定はハイファン

タジーになる潜在能力を備 えてい る。一般的 に、 もしある架空世界の設定が この程度 まで

に詳 しくなった ら、それ は独特 な世界観 と哲学 を持つ もので ある。 この点については 「九

州」では設定か ら見 ると優秀な レベル に達す るが、 しか し、作品か らは優秀 さを見出す こ

とができない。 また、ほ とん どの設定は小説 に書かれていない。つ ま り、これ ら魔法体系

は どれ ほど厳密な ものになった としても、受け手に受容 されていない。確かに、た くさん

の妖怪、悪魔、異民族 と魔法の設定が作 られたが、意外に も小説に描写 され ると、武侠小

説 と同 じよ うな雰囲気 になって しまった。確 かに、架空歴史小説や武侠小説 は上述の よう

に中国の読者 に読みやすいが、せ っか く作 った極 めて完備 した世界設定を浪費 しただ けで

あった。

武侠小説の中国における影響力は語 るまでもない。 「九州」が武侠的要素を備 えてい る

ことも明 白であるので、ここでは詳 しく述べない。確 かに、健全 な 陳 方奇幻」は構築 さ

れていないが、架空の歴史の東方 らしさ、および武侠小説 の要素、 「九州」の備 えたこの

2つ の基本的な特徴だけで、 中国の読者 に とっては最高に受け入れやすい ものとなった。

「もともと、西洋に武侠がない よ うに、東洋には伝統的なファンタジーがない。私は東

方的ファンタジーを創 り出す ことを望んでいる。東方的なファンタジーはSF小 説で も歴史

小説 でもない」82とかつて水泡 が語ったよ うに、 「東方奇幻(東 洋 ファンタジー)」 を創 り

出す ことの困難は推 して知 るべ しで ある。また、西洋 ファンタジーの受容 は必然的 に変形

を伴 う。

澹月はかつて こう語 った。 「ファンタジーの中国化には武侠 との結合が最 も適切な方法で

ある。武侠化す る方法以外 に、神話や 『還珠楼主』の ような神話+武 侠 とい うや り方 もあ

る と思 う」83。また 晒 洋 ファンタジ0で あろ うが、中国の武侠であろ うが、みな多かれ少

なかれ現実の投影である。そのため、西洋ファンタジーの作品モデル をそのまま写 しても、

中国国内では全 く通 じない と思 う。現実だけではな く、歴史 も同 じよ うなものである。 中

国 と西洋 の歴史では、人文的価値観 も違 う。機械的 に当てはめても、いい効果 を生むわけ

82「 名 家 訪 談 新 警 察 故 事 」 『九 州 幻 想 』2006年1月 、P.50名 家 坊淡

83「 澹 月 的 訪 談 」 『科 幻 世 界 』2004年8下 半 月 号 、P.!32
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がない」と分析 した。その上で彼女 は 「九州」について、歴 史+江 湖」であると総括 した。

また、「修仙」、r山 」、r仙 島J等 はすべて 「江湖」の延長線上にあると指摘 した。

確かに、古典的な西洋ファンタジーは作者 に心に深 く隠 されてい る宗教的意識の上に作 ら

れた作品が多い。それ に対 して、中国人 にロマンを感 じさせ るのは 歴 史」 と 「江湖」か

もしれ ない。

「九州」 と歴史 との関係 は前文で証明 したが、 「江湖」が 「九州」に一体 どう関わってい

るか、も う一度検討 しようと思 う。

岡崎由美によれ ば、「中国の書物に、「江湖」とい う言葉は古 くか らある。日本語では、「江

湖」 はたいてい 「天下」 「世間」「世 の中」 と訳 されている。 これは もうまった くその通 り

で、国土のことを 「山河」 とい うように、r江 湖」は川 と湖によって広 く世間をさした。中

国で最 も長い川 「長江」 と、最 も大きな湖 「洞庭湖」 を併せてr江 湖」 とし、世の中を表

した もの ともい う」。 また、唐代伝奇 に出て くる 「侠」 「侠士」 と呼ばれ る連 中が普段身を

隠 している普通の人々の社会 を 「江湖」 とい う。 さらに、『水濫伝』では 「江湖」 とは一所

不住 で天 下を渡 り歩 きなが ら、一匹狼の好漢 同士がネ ッ トワークを築 く社会なのである。84

確かに、 「九州」にはそれぞれいくつかの秘密組織 が存在す る。その中のかなめとなる組

織、つま り 「天駆武士団」 は 「江湖」 との役割 を担当す る。武侠小説における 「江湖」の

ようなネ ッ トワー クを持つ。 も各地 を転 々 としなが らそれ とも市井で生活 している。 しか

し、いったん九州に戦争の火 の手が上がる と、天駆の首領は鷹のマークが記 された手紙を

出 し、天駆武士は手紙 を受 け取 るやすべて を捨て、天駆武 士の共通の 目標 のため戦 う。

従 って、天駆武士の設定は 「江湖」にお ける 「好漢」と似ている。また、共通す る特徴 と

して組織、侠士、身分 を隠す ことな どが挙げ られる。

8堵岡 崎 由 美(2002)『 漂 泊 の ヒー ロー 』 大 修 館 書 店 、P.5s
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第 四章 「九州」の物語消費構造 と作者 と読者 の関係

第三章で、筆者はテ キス トについて分析 し、 「九州Jの 設定 と小説 との関係 を分析 した。

「ダンジ ョンズ&ド ラゴンズ」の小説、ゲームや運営モデルを 「九州」 と比較 した上で、中

国では代表的なファンタジー作品r九 州」 は西洋 ファンタジーを受容 しなが ら、設定 と小

説 との間の関係 に変化が生 じたことを証明 した。

しか し、 「九州」の複雑な形成 の過程 と作品モデル を分析するに当たって、一般 の作品の

よ うにテキス トのみの分析では全貌を明 らかにすることはできないと思 う。

まず、早期の 「七天神」の ような多数の作者が共 同で創作するモデル はいまだかつてな

い。次に、後期か ら、「九州」が創作権 を開放 した ことで、独 自の旗印を掲 げた と言えよ う。

多数の作者 の共同創作 と創作権 開放のモデル によって、独特 な作品モデルが形成 され た。

最後に、インターネ ッ トの普及に伴って 「九州」は大 きく発展 を遂 げた。 また、専門雑誌

も創 立された。もともと特殊 な読者、作者、作品の関係 はメデ ィア ミックスの環境下では、

更 に深い意味を持った と思 う。確 かに、「九州」はず っと中国架空ファンタジーの一里塚 と

呼ばれてお り、また、ネ ッ ト文学においても特に優秀 な作品である。 しか し、現在 に至る

まで明確に分析 されてない肝心な点は ここにある。

っ ま り、「九州」の発生、発展、更には盛衰 のプ ロセスを分析す る鍵 は、「九州」が置か

れた特殊なメデ ィア環境下における読者 、作者 、作品の問の関係である。あるいは、「九州」

の物語消費構造 と作者 と読者の関係 である。

第一節 作者 と読者 との関係

1作 者 と創作

「九州」の作者 と言 えば、インターネ ッ トのユーザーに よって選抜 され た設定チームが

最初に認 められた公式作者 とい うこ とになろ う。っま り、 「創世七天神」 と呼ばれた江南、

今何在、大角、斬鞍、遥控、水泡そ して多事である。

七人の経歴 を対比す ると、い くつかの共通点が発見できる。

その一、チー ムが構成 され た際、その中の四人が海外 に住んでいた。江南 と遥控 はアメ

リカで学校 に通い、斬鞍 と多事は働 いていた。

その二、七人はほぼ高学歴である。

その三、七人の専門、あるいは仕事は小説創作 と関係がない。 た とえば、江南の専門は

分析化学で、大角の専門は建築学、今何在の仕事は広告業関係で、多事は生物の科学者で

あ り、アメ リカで癌に関す る研究を していた。

その四、七人の中に、70年 代生まれが五人いる。

その五、ほとん どSF小 説 を執筆 した ことがある。

2002年1月15日 に、中国互聯網信 息中心(CNNIC)に 発表 された第九回 「中国互聯網発
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展状況統計報告」 と結びつけることによって、ある程度 この共通点について解釈 できると

思 う。

11年12A31目 の段 階 で 、我 が 国 でイ ン ター ネ ッ トに繋 が る コン ビy,_._'タは1254

万台 に達 し、 去年 に比 べて40.6%増 加 した。 また、我 が国 ではイ ンター ネ ッ ト利用 者

はす で に3370万 人 に達 し、去 年 よ り49.8%増 加 した。 さ らに、 国 際 ライ ン容 量 は

7597.5Mに な り、去 年 よ り1.7倍 に増加 した。85

中国の全人 口に対 して、ネ ッ トを使 える人数 は極 めて少なかった。 このこ とは 「九州」

設定チームになぜ高学歴者 と海外組が多いかの説明になるだろ う。

この2つ の要因に よって、「九州」設定チー ムのメンバー と作品のレベルが保証 された。

文学 に関す るウェブサイ トが営利事業 を開始 した際、ネ ッ ト上にはレベルの低い作品が大

量に現れた。それ に対 して、 「九州」はずっ と小説の品質を維持 し続 けたのだ。

また、早期の 「九州」がなぜ読者 の好感 を獲得 したか とい うと、単に品質がいい作 品が

読めることだけではな く、作者の創作理念 とも関係す る。

江南 の小説 は歴史 を原型 に して創 作 されたが、歴史 の大きな流れ を追求す ることではな

く、小 さいエ ピソー ドを書 くのが好きだと彼は語ってい る。 噛 分 に書かれ る人物はもはや

歴 史年表の中の単なる一つの記号ではな く、生き生 きとした人物であると感 じる。歴史の

教科書や普通の通史の中にはこんな生き生きする人物は登場 しない。 また、 自分が書 こ う

と思 っている 「標紗録」の物語は乱世の時代に生まれた。戦争 で社会秩序が乱れた世 を舞

台に、歴史人物の面影 を帯びた英雄 たちが次々に登場 し、高 らかに歌い踊 る。最 も重要な

のは彼 らがみな歴史書の1ペ ージに載 ってい る人物の記号ではなく、血 肉を持 った存在だ

と言 うことだ。 「繧紗録」には真の主人公は一人 もいない。東陸を統一 し、巨大な帝国を打

ち立てた天駆武士の首領姫野も、同 じく乱世 に輝いた一粒 の星にす ぎない。」86

同様 に、水泡 も自分が創作 したス トー リーに登場する主人公 はほ とん ど自分の ような小

人物であ り、驚天動地の偉業をなす ことはない と語 った。87

一方
、水泡が参加 した小説創作は主 に 「九州」世界内の旅行記である。彼 は旅行記 を通

じて 「九州」 を完全なものに したい と語 る。 「旅行記 は他 の架空世界 に欠 けてい るものであ

る。すば らしい小説であって も、細部 の小 さな文化 は描いていない。細部の描写があって

こそ、虚構世界を本物に見せ るこ とができる」 と彼 は述べ た。 このよ うな創 作の方法 もま

た人間に寄 り添った視 点を持 ってい る。

また、多事は 「私 は単に 自分の 「九州」に対す る理解 を表すのではな く、読者 の心の中

xs「中国互聯網発展状況統 計報告jCNNIN-(参 照2013-11-15)

86江南r九 州標紗録 綱領 」『科 幻世界奇幻版』2004年 玉0下半月、P.2

87r新 警 察故事 」署名な し 『九州幻想』2006年 至月号、勲50
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の 「九州」が どの ような ものかを考 えなが ら創作す る。私は読者 の夢の中の世界 を展開 さ

せたいのだ」 と述べた。88

斬鞍 もこう語 る。 「各人の創作はすべて個人的な人生経験 と関係 があると思 う。私個人 と

しては、下方を見下ろす視 点に慣れている。相対的に、私は下層社会 の生態 に関心を持 っ

ている。言い方をかえれば、皇帝や王、将軍や大臣、威風堂々 とした物語は私 には描写で

きない」。89

確かに、 「九州」には世界を支える大筋の小説があま りないが、設定チームの創作理念に

よって、r九 州」 にも自分な りの特徴があることが理解で きるだ ろ う。 「九州」 は乱世 に生

きている卑 しい小人物か ら、東陸 を統一す る首領まで全部平等に書かれてい る。 また、す

べての登場人物は 「九州」の主役ではな く、偉大でア ンタッチャブルな人物 も登場 しない。

読者 の生活 と視点に寄 り添っているのだ。

この ことか ら、 「九州」が多 くの読者か ら認 められた理由を説 明で きるだ ろう。 「九州J

は真っ先に架空世界を作 り、専門雑誌を創刊 し、オ ンラインゲー ムまで発行 した。 しか し、

「九州」の小説創作にはずっ と1つ の問題 が存在 していた。それ は多人数による共同創作

方式である。

ネ ッ ト文学 の叙事の特徴 を分析 した翁劣嬰は、 「大勢が寄 り集 まって語 る叙事文では、テ

キス ト内で叙述 され る事柄 に二つ、または二っ以上の、相容れないロジ ックが存在す 凱

それは事柄 が多方向へ と発展することの表れである。つま り、同 じ頭に、多 くの胴体や し

っぽがついている状況である」 と指摘 している。go

しか し、ネ ッ ト上の手短 で随意 な 「多方聚談」 と違 って、 「九州」は もっと厳格であ り、

更に計画性がある。統一設定の下で行 う 「接竜(カ ー ド継 ぎゲーム)」 式創作なのだ。 しか

し、それぞれの作者による作 品に用 い られ る設定は衝突を起 こした。 これは早期の創作に

おいて大きな負担 となった。

設定チームが結成 された初期、つま り第一章で述べたネ ッ トでの独立時期 に、「九州」の

設定 と小説 の創作はチーム内部で協議 してか ら、外 面へ公表す るや り方で行われた。 同時

に、チームメンバーの創作進度に基づいて作品の発表 が行われた。 この ことが世界設定作

業 を繁雑 なものに した。チー ムメンバーが書いた小説 はほとん ど協議 し上がった設定 と衝

突 し、ボツにせ ざるを得な くなった。例えば、極 めて好評 を得た 『最後姫武神』である。「設

定 と合わせ る際、面倒 なのは主に歴史的事件 と事件の因果関係 を調節す ることだった。ち

ょ うど自分の 『無星之夜』の設定 と時問上交差す るため、創作が停止 した」9Lと遥控はかつ

て語 った。

ss「名 家 訪 談 、 釜 地 亜 的 文 化 土 匪 一 多 事 訪 談 」 署 名 な し 『九州 幻 想 』2005年11月 号 、P.36
8'J「斬 鞍 訪 談J『 九 州 幻 想 』2005年ll号

90翁舞 嬰 「基 干 網 絡 小 説 的 叙 事 分 析 」 『牡 丹 江 教 育学 院 学 報 』2007.4、P.16-17

91「遥 控 訪 談 」 『科 幻 世 界 奇 幻 』2004年10下 半 月 、P.75
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また、い くつかの原稿 は比較的早 く執筆 されなが ら、後で設定のバー ジ ョンア ップや細

部の内容の変更な どが原因で何度 も書き直 さなくてはな らな くなった。 メイ ン小説 と呼ば

れている 『標紗録』 もその一つである。不思議 なのは、『標紗録』が改正 され た後のバー ジ

ョンよ り前のバージ ョンのほが人気があることだ。

インタラクテ ィブな創作方式は確かに操作が難 しく、特に歴史の大筋や共用 され る登場

人物な どは調和 させ るのが難 しい。また、繁雑 な設 定のため、創 作を試 みたい新人作者 も

「九州」に加入 しに くくなった。

2読 者 と閲読

2009年5月3日 、江南は 『華商報』に取材 された際、「中国では幻想小説を書 く人がたく

さんいるが、 うま く書ける人が少ない。主観的 に言 うと、作品の レベル の問題 であるが、

客観 的な要因 としては読者層が狭す ぎることで、消費能力に制限がある学生 をメイ ンとし

ていることだ」92と語った。

「九州」シ リーズの小説 と 『九州幻想』が直面 している問題 は設定チーム内部内の設 定

と歴史についての論争だけではな く、 も う一つの厳 しい問題 が存在 した。 それは読者が基

本的に収入 がゼロの学生だったことである。

また、後期に起 こった 「九州門」事件によって、グループが南北に分裂 し、2冊 の九州専

門雑誌が同時 に市場に現れた ことや、単行本が発行 されたこ とは、確 かに収入ゼ ロの学生

読者 に対 しては、購入 の負担 になった。あるいは、読者 の二分化 もまた問題 となった。

更に、読者 の二分化について、筆者 はもう一つ深層的な問題が存在 し、 「九州」の発展 に

影響を与えた と考える。

最初、 「九州」創世計画、または 「九州」に関連す る小説 を読んでいる人はネ ッ ト小説家

と主な七人の作者であった。 その後、 「九州」の知名度の拡大に従って、雑誌 と単行本が出

版 された。読者 は確 かに増えたが、引きつけ られ たのは 「九州」 に参加 したい作者 と愛好

者 であった。 また、 これ らの愛好者 は、単純な読者 とは異な り、九州に夢中だった。

雑誌だけを読んでいる単純な読者 は、数編 の 「九州」シ リーズの小説 を読んだ ことがあ

るだけであ り、創世に関する作業 には関心を持 っていない読者 も少 なくなかった。

つま り、第三章で分析 した ように、「九州」の小説 と世界の設定は うま く調和 していない。

確かに、同時期のファンタジー小説 と比較す ると、 「九州」世界は完全な世界の背景 と設定

が揃ってい る。 しか し、詳細 に分析す ると、設定 として小説 に現れたのはほ とん どが歴 史

である。また、「九州」は現代中国 ファンタジーの一里塚 と呼ばれているけれ ども、実は武

92「 中 国 幻 想 文 学 現 状 差 核 子 読 不 癒A利 ・波 特 』 」 、2009年5月9臥 華 商報

〈http:〃110WS.hsw.cn/system/2009/05/04/0501613◎9.shtm韮 〉(参 照2013-9-12)
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侠小説の延長線上に置いて も違和感 がない。更に、歴 史」 と 「江湖」 とい う二つのキー ワ

ー ドで 「九州」全体をまとめるこ とも可能である。

設定 と小説が うまくつ ながっていないとしても、一部の読者の設定に対す る熱 はず っ と

高ま り続 けた。

雑誌に掲載 された読者か らのフィー ドバ ックコラムに、システム化 された設定を読みた

い とい う声 が何度 も載った。 また、 もっと雑誌 に設定 を掲載 して もらって、世界 の全貌 を

知 りたい とい う手紙 も届いた。 また、系統的な提案 をす る読者まで現われた。 それは例 え

ば九州の兵器譜 、人物のイ メージ図集 、詩歌集 などの編纂 である。 また、映画 とテ レビを

開拓す るため、今か ら九州の人物造型を募集 し、今後の参考にす ることも提案 された。93設

定に対 して高い関心度 を持つ読者 は少数ではな く、確 かに、彼 らによる貢献的な提案で、「九

州」の設定が豊かなものになった。

しか しなが ら、複雑な設定があま りに多 く介入す ることによって、読者 に小説 を読む際

の障害 を与えることを避 けるため、設定チームの 「九州」小説 に対す る認識 はず っ と 「設

定を離れ ても楽 しめる物語 」であ り続 けた。

ここか ら分かるように、初期の読者 にもすでに二分化す る前兆が現れていた。

元々、「九州」が 『飛 ・奇幻世界』か ら独立 し、雑誌 を創刊 したことが読者 を二分化 させ

る行為 であった。後期 に起 こった 「九州 門」事件 も読者 を傷 つけ、南北の九州の対峙で、

.月に雑誌 を二三冊出す挙動 が読者 を二分化 に導いた。 もともと安定 していなかった読者数

は どんどん減少 した。

ところで、実際に、完全 な 「九州」の世界設 定は存在 してない と第三章で分析 した。唯

一 「九州Jの 大筋 を引き立てるシ リーズである 『標紗録』 は、創作初期 には中編や短編な

どの形式で連載 された。『標紗録』 のプ ロッ トのつなが りを疑 う読者 もいた。94しか し、こ

うい った非線形的な閲読は欧陽友権 がネ ッ ト文学の特徴 のひ とつ として帰納す る ところで

ある。

また、『標紗録』 は6冊 の単行本 を発行 して完結 したが、本当の完結が作者 自身の願望で

ある。 とい うのは、 この6冊 に書かれているス トー リーは順序がち ぐは ぐであ り、歴史事

件 をはっきりさせていない。つま り作者 はまだ本当の脱稿 をしてはいないのだ。

一方
、創作権力の開放 によって、 「九州マニア」が現れた。彼 らは一般読者 よ り 「九州」

の小説 と設定について熟知 していた。彼 らは 「九州」 を背景す る小説 と設定 を創作す るこ

とに熱中 した。また、もともと作家である人 も多 く含まれ る。

彼 らの中か ら特殊なグル0プ が現れた。 「「我椚 」は私 も含 め、夏茄、莫雨笙、公子木 、

93「 回 音 谷 」 署 ・名な し 『科 幻 世 界 奇 幻 版 』2004年4月 、P。40

94「lpl音 谷 」 署 名 な し 『科 幻 世 界 奇 幻 版 』2004年6下 半月 、P.37
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燕然、蘇離弦、楚夜犬、七尺 を代表 として、続 々 と九州の雑誌 に小説 を発表 した作者たち

を指す。 また、編集者を務めるisotoneと 紅袖。お よび数多くの読者 に過 ぎない人々が討

論に参加 した。 この団体は約2年 間存在 した。 「九州門」事件が起 きる とともに、みんなが

続々 と卒業 し、グループは解散 した」 と胤祥 は語っている95。後 に、さまざまな原因、特に

現実生活の困難 によって、この グループのメンバーは各 々1年 で1～2編 の原稿でも出せ

ればま しとい う状態 になった。

つま り、元のグループのメンバーが様 々な原 因で 「九州」か ら離れ た後、原稿を提供す

る新 しいサブ創作 グループは形成 されなかったのだ。

サブ創作グループ とは、公式創作チーム以外で、よく 「九州」を熟知 し、創作す る読者

と定義 され る。彼 らの 「九州」 に対す る理解は単なる雑誌や単行本の読者 とは異な り、小

説 と設定の創作 に参加 している。正 に彼 らの出現で、 「九州 」の閲読形式に変化 が発生 し、

同人サー クル と似た ような形になった。

胤祥 はrY格 な設定に従 う 「九州」 を創作す ることと 「九州」を解読す ることは非常 に

悲壮な事である」96と発言 した2005年 前後、サブ創作 グループは特に 「九州」 の設定を編

纂す ることに夢 中になった。 もし小説が 「九州」の最 も重要な もの と認 め られ た ら、設定

を増やす こ とに意味があるか とグル ープのメンバ0に 懐疑 され、グル0プ 内部で楽 しむ行

為に過ぎないのではないか と指摘 された。

確 かに、彼 らに創作 された設定はあま りに歴史に記述 されてない。それ は彼 らが個人的

に行 った 「九州」に対す る解読 と再創作に過ぎないのである。

大塚英志は観衆 がアニメの伏線 についての解読 を分析す る時、 「一話分のエ ピソー ドの中

では直接 的には描 かれない細かなく設定 〉が無数に用意 され てい るのが常なのだ。 このく

設定〉が多いほど、一話分の ドラマが受 け手には リアルな もの として感 知 され る。そ して

これ らのひ とつひ とつの〈設定〉は全体 として大 きな秩序、統一体を作 り上 げていること

が理想であ り、〈設定 〉が積分 され た一つの全体を〈世界観 〉となる。」(P12)と 指摘 した。

この解釈 は 「九州Jの 読者 が 「九州」の世界観 について行 う解読 ときわめて似 てい る。

九州 の愛好者が創作 に参加す る行為は無数のアマチ ュア作者 が同人誌の創作 を行 うのと非

常に似ている。九州 はオープ ンな創作形式 をとり、創作は参加者が作者か ら許可を受 けた

上での行為である。また、『九州幻想』に掲載 された作 品も公式 に選抜 されたものである。

私は 「九州」について、創作をゲームとして行 う同人サー クル と定義 したい。

また、私は 「九州」のサブ創作グループには、共同創作以外に 「二段伝播(two‐Stepflow)J

も存在すると考 える。 「二段伝播」 とは理論や観点などが しば しばラジオや新聞雑誌を通 じ

95胤祥r前 書 」 楚 惜 刀(20!3)『 九 州 ・天 光 雲 影 ・風 雲 会 』 江 蘇 分 芸 出版 祉 、P.3

96胤祥 「前 言 」楚 惜 刀(2013)『 九 州 ・天 光 雲 影 ・風 雲 会 』 江 蘇 分 芸 出版 社 、P.3
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て、先 に世論の指導者に伝 わ り、それか らまた彼 らによって比較的にあま り主体的でない

受 け手に伝わる。 「二段伝播」は直接なマスコミに比べて更に説得力があ り、更にターゲ ッ

トが明確 であ り、受 けやすい。

「二段伝播」が九州で主 として体現 されているのは、 「九州」の設定チ0ム と主要作者 が

創作に用い られ る幻想素材 を揃える作業 である。例えば、騎桶人の 「夢幻百家講壇秦漢幻

想小説」 と多事の 唾 騎兵背景閲読」な ど。また、雑誌 に推薦 された小説 も含 められ る。

例 えば、「網絡奇幻 当月熱門推薦榜」、あるいは 『科幻世界』誌 と 『九州幻想』誌 とが共同

で編纂する 「幻界動態」コラムである。

第二節 メデ ィア

1メ デ ィアプラッ トフォ0ム

中国現代 ファンタジー小説 の形成 が、ネ ッ トの普及か ら切 り離 して語れない とい うのは

公認の事実である。 「九州」のネ ッ トでの創立、会社の設立、専門雑誌 と長編小説の発行 と

い う一連 の事業 は、ネ ッ ト幻想文学が現在 まで発展 してきた全過程 を目撃 してお り、代表

性 があると思 う。 「九州」を通 じて、中国現代ファンタジーの複合メデ ィアにお ける発展 も

分析できると思 う。

この節 では主に欧陽友権によって総括 されたネ ッ ト文学の特徴 を対照 しなが ら、ネ ッ ト

と紙媒体の特質を比較 して、 「九州」の独特な部分 を分析 したい。また、ネ ッ トか ら紙媒体

に進 出する時、システムの内部 にも一連の変化が発生 した。 これ らの変化 は、第一節 で検

討 した読者 と作者 の関係に新 しい分析 の視点 を提供 できると思 う。

欧陽友権 は 「ネ ッ ト文学はデー タ伝送 の方法で、伝統的な文学システムを一新 させ、創

作 と閲読を即時性 のある相互的なゲームに変えた」 と指摘 した。また、ネ ッ ト文学 の特徴

を六つにま とめ、第一に、発信す る主体 の一般化、第 二に、伝播ス ピー ドの速 さ、第三に

伝播の非線性、第四に伝播 の相互化、第五 に伝播の非中心化、その六、伝播 目標 の多元化

を挙げた。97

この六つの特徴で 「九州」のシステムを分析すれば、初期に注 目され た原因 も明 らかにで

きる。まず、発信す る主体の一般化 と伝播スピー ドの速 さによって、r九 州」は清韻 ウェブ

サイ トで迅速に参加者を集 めた。

「専家共議網絡文学勢必重組當代98文学新格局」でネ ッ ト文学の出現は、文学 を支配 して

きた利益構造の存在基盤 を うち壊 した と指摘 され た。また、ネ ッ ト文学 には題材に対す る

制限がな く、各種の文体が融合できる。大衆文学の時代が来た と宣言 された ように、ネ ッ

97欧陽友権(2008)『 網 絡文学概論』北京大学出版社、P166

98「 專家 共議網 絡文學勢必重組當代文學新格局」署・名な し 『人 民 日報』2009.7月23
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ト文学では異なるジャンルの作者 が参加 した。

また、bbsの 評論機能 は伝播非線性 と伝播相互化 を体現 してお り、故に 「九州」の多

数の作者が共 同創 作をするモデル が確 立 された。伝播 の非中心化 と伝播 目標の多元化によ

って どん どんネ ッ ト上で読者 が呼び込まれた。

しか し、王緋 によれば、 「ネ ッ トの広大な発表空間 と低い敷居のため、誰で も文学 と親密

に接触す るチャンスが与え られ る。つま り、個人的な作品の展示 と他人の作品の閲読であ

る。 しか し、これに伴い、膨大な情報の堆積のほか、作品の品質が玉石混交だ とい う問題

も生 じる。 このことか ら、ネ ッ ト文学の生産機能 を管理す る重心は創作過程ではな く、発

展 と伝播に傾 いていることが決定づ けられ る」99。

だか らこそ、ネ ッ ト文学の伝播機能が 「九州」世界の構造に与 える障害を越 えるため、

設定チームが結成 され、また、紙媒体に進出 し、雑誌 が発行 されたのである。

雑誌 が発行 されてか ら、読者の発言ルー トが変化 しは じめた。ネ ッ トでの 自由な発言か

ら編集部への手紙に変わった。例えば、2004年4月 の 『飛 ・奇幻世界』の回音谷 コラムに、

読者が設定をもっと作 ってほ しい とい うメ ッセージが、また、2004年 の6月 号 には、読者

か ら前回発行 した雑誌 に三つの誤字を発見 したメッセージが載 り、2004年5月 号に掲載 さ

れ た 「九州行紀」で、「奔父」 と 「奄夫」の名称 の不統一について質問 された。 さらに、後

にも 「老妖夜談」 と 「雲中客淺」のよ うな読者 と作者 との交流 コラムが掲載 された。

しか し、雑誌にもネ ッ ト時期の交流モデルが残存 している。例えば、2005年5月 号に掲

載 された 「〈桝珠夫人>Q&A」 はネ ッ トのス レッ ドをそのまま複製 したものである。原文は 「桝

珠夫人」の作者 がr天 空之城」フォーラムで、読者 の質問を回答す るため、発表 したス レ

ッドである。

これ らの読者 が発 した問いは代表性 があるため、編集者によって、そのまま雑誌 に掲載

され たのである。

また、設 定チームが設定 を読者 に伝達す る際、よく読者に質問 され るポイン トを強調 し

た設定を作る とい う形式が採用 された。読者か らの質問も設 定創作の基準になった。例 え

ば2005年4月 号に掲載 された 「龍淵閣之問」はQ&A形 式 を採用 している。設定チームは読

者か らの質問に対 して答え、「龍淵閣」 とい う場所の細部のイ メー ジを設定 した。その後、

この ようなQ&A形 式は進化 し、設定チ0ム は直接に 自問 自答 して、読者の視角か ら設定 を

書 き込んだ。その一例が2005年5月 号に掲載 された 「天駆十間」である。(P9)

王緋 は、「2007年前後、ネ ッ ト文学のルールはすでに完備に向かっていた。編集者 と読者

は二分化 し、決定的な力 として、ネ ッ ト文学の生産 における伝播 とレベル分けをす る権力

を握っていた」 と指摘 した。(《21世 紀新媒体与文学友展》P!07)

99王緋(2012)X21世 紀新 媒体与文学発展』社会科学文献出版社 、P107
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確かに、2007年 前後の幻想の文学全体はネ ッ ト上の資源の共有によ り、創作疲労、審美

疲労が発生 していた。 また、読者層 の狭 さが幻想文学の発展に影響 を及ぼ した。 「九州」は

作品の品質を確保 したため、 このよ うな苦境に直面 しなか ったが、「九州門」事件 に遭遇 し

た後 、システム内部にはまた新 しい問題が発生 した。つま り、2冊 の雑誌以外 に、南北の

九州の ウェブサイ トである9ZとNovolandが 二つ同時 に運営を開始 した。 このよ うな状況

はますます激 しくな り、更に 『九州幻想』2011年 の12A号 では5つ の公式プラ ットフォー

ムが公開された。

その上、派生雑誌 『九州志』 と 『幻想縦横』 もネ ッ トでプラッ トフォー ムを創建 した。

さらに、読者が 自発的に創建 した百度貼噌のス レッ ド、作者 の個人崇拝ス レッ ドなど。 「九

州」に関す る交流 プラッ トフォームは絶 えず増加 し、管理の困難 を招いた。 これ らの こと

は読者がr九 州」に関心 を持つ ことを困難 に した。

第三節 九州の物語消費構造

早期の 「九州」、特 にネ ッ トにおける時期には欧陽友権が総括 したネ ッ ト文学の五つの機

能が現れ た。

第一 に、娯樂機能

第二に、欲求の発散 と満足

第三に、虚擬の人格機能

第四に、オンライン交流機能

第五 に、文化消費機能韮◎o

また、文化消費について、彼はネ ッ ト文学は直接あ るいは間接の消費機 能を持ってい る

と認めた。

そ して、ネ ッ トを創造のプラッ トフォーム とす る 「九州」の消費構造 を検討す るには、

大塚英志の 『物語消費論』は80年 代 についての分析理論 なので、不適な部分もある。一方、

東浩紀の2000年 か らの物語消費についての再検討である『動物化す るボス1`モ ダン』は『物

語消費論』の不足点を補っている。

東浩紀はポス トモ ダニズムの到来 を指摘 し、大塚英志が提 出 した 吠 きな物語」 も消えて

しまった と主張す る。 ところがポス トモダンの到来 によって、そのツ リー型の世界象は崩

壊 して しまった。

1⑪o欧陽友権(2008)『 網絡 文学概論』 北京大学出版社、P203
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東は 「1980年 代 日本では,そ の一つの候補 として,深 層が消滅 し、表層 の記号がけが多

様 に結合 してい く 「リゾーム」 とい うモデルが示 され ることが多か った。 しか し,筆 者の

考えては、ポス トモ ダンの世界 は、む しろ図3bの ようなデータベー スモデル(読 み込みモ

デル)で 捉 えたほ うが理解 しやすい。Jゆ

と指摘 した。

その分か りやすい例 はイ ンターネ ッ トである。 そ こには中心がない。つ ま り、すべての

ウェブベー ジを規定す るような隠 された大きな物語 は存在 しない。 しか しそれはまた、 リ

1◎1東 浩 紀(zoos)
『動物 化す るポス トモ ダン オタ クか ら見 た 日本社 会』、P52
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ゾー ムモデルのよ うに表層 的記号の組み合 わせだけで成立 した世界でもない と指摘 し、イ

ンターネ ッ トに応 じて作 られ た個々のウェブベージがある、 とい う別種 の二層構造を作 り

上げた と主張 した。

この ような 「大きな物語」は消えてなくな り、対応す る断片的なス トー リーの背後 に 「デ

ータベースJが 出現す るとい う現象は、 ちょうど うまい具合 に 「九州」の物語消費構造 を

解析 できると思 う。

第三章で、私は 「九州」の出現は主に西洋ファンタジーに影響を受けた ことを証明 した。

また、「九州」が 自ら 「東方奇幻」を吹聴 しなが ら、実際の核心は主に歴史 と武侠小説を構

成要素 としてい ることを分析 した。更に、設定が うま く小説 に描写 されてない ことも 「九

州」の特徴である。

さらに、「九州」の主な参加者はほ とん どが外来のファンタジーの影響 を受 けた。 これ ら

のファンタジー作品はゲーム、文学、漫画 、アニメー ションな どの形式が含 まれ るが、 こ

のことと我 が国が80年 代に外来のアニメー ションや童話、 ドラマを導入 したこと▽あるい

は 日本の漫画の海賊版が流通 した ことも多少関係 があると思 う。

その他のマスコミの文学に対す る影響について、謝迫南 は 「噺 神話主義」はX990年 代

の中後期 に興 った文化ブ0ム である。技術(特 にCG)の 発展を基盤 に して、伝統的な作品を

手本 として、商業利益 と精神 消費 を最終 目的 とす る、マル チメデ ィア(文 学、映画 とテ レ

ビ、アニ メ ・漫画、絵画、コンピュータ とネ ッ ト)と の共生の産物 である。 また、大衆の

文化 の1つ の構成部分である。」 と指摘 した。ioa

本論 は 「九州」にお ける外国のファンタジーの受容 と内部の物語消費構造 に着 目す る。

その他のメデ ィアの文学に及ぼ した影響 はここでは検討 しない。

っま り、上述 の大量の外来 ファンタジー の輸入 は東浩紀が述べた物語の氾濫で ある。 こ

れ らの作品の要素が読者 に要求 されたデー タを構成 してい る。

また、前文で論証 したよ うに 「九州」には実は完全な設定 システム とメイ ン小説が存在

しない。

さらに、本章の冒頭で述べた読者 と閲読 との関係 についての考察においても、一般の同

人小説 と異な り、「九州」公式運営チームが設定の編集 を許可する とい う形式について述べ

た。

上述の3点 か ら、以下の観点 を述べたい。

第一に、 「九州」の設定 は断片の再編成である。小説の描写か ら判断する限 り、「九州」

の作者 のほとん どが外来 ファンタジーに影響 を受 けてお り、設定チームが設 定を編纂す る

過程では大量な歴史書 と地理知識 書を参考に した。 また、その中の多 くの設定も中国の神

102謝遽南 「当r新 神話主義」成為 浪潮 」『中国図書商報』2014年10月8日
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話 を原型に して作 り上げ られてい る。つま り、デー タ消費である。その後、 「九州」が規模

を具 え始 める と、読者 と参加者の提案 は新 しいデータになる。「九州」のシステムによって、

採択するか どうかが決定 され る。

第二に、「九州」のシステムでは、読者 と作者の行為が一致す る。 「九州」のオープン型

創作 システムでは、誰でも創作 に参与で きる形式である。通常の読者 と作者 の関係 と異な

り、読者 は創作す る能力 と権力 を持ってお り、読者だ けではな く、作者 も 「九州」システ

ムを通 じて、新 しい作品を吸収す る必要がある。 これ らの作品をつ なぎあわせ てい るのが

第一で触れたデータである。

第三に、 「九州」のシステムにおける読者 と作者の行為は確かに同 じだが、初期に抜擢 さ

れた設定チー ムは 「見せ かけの公式」を構成 し、表 面上は開放的な体系だったが、設定チ

ームが創作 した作品に書かれ たス トー リー と設定に背 かない ことを前提に してい る。また、

「見せ かけの公式」である設定チー ムには長編小説 を創作す る際、設定チー ムと協議 しな

ければいけない とい う明文の規定があった。つま り、読者は 「九州」の設定を消費 しなが

ら、創作 を行えるとい う実際 には存在 しない 「仮象」 も消費 してい るだろ う。 このよ うな

仮象は 「九州」システム内部 にピラミッ ドと同 じよ うな階級 を作 り上げた。 上から順 にシ

ステム創作者、主な小説作者、参加者、一般読者である。

これ らデータベースを消費す る人々はひ とつの公式がない同人サークル を構成 した。つ

ま り、私は 「九州」シ リーズ作品を 「九州」同人サー クルの産物 と見なす。

「共同体,個 人そ してプロデ ュセイジー 英語圏 におけるファン研究の動 向について」 と

述べ る池 田太 臣によれば、 ここ20年 問の英語圏でのファン研究の流れは、三つの時期に区

分 され る。その3つ の パースペクテ ィブは以下の通 りである。

「第一期 は,「 集合体 としてのファン」に関心を持つ時期である。そ こでの研究は,さ ら

に,2つ の タイプに分け られる。ひ とつは,「 解釈共同体」に関心を持つ タイプである。 こ

のタイプの研究は,「ファンが共有する独 自のテキス ト解釈」を弱者の戦術 として評価する。

第二のタイプは、ブルデュー の著作 に影響 を受 けて,フ ァン行動の階級規定性 を強調す る。

第二期は 「個人 としてのファン」 に注 目す る。 ファン個人の動機や快楽,感 情について説

明 しようとす る。

第三期 はrプ ロデ ュセイジ」の時代 と呼べ るだろ う。 ・・2.0の サー ビスは 「生産 と利

用」 との区別 をあいまいにす る。 ウキペデ ィアの例が典型的な例だが、そのサイ トでは,コ

ンテ ンツの生産者 と 消費者 は同一である。アクセル ・ブランスは,こ の状態 を 「プ ロデュ

セイジProdusage」 と呼んでいる。 この 「プ ロデューサーProduser」 によるコンテ ンツ生

産への注 目は,従 来の 「生産一消費」「オ リジナルテキス トヲ ァンテキス ト」 とい う構造
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再構 築 す る可能 性 を秘 めて い る。」cos

池 田太 臣 の分 析 に照 らす と、 「九州 」 は第 三時 期 に属す る。 つ ま り、 「web2.0の 登 場 と

ともに 出現 したユ ーザ ー に よる コンテ ンツ生 産」 の 時期 で あ る。 「プ ロデ ュセイ ジ」 は,ブ

ラ ンス の定義 に よれ ば、rさ らな る改 良 を追 求す る,共 同的 で持続 的 な,既 存 の コンテ ン ツの

構 築 と拡 張」 を指 す。 プ ロデ ュセ イ ジの環境 におい て は,ユ0ザ ー が作 り上 げて い くコンテ

ンツ生産 の過程 は、生 産者/利 用 者 とい う区別 が重要 性 を持 たず 、 コ ンテ ンツ を共 有す る利

用 者 は 、 同時 に生 産者 で もあ る。 ま た、 そ の生 産 と消 費過 程 に 関わ る者 た ち は 「プ ロデ ュ

ーサ ーproduser」 と呼 ばれ る。

上 記 の こ とは 、 「九州 」 の消 費 の内容 がデ ー タの仮 設 の上 で、 デー タ を消費す る人 々 が、

管理 者 のな い同人 サ0ク ル を形 成 した こ との証 拠 に な るだ ろ う。

池 田太 臣 はrプ ロデ ュセイ ジProdusage」 の特徴 を4つ にま とめて い る。

1、 「開 か れ た 参 加,共 同 的 な 評 価Openparticipation,communalevaluation

2、 「流 動 的 な 多 頭 的 構 造,一 時 的 な メ リ トク ラ シ ーFluidherarchy,adhOc

meritocracyj

3、 「完 成 さ れ る こ と の な い 人 工 物,持 続 す る 過 程Unfinishedartefacts,

continuingprocess

4、 「共 有 の 財 産,個 人 的 報 償Commonproperty,individ-ualrewards」

私はこの四つの特徴以外 に、「九州」 には第一時期 の特徴 もあると考える。つま り、池 田

の指摘す るrフ ァンが最初のテキス トか ら 「密猟」す る意味は,彼 ら/彼 女 ら自身の関心に

のみ仕えるのである」 と 「ファンダムは,読 者 と作家 との問の徹底的な分離 を維持 しない点

である」であるとい う指摘 に合致するのだ。

なぜ英文圏と異なる 「逆発展」が行 われたのだ ろ う。 このこ とに関 して私 は以下の観点

を持 っている。

まず、 これ は中国における密猟対象 となるテキス トの出現時間 と関係がある と思 う。 こ

れ らのテキス トの出現時間は前述のよ うに外来文学作品が大量に導入 され た80年 代である。

次に、「九州」同人サークルの形成時期 は、ネ ッ トの出現 と発展の時期がほぼ同 じである。

以上の二つの点が、 「九州」同人サー クル を 「逆発展J状 態にさせた。

この構 造 の 下 、人 々 が 「九州 」 と 口にす る とき、実 は 、一 つ の記 号 が2つ の意 味 を指 す

ios池 蟹 太 臣(2013)「 共 同 体 、 個 人 そ して プ ロデ ュセ イ ジ:英 語 圏 に お け る フ ァ ン研 究 の 動 向 に つ い て 」 『甲南 女 子 大

学研 究 紀 要.人 間 科 学 編 』49,P.107-119
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ことになる。つま り、 「九州」シ リーズ と 「九州Jの 同人サー クル を同時に意味 してい るの

である。

もし同人サー クルである 「九州」に創作 された作品を同人作品 と見なせ ば、それ らはお

のず と商業価値がある作品 と商業価値 がない作品に分 け られ る。 つま り雑誌や単行本に掲

載 され た作品、特に高 く評価 され た作品は商業価値 がある同人作品 として認 められ る。 そ

れ以外 の作品、または読者 として作 り出 された歌 曲、マ ッ ドムー ビー も商業価値 を持 った

同人作品 と認め られ る。

参加者 と読者 は作品を読む ことによって、「九州」の背後にあるデー タベースを消費する。

また、私は参加者 と読者 が消費 したのは東浩紀が言及 したデー タベースだけではな く、

消費 されたものの一つ に 「九州」にお ける人間関係があると判断 した。

つま り、読者 と参加者は 「九州」同人サー クル で小説を読みなが ら、サブカルチャー内

部の人問関係 も見ている。特に、設定チー ムが注 目され ている。

代表的 な例は、前述 の 「江南今何在」 とい うマ ッ ドムー ビーである。

2011年7A8日 に、舞雲島主人によ り動画投稿サイ ト優酷 にア ップロー ドされた。一般 の

同人作品 と異な るのは 「九州」を題材 にす る同人作 ではな く、 「九州門」事件 を背景 に し、

『東邪西毒』 と 『東方不敗』な どの武侠映画を編集合成 し、再構成 した ものである。歌の

歌詞 も 「九州 門」事件を描写 してい る。

上述のよ うに、最初の参加者は 自分の好みの素材 を再編成 し、「九州」 を1つ のデー タベ

ースに した。用い られた素材 は第二章で言及 した歴 史、外来 ファンタジーな どである。基

本的な構造が形成 されてか ら 「九州」の同人サークル が誕生 した。一方、「九州」 には 「ダ

ンジ ョンズ&ド ラゴンズ」のよ うなゲーム基盤 がないため、主に小説 を読む ことと書 くこと

をゲ0ム として運営 された。 また、同人サー クル 内に創造力 を持つ人 と創造力を持ってな

い人がいるため、階級が生まれ、 ピラ ミッ ドと同 じ構造が形成 された。 ピラミッ ドの トッ

プにいる設定チームは、創作力 が高いため、読者によ り選抜 された。また、 ピラ ミッ ドの

一番 下の階にい る読者は小説 とデー タを消費す る以外 に、上層、つま り設定チーム と主要

参加者の問の人間関係 も消費する とい う現象が確認 できたのである。

以上 をもって私の現代 ファンタジー小説r九 州」に関する考察の結論 としたい。
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